』 寺 JI 


Ga 咽 説く 


7 2 あ 
ー( 
ト 」 4 
た 人 
テー し 
W 


KK ペー ATES 









RShm 





展 連 に TAN 記 


イリ 





る 
る 
@ 

人 委 、 家 
大 白 と ー 
還 旨 

2 の 
3 ( 世 ・ 





ぐ 図 1 : RGB の 3 原色 > RED( 赤 ) 






MAGENTA( マ ゼン タ ) 


> 


YELLOW( 黄 ) 


BLUE( 青 ) GREEN ( 緑 ) 


※ こ の ペー ジ 自 体 は 印刷 で す の で 、 実 際 の 
モニ ター 上 の 見 え 方 と は 異な り ま す 。 


CYAN( シ アン ) 


ぐ 図 2 : CMYK の 3 原色 > MAGENTA( マ ゼン タ ) 







BLUE( 青 ) ン RED( ポ ) 


ーー 


CYAN( シ アン ) | YELLOW( 黄 ) 


GREEN( 緑 ) 


(この 図 の 解説 は 17 ペ ー ジ ) 


App1e、Macintosh、Mac0S は 米国 Apnle Computer, Inc. の 米国 及び その 他 の 国 に お ける 商標 また は 登録 商標 で す 。 
TraceMan、PaintMan、CoreRETAS は 、 株 式 会 社 セ ル シ ス の 商標 また は 登録 商標 で す 。 

Adobe Photoshop は Adobe systems Incorporated (アデ ド ビシ ステ ムズ 社 ) の 登録 商標 で す 。 

その 他 、 本 文中 に 登場 する 会 社名 、 プ ログ ラム 名 、 シ ステ ム 名 な ど は 一 般 に 各社 の 商標 また は 登録 商標 で す 。 本 文 
中 で は TM、(R) マ ー ク は 明記 し て お り ま せん 。 


本 テキ スト で は 株 式 会 社 セ ル シ ス の 下記 の ソフ トウ ェ ア を 使用 し て いま す 。 そ の 後 の バ パー ジョ ン ア ッ プ に より 最 
新 パ バー ジョ ン で は ご ざい ませ ん 。 

ソフ トウ ェ ア の 画面 や 操作 方 法 は 、 ご 使用 の パー ジョ ン に より 一 部 上 朱 な る 場合 が ご ざい ます が 、 本 テキ スト で は 
プロ の 現場 で の 実際 の アニ メー ショ ン 制 作 に 即 し た 知識 、 使 用 方 法 の 紹介 に 主眼 を 置い て いま す の で 、 他 の バ パージ 
ョ ン を 使わ れ で て も 充分 適応 で きる 内 容 と な っ て いま す 。 


(使用 リプ フ トウェア) 
・TraceMan 5.3 far MacOS 
・PaintMan 5、3.2 for MacOS 
・CoreRETAS 5.8.2 far MacUS 


は じ め に 


この 本 を 手 に 取ら れ た あな た は お そら く 、 な ん ら か の 形 で ア 
ニメーション を 手掛け た い 、 ま た は その 制作 に 関わ むり た いと い 
う 「『 情 圭 」 が ある と 思い ます 。 

本 書 の タイ トル に ある 「 仕 上 げ 」 お よび 「 撮 影 」 と は 、 ア ニ 
メー ショ ン 制 作 に お ける 一 工程 で 、 過 去 に は 「 セ ル 」 と いう 薄 
く て 透明 な セル ロイ ド の 板 、 絵 の 具 、 フ ィ ル ム や カメ ラ な ど 、 
実際 に ある 「 物 」 を 扱う 作業 が 行わ れ て きま し た が 、 現 在 で は 
そ ぞ の ほとん ど 全 て が コン ピュ ー タ ー 上 で 「 デ ー タ 」 を 扱 ら 作業 
へ お 鑑 化し て いま す 。 

本 書 で は 主 に 、 日 本 の 商業 アニ メー ショ ン 制 作 の 「 仕 上 げ 」 、 
「 撮 影 」 の 現場 で 実際 に 扱わ れ て いる パン コン ソフ ト の 使用 方 
法 を は じ め と し て 、 そ の 他 作 業 に まつ わる 基礎 的 な 知識 や 技術 
な ど を 解説 し て いま す 。 も ちろ ん 、 個 人 で アニ メー ショ ン を 制 
作 し た い が ど うす れ ば よい か 分 か ら な い 、 と いう 方 に も 役立つ 
も の と な っ て いま す 。 

アニ メー ショ ン を 制作 する に あたり 、「 資 格 」 は 必要 あり ま 
せん 。 必要 な の は 「 知 識 」、「 技 術 」 、 そ し て 「 情 熱 」 で す 。 

この 本 の み で 「 知 識 」 お よび 「 技 術 」 の 全て を お 伝え する こ 
と は で きま せん が 、 そ の 基礎 だ け で も 学ぶ こと が で き 、 あ な た 
の 「 情 熱 」 を 形 に する 一 助 と な れ ば 幸い で す 。 
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パソ コン の 基本 的 な 操作 の 説明 は 、 割 愛し て いま す 。 
一 通り の 操作 を 習得 され て いる 方 を 対象 と し て いる こと を 、 ご 了承 下さ い 。 


本 テキ スト で 表記 し て いる ショ ー ト カッ トキ ー は 、Mac089、0SX の も の を 使用 し 
て いま す 。 

Windows を 使わ れ て いる 方 は 、 各 キー が 、 

ー ャ (kl 一 > 中 W 


に 対応 し て いま す の で 、 そ れ ぞ れ 革 き 換え て お 読み 下さ い 。 


1 曹 アニ メー ショ ン の 制作 工程 


一 般 的 な 日 本 の 商業 アニ メー ショ ン 制 作 の 流れ は 、 大 ま か に 書く と 下図 の よ 
うに な り ま す 。 こ の うち 、 本 書 で 扱う の は 「 ス キャ ン 」、「 色 指定 」、「 ペ イ 
ント 」、「 特 殊 効 果 」、「 撮 影 」、 「CG」 の 部 分 で す 。 

これ ら 各 工程 の 詳 し い 説明 は あと の 各 章 で 述べ る と し て 、 こ こ で は 仕事 の 流 
れ や 各 工 程 の つなが り を 把握 し て 下さ い 。 


トー 





企画 ・ 構 成 会 議 | 作品 の な 内 容 を 決定 し ます 。 





| と スン 構成 会 議 で の 決定 に 基づい て シナ リ 
、 | 4 を 書き ます 。 

| 絵 コ ン テ | シナ リオ に 基づい て 絵 コ ン テ を 書き 
に 詳 二 に と 


人 
CG 背 量 
































映像 の 全体 の 構成 を 決定 し ます 。 





アフ レコ ・ ダ ビン グ | キャ ラク ター の 声 、BGM、 効 
果 音 を 入れ ます 。 
作品 の フォ ー マ ッ ト を 、 納 品 で き 
る 形 に 変換 し ます 。 





時 プー メー ンション の 帰 褒 


この 章 で は 、 こ の テキ スト を 読み 進め る 上 で 基本 と な る アニ メー ショ ン に 関 
する 用 語 を 説明 し て いま す 。 


ド の 

アニ メー ショ ン で 作画 を する と き に 紙 を 固定 する 道具 で す 。 

各 用 紙 に は タッ プ 穴 が 付い て お り 、 そ こ を タッ プ に は め て 一 連 の 紙 の 位 購 
を 合わ せま す 。 


ョ ーーー タ ーー 


az ks) 

映し 出さ れる 画面 の 「 構 成 」 で す 。 

キャ ラク ター は どこ に いる か 、 ど の よう な 背景 に な る の か 、 光 の 方 向 や カ 
メラ ワー ク な ど が 描き 込ま れ て お り 、 言 わ ば 画面 の 「 設 計 図 」 で す 。 
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レイ アウ ト の 見 本 





0 レス ンー グ ババ 

「 フ レー ム 」 と いう 言葉 を アニ メー ショ ン で 用 いる 場合 、 次 の 2 つの 意味 が 
あり ます 。 
① 絵 の 範囲 を 表す 笠 の こと です 。 

レイ アウ ト 用 紙 に は 、 通 常 、 


・ 安 全 フ レー ム … ど の テレ ビ で も 確実 に 映し 出さ れる 範囲 
※ー 般 的 な テレ ビ に は 、 メ ー カ ー 補 機種 に よっ て 映し 出せ る 範囲 に 差 が 有り ます 。 


そこ で 、 視 聴 者 に 確実 に 伝え た い 情 報 は 、 こ の フレ ー ム 内 に 描く よう に 決め られ 
で ゆま す 。 


・ 撮 影 フ レー ム … 撮 影 さ れる 範囲 
の 2 つが 印刷 され て いま す 。 


この 他 に 、 も う 一 回 り 大 きく 、 ス キャ ン す る 和男 囲 を 表す スキ ャ ン フ レー 
ム が 印刷 され て いる も の も あり ます 。 


2 生 プ ジー ム 


撮影 フレ ー ム 
(100 フ レー ム ) 


スキ ャ ン フ レー ム 





レイ アウ ト 用 紙 


最も 多く 使用 する 、 基 準 と な る フレ ー ム サイ ズ を 「100 フ レー ム 」 と 呼び 、 
委 学 が 小さ く な る に つれ て で て 、 サ イズ も 小さ ぐ な り ま す 。 


スキ ャ ン フ レー ム が 撮影 クレーム より 一 回 り 大 きい の は 、 撮 影 し た と き に 、 
「 フ レー ム ば れ (通常 見 えて は いけ な い 絵 の 端 が 見 えて し まう こと ) 」 を 避 
ける た めで す 。 


② 映 像 が 切り 替 わる 最小 単位 の こと で す 。 


日 本 や アメ リカ の TV 放送 で 標準 と され て いる 「NTSC」 方式 で は 、1 秒 間 に 
約 30 枚 の 絵 が 表示 され る よう に な っ て いま す 。 これ を 「30fps(frame per 
second) 」 と 言い 、 そ の 1 枚 1 枚 を フレ ー ム と 言い ます 。 

か つて フィ ルム を 用 いた 撮影 で は 、1 秒 聞 に 24 コ マ (一 24 フ レーム) の 絵 が 
使わ れ て いま し た の で 、 今 で も 作画 は 当時 の まま 、1 秒 間 24 コ マ で 動き を 作っ 
て いま す 。 そ れ を コン ピュ ー タ ー 上 の 撮影 で 最終 出力 する 時 に 1 秒間 30 コ マ に 
変換 し て いま す (158 ペ ー ジ 参照 ) 。 


4. 絵 コン テ 

「 絵 入り コン ティ ニュ イ テ ィ 」 の 略 で す 。 さ ら に 略し て 「 コ ン テ 」 と 呼ぶ 
場合 も も あり ます 。 映像 を 作る 際 の 叩き 台 と な る も の で す 。 

作品 全体 の 流れ が コマ 割り の 絵 で 示さ れ て お り 、 構 図 、 カ ッ ト 割 り 、 カ メ 
ラ ワ ー ク 、 セ リフ 、 作 品 全体 の 尺 (時 間 ) な ど が 記入 され て いま す 。 


5. 演出 
① そ の 作品 の 内 容 に つい て 責任 を 持つ スタ ッ フ の こと で す 。 
特に 、TV シ リー ズ ア ニメーション な ど 和 複数 の エピ ソー ド ( 話 数 ) を 持つ 
形式 の 作品 の 場合 、 そ の うち の ある 一 つの エピ ソー ド ( 話 数 ) に つい て の み 
内 容 に 責任 を 持つ スタ ッ フ を 指し ます 。「 各 話 演 出 」 と 呼ぶ こと も あり ます 。 
② そ の 作品 を 構成 する 要素 (俳優 の 演技 、 舞 台 、 照 明 、 音 響 な ど ) の 全体 を 
ま ど め あげ る き と で すず 


6. 原画 
① ア ニメーション 制作 に お いて 、 絵 コン テ や LO、 及 び 演 出 の 指示 に 基づい て 
描か れ た 、 動 き の 元 と な る 絵 の こ と で す 。 
通常 、 尺 の 先頭 と な る 絵 か ら 順に 通し 番号 が 付け られ ます 。 
②① の 作業 に 携わる スタ ッ フ 、 及 び 、① の 作業 全体 を 表 し ます 。 


7. 動画 


① ア ニメーション 制作 に お いて 、 原 画 の 指示 に 基づい て 清書 、 及 び 中 割り し 
人 の に に で 衣 社 や じつに と で ニコ 5 束 衣 に の 
り 、 そ の 重ね た 各層 に は 下 か ら 順 に アル ファ ベッ ト の 名 前 が 付け られ て いま 
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通常 、 尺 の 先頭 と な る 絵 か ら 順に 通し 番号 が 付け られ ます 。 


② ゆ の 作業 に 携わる スタ ッ フ 、 及 び 、① の 作業 全体 を 表し ます 。 


8. 中 割り 
① 原 画 と 原画 の 間 の 足り な い 絵 を 描き 足し 、 一 連 の 動き に 見 える よう に 仕上 
Oak 


②CoreRETAS 上 で 行う 作業 の 一 つ で す (116 ペ ー ジ 参照 ) 。 


9. セル 
① セ ルロイ ド 、 も し く は ポリ アセ テー ト 製 の フィ ルム の こと で す 。 本 書 で 言 
うだ Eo の [実際 の セル | た 人 これ を 折 た て で て の まう 
②① か ら 転 じ て 、 動 画 を スキ ャ ン し て 得 ら れ た 画像 デー タ の こと で す 。 
③ 動 画 で 分 けら れ た 絵 の 階層 の こと で す 。 
( 例 : セル 分 け 、A セ ル 、B セ ル な ど ) 
通常 、 ア ニメーション 制作 の 現場 で は 、 ス キャ ン 前 の 紙 の 状態 の も の を 
「 動 画 」 、 ス キャ ン 後 の デー タ 化 され た 状態 の も の を 「 セ ル 」 と 呼ん で いま す 
が 、 も の の 状態 が 変わ っ た だ け で 内 容 は 同じ も の で す 。 本 書 で も 、 こ の よう 
に 「 動 画 」 と 「 セ ル 」 を 扱っ て いま す 。 


10. BC、 BOOK 
BG と は 、Back Ground art の 略 で 、 否 ( 画 ) の こと で す 。 


BOOK (ブッ ク ) と は 、BG と は 別に 描か れる 背景 ( 画 ) の こと で 、 大 抵 、 セ ル 
よ ひ の 下 に 瑞 ね られ まず 竹 台 で 言う だ ころ の カキ ウリ の 上 づな も の で す 。 


11. カ ッ ト (Cut) 


映像 制作 で は 、 カ メラ が 切り 替わっ て か ら 、 次 に 切り 替わる まで を 「 カ ッ 
ト 」 と 言い ます 。 

例え ば サッ カー 中 継 で 一 台 の カメ ラ が 、 パ ス で 回 され る ボー ル を ずっ と 追 
いか ける 場面 で は 、 カ メラ が 切り 娠 わる まで が 「1 カ ッ ト 」 と な り ま す 。 別 
角度 か ら の 映像 や 、 選 手 の ア ッ プ な ど に 切り 替 わ れ ば 、 カ ッ ト が 変わ っ た こ 
の SA ます 。 

30 分 も の の TV シリ ー ズ 作品 で は 、 一 つの 話 数 に つき 通常 お よそ 300 カ ッ ト 使 
用 され ます 。 

アニ メー ショ ン 制 作 の 現場 で は 全て の カッ ト ご と に 「 カ ッ ト 袋 】 と いう 専 
用 の 封筒 を 用 いて 管理 され て いま す 。 


表記 する と き は 、「C-」、「C.」 な ど と 省略 され る こと も あり ます 。 


2 220 


次 の 工程 で 、 作 業 の 参考 と な る よう に 描か れる 下書き の こと で 、 動画 や CG、 
特殊 効果 な どの 作成 に 使用 され ます 。 
また 、 撮 影 の 位置 合わ せな ど で も LO 上 に アタ リ が 描か れる こと が あり ます 。 
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8 時 還 E ン クーク クンツ クベ の ド 


この 章 で は 、 こ の テキ スト で 扱っ て いる 技術 ・ 知 識 の 基本 と な る 事柄 を 説明 
し て いま す 。 


1. ピ クセ ル と 解像度 


(1) ピク セル (pixe]) 

CG は 、「 ピ クセ ル 」 と いう 点 (ドッ ト ) の 集まり で 描か れ て いま す 。 

コン ピュ ー タ ー は その 「 ピ クセ ル 」 の 色 と 並 人 方 (配置 ) を 記憶 し て いる に 
過ぎ ませ ん 。 





拡大 し て みる と 、 ビ ピク セル が 
集まっ て いる の が わか り ま す 。 





ビク セル の 例 


ll 


(2) 解像度 

「 ピ クセ ル 」 が 、 縦 横 に どれ ほど の 密度 で 並ん で いる か を 表し た も の を 解 像 
度 と 言い 、「dpi」 (dot per inch ニ 1 イン チ ( 約 2. 54cmn) あたり の ドッ ト 数 ) と い 
の 日 條 だ 表 あ ます 。 

描い た 絵 や 写真 な ど を スキ ャ ナ で 取り 込ん だ り 、 プ リン ター で 出力 する 際 に 、 
見 た 月 を 美しく する た め の 基 準 と な る 、 と て も 大 切な 事項 で す 。 


右 の 正方 形 の 三 辺 が お よそ 1 イン チ で すず す 。 


ルッ 


例え ば 、 「10dpi」 と は 、 こ の 一 辺 に 10 個 
の ビク セル を 並べ た 解像度 で す 。 

まだ まだ 正方 形 の ピク セル が は っ きり わ 
か り ます 。 


10 個 





064 EC て グ まじ た する と 、 が か がり 
細か く な り ま す 。 





この よう に 、 解像度 を 高く する こと に よっ て 、 よ り 美 し く 、 線 も な め ら か に 
表示 する こと が で きま す が 、 同 時 に 扱う 情報 量 も 増え て いき ます の で 、 デ ー タ 
と し て は 重く (大 きく ) な り 、 作 業 に 境 を きた す よ うに な り ま す 。 

使用 目的 に 合わ せ た 解 像 度 を 選ぶ こと が 重要 で す 。 
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(3) テレ ビ ・ モ ニタ ー の 解像度 (ビク セル 数 ) 

デレ ビ だ モニ クー も 近づい て 良 く 見 る よ 応 の 上 村 ま り で で き て いる こと が 分 か 
り ま す が 、 そ の 「 解 像 度 」 と 言っ た 場合 、 多 く は 「 横 と 縦 の ピク セル 数 」 を 表 
層 寺 (所 

表示 する 映像 自体 は 、 放 送 や メデ ィ ア の フォ ー マ ッ ト で ピク セル 数 が 決ま っ 
て いま す の で 、 要 は それ を きっ ちり と 表示 で きる 解像度 に な っ て いま す 。 


・ 従 来 の 一 般 的 な 家庭 用 テレ ビ (縦横 比 4 : 3 の 場合 ) 

テレ ビ の ブラ ウン 管 は 横 X 縦 = お よそ 640xX480 ビ ピク セル で す が 、 実 際 の テ 
レビ 放送 (アナ ログ ) で は 、340X480 ピ クセ ル 程 度 で 表示 され て いま す 。 
DVD ビデ オ で は 、720X480 (ある い は 486) ピク セル が 使わ れ て いま す 。 
アニ メー ショ ン の 現場 で も 、 最 終 的 な 映像 サイ ズ は 、720X486 ピ クセ モル 
(「SD サ イズ 」 と 言い ます ) で 制作 し て いま す 。 


※720 メ 480 三 4 : 2.66… と な り 、4: 3 に な り ま せん が 、 こ れ は 画面 を 構成 する ビク セル が 、 パ 
ソコ ン の モニ ター で は 正方 形 な の に 対し 、 テ レビ で は 少し 縦長 に な っ て いる か ら で す 。 


・ ワ イド テレ ビ (縦横 比 16 : 9 の 場合 ) 

最近 は 家庭 用 に も ワイ ド 画 面 の テ レビ が 普及 し て きま し た が 、 ビ ピク セル 数 
は 、854X480 ビ ピクセル や 、1366X768 ビ クセ ル な ど 機 種 に よっ て 違い が あり 
6 

また 、2011 年 の 地上 波 デ ジタル 化 に 伴い 、 高 精細 度 放 送 (HDTV。 ハ イ ビ ジ 
ョ ン 放 送 ) が 期待 され ます が 、 そ の 映像 に は 、1920X1080 と いう ピク セル 数 
が 使わ れ て いま す 。 


720 ビ クセ モル 1920 ピ ビク セル 










縦 穫 比 4 : 3 480 ビ ピクセル 縦横 比 16 : 9 1080 ピ クセ ル 


と に (ブル ハイ ビジ ョ ン 対 応 の 
(従来 の テレ ビ ) 2 


の 200 羽 克 : 必 E7 


・ バ パソ コン モニ ター の ピク セル 数 は 、 ユ ニ ユー ザー 選択 で きる よう に な っ て い 
示 計 3 

(17 イ ンチ の モニ ター で 1024x768 を 選ぶ と 78dpi で らい に な り ま す 。) 
※ デ ジ カ メ な ど に 使わ れる 「 画 素数 」 と は 、 こ の 縦横 の ビク セル 数 を 掛け 合わ せ た も の で す 。 


例え ば 「300 万 画素 」 の 場合 、 最 大 2048X1536 三 3,145, 728 ( 約 300 万 ) ピク セル で 撮影 で 
きる と いう こと を 表し て いま す 。 
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(4) スキ ャ ン の 解像度 


アニ メー ショ ン の 現場 で は 、 紙 に 描い た 動画 や 、 背 景 画 な ど を スキ ャ ナ で 取 
り 込 ん で 、 デ ー タ に 変換 し て いま す (21 ペ ー ジ 参照 ) 。 

その 時 に 使用 する ソフ ト で は 、TV (ある い は 、 劇 場 の スク リー ン ) に 映 さ れ 
た と き に 美しく 見 える よう な 解像度 を 設定 し ます 。 


・TV シ リー ズ 作 品 の 動画 の 場合 


標準 的 な 用 紙 (スタ ンダ ー ド サイ ズ ) を 72dpi で スキ ャ ン し た 場合 、 ピ クセ ル 
数 が お よそ 640X480 と な り 、 (2) で 述べ た 一 般 的 家庭 用 TV の 解像度 を 滴 た し て 
いた こと と 、 作 業 す る パソ コン の 福 能 が まだ まだ 未 発達 で し た の で 、 当 初 は 
72dDas 人 EE NO まし だ 。 

し か し 、 そ れ で は 明らか に 線 が ギザ ギザ に 見 えた の と (「 ジ ャ ギー」 と 言い 
ます ) 、 パソ コン の 人 性能 が 上 が り 、 重い 画像 も 扱い や すく な っ た た め 、 現 在 は 、 
115<144dpi を 標準 と し て いま す 。 


・ 印 刷 物 (雑誌 等 の イラ スト 、 ポスター な ど ) は 、300 一 400dpi で スキ ャ ン し て 
Re の 


72dpi と 144dpi の 線 の 違い 


144dpi 
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(5) プリ ンタ ー の 解像度 


最後 に 、 プ リン ター で 印刷 する と き の 解 像 度 を 説明 し ます 。 

た と えば 、 パ ソコ ン を 使っ て イラ スト を 描き 、 そ れ を 4A44 用 紙 い っ ぱい に 美 し 
く 印 刷 し た いと いう 場合 、 元 の イラ スト は どれ くら い の サ イズ に し て お け ば 良 
SE の 


A4 用 紙 の 縦 の サイ ズ は 297mm 三 約 11 イ ンチ で す 。 イ ラス ト を きれ い に 印 刷 す る 
た め に 必要 と され て いる 解像度 は 300dpi、 つ まり 1 イン チ あ た り 300 ビ ピク セル で す 。 

これ ら の 値 か ら 、 縦 は 、300X11 三 3300 ピ クセ ル あ れ ば 良い こと に な り ま す 。 

同様 に 、 横 は 約 8 イ ンチ で す の で 、300xX8 ニ 2400 ピ クセ ル と な り ま す 。 


災 紅 次 紅 に する と 、 
縦 ( 横 ) の ピク セル 数 解像度 (dpi) X 縦 ( 横 ) の 印刷 サイ ズ ( イ ンチ ) 





の 5 まま 


また 、 一 般 的 な 写真 (L 判 ) は 、 縦 X 横 が 約 5 イ ンチ メ 3.5 イ ンチ な の で 300 
dpi で 印刷 する と する と 、5X300X3.5X300 三 約 157 万 と な り 、 デ ジ カ メ の 画素 
数 と し て は 、200 万 画素 も あれ ば 充分 と いう こと に な り ま す 。 


コラ の ピク や と R ッ ルト 
CG を 精 成す る 最小 単位 を 表す も の と し て 、 よく 「 ビ ピク セル 」 と 「 ド ッ ト 」 が 使わ れ ま す が 、 
「 ド ッ ト (dot) 」 が 、 あ くま で も 「 点 」 を 表す 言葉 な の に 対し 、「 ピ クセ ル (pixe1) 」 は 、 


も と も と “ 絵 ” を 表す "picture” と “要素 " を 表す “el1ement”" か ら 来 て いる よう に 、 単 な 
る 点 で は な く 、「 色 の 本 報 を 持っ た 点 」 を 表し て いま す 。 
し た が っ て 、 デジ タル 映像 に 関し て 使う 場合 に は 、「 ピ クセ ル 」 が 適切 と 言え る で し ょ う 。 





2.CG で 使用 する 主 な 色 


コン ピュ ー タ ー は 全て の 情報 を 数 値 で 処理 し て いま す 。 人間 の 目 で は 無限 に 
表示 され て いる よう に 見 える 色 も 、 プ ログ ラム 上 で は 一 色 一 色 が 個別 の 数 値 に 
AO らし CO2Y ま すら 


(1) RGB 


RGB と は RED ( 赤 ) 、GREEN ( 緑 ) 、BLUE ( 青 ) の 3 つの 色 の 頭 文 字 を 取っ た も 
の で 、 こ の 3 色 を 混ぜ て 表現 し ます 。 (巻頭 カラ ー ペ ベー ジ 図 1 参照 ) 
各色 の 濃度 を 0<255 の 256 段 階 で 調節 が 可能 で 、 例 えば 、 完 全 な 赤 は 、 


(R, G, B) 三 (255, 0, 0) 


で 表 さ きれ ます 。 
「256 段 階 ] と 開く と 意外 に 少な いと 思わ れる か も し れ ま せん が 、3 色 の 組み 
合板 ( ま 、 


256X256X256 三 1677 万 7216 色 


と な り 、 膨 大 な 数 に な り ま す 。 

また 、10 進 法 の 0 て 255 は 、2 進 法 で 00000000 て 11111111 と 8 桁 の 0 と 1 の 組み 合 
わせ で 表 さ れ ま す 。2 の 8 乗 三 256、 と いう わけ で す 。 

た ま に 、RGB の 数 値 を 「 凍 F1AB4」 の よう に 表記 する こと が あり ます が 、 頭 の 
#」 は 、「 こ の 表記 は 16 進 法 で ある 」 と いう 意味 を 表し 、 後 の 「FF」「1A」 「B4」 
は 、 そ れ ぞ れ 、R、G、B の 値 を 16 進 法 で 表 し た も の で す 。 

(10 進 法 で 表す と それ ぞ れ 、FF 三 16 メ 15+15 三 255、1A 三 16 メ 1+10 三 26、B4 三 16X 
11+4 王 180 と な り ま す 。) 

先ほど 2 進 法 で 8 杵 と 書き まし た が 、 コ ンピュータ ー 用 語 で は 、 一 つの 0 か 1 を 
「1 ビ ッ ト (bit)」 と 呼ん で いま す 。8 桁 ある の で 、「8 ビ ッ ト 」 に な り 、 こ れ が 、 
R、G、B そ れ ぞ れ に あり ます の で 、「8xX3 ニ 24 ビ ッ ト 」 で 色 が 表現 され る こと に 
な り ま す 。 こ れ を 「24 ビ ッ ト フ ルカ ラー」 、 ある い は 、「24 ビ ッ ト ト ゥ ルー カラ ー」 
と 言い アニ メー ショ ン 映 像 で は 標準 の 色 数 に な っ て いま す 。 


※Photoshop な どの グラ フィ ッ ク ソ フト で 画像 を 保存 を する と き に 、BWP や TARGA 形 式 を 選択 
する と 、 色 数 の 項目 が 表示 され ます が 、 こ こ が 「24bit」 に な っ て いれ ば 、 フ ルカ ラー に な 
まま 


RGB は 、 光 の 3 原色 に 基づい て お り 、 全 て の 数 値 を 最大 = (255, 255, 255) に 
する と 、 完 全 な 白 に な り ま す (巻頭 カラ ー ペ ー ジ 図 1 の 中 央 参照 ) 。 

下地 が 黒い と ころ に 、 赤 、 緑 、 青 の 3 色 が つい た 光 を 足し て いく (加え て い 
く ) こと で 様々 な 色 を 表現 し ます の で 、「 加 法 混色 」 と 言わ れ て いま す 。 
実用 する 給 面 で は 、 テ レビ や パソ コン の モニ ター が これ に 当たり ます 。 


(2) CMYK 


印刷 な ど で 使わ れる 色 は 、CMYK と 言わ れる 、Cyan (シア ン ) 、Magenta ( マ 
ゼン タ ) 、Yellow ( 黄 ) 、blacK ( 黒 ) の 4 色 の イン ク を 組み 合わ せ て 表現 し て 
いま す (巻頭 カラ ー ペ ー ジ 図 2 参照 ) 。 

CMY を 同 量 ずつ 混ぜ る と 黒 に お な る の で す が (巻頭 カラ テー ペー ジ 図 2 中 央 参照 ) 、 
それ で は な か な か うま く メ リハ リ の 付い た 黒 が 表現 で きず 、 ま た 、 黒 は 大 基 に 
使用 する 色 で す の で 、 そ れ ら の 他 に K と いう 黒 イ ンク (日 本 で は 「 曇 ・ ス ミ 」 
と 呼 選 こと も あり ます ) も 使用 し ます 。 


各色 の 濃度 は RGB と は 違っ て 、「%」 で 設定 し ます 。 


Cyan は G と B、Magenta は R と B、Yellow は R と G を 同 量 ずつ 混ぜ 合わ せれ ば 得 ら 
れる の で す が 、 モニター が 色 の つい た 光 そ の も の を 映し て いる の に 対し 、 印刷 
物 は そこ に 当たっ た 光 が 反 射 し た も の を 見 て いま す の で 、RGB に 比べ て 、CMYK 
で は 表現 で きる 色 の 範囲 が 狭く な っ て いま す 。 

※ 現 在 、 家 庭 用 の イン クジ ェ ッ ト プ リ ンタ ー な ど で は 、 光 沢 付き の イン ク が 開発 され て い 

ます の で 、 か な り RGB に 近づい て きま し た 。 し か し 、 カ ラー レー ザー プリ ンタ ー や カラ ー 

コピ ー で は 、 ま だ まだ 差 が あり ます の で 、 イ ラス ト を 描い て 印刷 する と き に は 、 使 用 する 

色 の 設定 に 上 記 の よう な 注意 が 必要 で す 。 

RGB の 「 加 法 混色 」 に 対し て 、CMYK で は 、R 十 G 十 B の 完全 な 白 (通常 の 光 ) か 
ら 、 シ アン な ら G と B だ け を 反射 させ 、 つ まり R を 引い て (印刷 面 に 吸収 させ て ) 
色 を 表現 し て いま す 。 

この こと か ら 、「 減 法 混色 」 と 呼ば れ て いま す 。 

美術 な ど で 使 う 絵の具 も 、 こ の 減 法 混色 で す 。 

※CMYK で 完全 な 白 を 表す に は 、 下 地 の 紙 の 色 が 白 の 場合 に し か で きま せん 。 (イン ク を ど 


の よう に 混合 し て も 白 に は な ら な いか ら で す )}) 
し た が っ て 、 イ ラス ト や 写真 を 印刷 する と き は 、 紙 の 選択 も 重要 に な り ま す 。 
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(3) モノ クロ 2 随 調 と グレ ー ス ケー ル 


アニ メー ショ ン 制 作 で よく 使う 色 の 設定 と し て は 、 他 に 自 と 黒 だ け で 表す 
「 モ ノ ク ロ 2 階 調 」 と 「 グ レー スケ ー ル 」 が あり ます 。 


・ モ ノ ク ロ 2 階 調 

絵柄 を 完全 な 白 (RGB で 表す と 255, 255, 255) と 完全 な 黒 (同じ く 0,0.0) の 2 
色 で 表す の で 、 モ ノ ク ロ 2 階 調 と 呼ん し で いま す 。 (実際 の デー タ と し て は 、1 桁 
の 0 か 1 の み の 1 ビ ッ ト で す ) 

グラ デー ショ ン を 出し た い 絵 に は 使用 で きま せん が 、 ア ニメーション の キャ 
ラク ター な どの 輪郭 ( 主 線 と 言い ます ) は 、 く っ きり 出る よう に 、 濃 肖 の ある 
鉛筆 線 を モノ クロ 2 陵 調 に し て いま す (29 ペ ー シ ジ 参 膨 。 


・ グ レー スケ ー ル 

モノ クロ 2 階 調 に 対し 、 色 の 情報 は あり ませ ん が 、 明 度 を 0 一 255 の 256 段 階 で 
表現 する こと に より 、 見 た 目 で は モノ クロ の グラ デー ショ ン を 表現 する 形式 を 
グレ ー ス ケー ル と 呼ん で いま す 。 

お よそ の 絵柄 が 分 か れ ば 良い 素材 に 使用 する こと も あり AN 例え ば 、 画 
面 の 中 で ビ ピント ぼ か し に 濃淡 を 付け た いと き な ど に 用 いる グラ デー ショ ン を 使 
2 の まし いい 導 に BDP 


モノ クロ 2 階 調 の 見 本 グレ ー ス ケー ル の 見 本 
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3. 画像 の 保存 


(1) 拡 張子 


Windows で 扱う ファ イル に は 、 そ の ファ イル を 作成 し た ソ ツ ソフトウェア 等 を 識 
別 す る た め 、 フ ァイル 名 の 末尾 に ピリ オド と 「 拡 張子 」 が 付い て いま す 。 
Macintosh の み の 環 境 で は 必要 と し な いも の で す が 、 ア ニメーション の 現場 
で は 、Windows 環 境 と の デー タ の や り 取 り が よく あり ます の で 、 原 則 、 拡 張子 
作 ける よ ウ に し て る てい ます 。 


2) 画像 の 保存 形式 


画像 デー タ を 保存 する 形式 は 色々 あり ます が 、 こ こ で は アニ メー ショ ン の 制 
作 現場 で 使用 され る 主 な も の を 紹介 し ます 。 


・JPEG (ジェ イベ ペグ 。 拡 張子 は 「. jpg」 「. jpeg」) 

フル カラ ー 画 像 を 圧縮 し て 保存 する 形式 で 、 一 度 こ の 形式 に し て 保存 
する と 元 に 戻す こと が で きま せん 。 圧 縮 後 の 画像 は 、 元 の 画像 より 荒く 
な 2 ま び 。 

容量 は 小さ く な る た め 、 デ ジ カ メ で 撮影 し た 写真 や ホー ムペ ー ジ の 素 
材 な ど で 使 用 され ます 。 


・GIF (ジフ 。 拡 張子 は 「. gif」) 

色 数 を 最大 256 色 まで 限定 し て 圧縮 し ます の で 、 容 量 は 元 の 画像 より か 
な り 小 さく な り ま す 。 元々 色 数 が 少な い 画像 の 保存 や 、 ホ ー ム ペー ジ の 
素材 な ど で 使 用 され ます 。 


・BMP (ビッ トマ ッ プ 。 拡 張子 は 「.bmp」) 

Windows で 標準 と され て いる 形式 で 、 基 本 的 に 全く 圧縮 を し な いた め 、 
画像 を を の まま 保存 し て お きた いと き や 、 多 様 な 画像 ソフ ト で 処理 する 
場合 に は 最適 で す が 、 容 量 が 大 きく な る 欠点 が あり ます 。 


・PSD (フォ トシ ョ ッ プ 。 拡 張子 は 「.psd」) 
Photoshop で 使用 され る 形式 で 、 作 成 し た レイ ヤー や 、 各 種 パ ラメ ー タ 
も 保存 で きる た め 、Photoshop で 作業 を する の に 最も 適し て いま す 。 


・TARGA (タル ガ 。 拡 張子 は 「.tga」) 
Windows で よく 使用 され る 形式 で す 。 


・PICT (ピク ト 。 拡 張子 は 「.pct」 「.pict」) 
Macintosh で 標準 と され て いる 形式 で す 。 
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レイン ピー 
「 レ イヤ ー(layer) 」 と は 、「 飛 」 


と いう 意味 で す 。 画像 ソフ ト で は 、 絵 
2 2 の 2E に 1GEH オ SG 人 SS と と ガリ で の 、 
それ が 「 層 の よう に な っ て いる の で 、 


こう 呼ば れ て いま す 。 








0 炎 や ニ ント ッ ン バ て 2 ビタ の の お 
うに 重ね る (「 セ ル 重 ね 」 と 言い ます ) 
こと に よっ て 絵 を 完成 させ て いま す 。 





レイ ヤー の 例 
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第 4 草 スキ ャ ン 


1. ス キャ ン と は 


スキ ャ ン と は 、 動 画 ま で の 作業 が 済ん だ 素材 を スキ ャ ナ で 取り 込ん で 、 デ ー 
タ に 変換 する 作業 で す 。 

後 の 各 工 程 の 作業 で 何 が 必要 な の か を 考え 、 解 像 度 、 サ イズ 、 カ メラ ワー ク 
な ど に 注意 し て 作業 し な けれ ば な り ま せん 。 

また 、 動 画 を スキ ャ ン す る 際 は 、 個 々 の 動画 を その 作品 に 合っ た 線 の 太 さ に 
調整 し 、 作 品 内 、 カッ ト 内 で 線 の 統一 を は か る こと も 必要 で す 。 


2. ス キャ ン 作業 の 流れ 


初期 設定 の 確認 と カメ ラ ワ ー ク の 確認 
・ ス キャ ン 注 意 事 項 の 確認 
(24 ペ ー ジ 参照 ) 
・ 各 カッ ト の スキ ャ ン サ イズ と 
解像度 の 設定 
(26 ベ ー ジ 参照 ) 
スキ ャ ン 重 囲 の 設定 


・ プ ブリ スキャン 
(27 ペ ー ジ 参照 ) 


スキ ャ ン ・2 値 トレ ー ス 


・ ス キャ ン 
(28 ペ ー ジ 参照 ) 

・2 値 トレ ー ス 
(29 ペ ー ジ 参照 ) 


| 保存 と 確認 | 


(31 ペ ー ジ 参照 ) 


ペイ ント 作業 へ 
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3. 使 用 ソフト 
(1) 使用 ツノ フト 


TraceMan を 使用 し ます 。 (本 書 で は TraceWMan5. 3] を 使用 し て いま す ) 
加工 時 に は 、Photoshop も 使用 し ます 。 


(2) 作業 画面 


ユン 


② 


ファ イル 半生 スキ ャ ン トレ ー ス 雄 際 パレ シット 陸 記 ヘルプ "ミラ シ 
ニー ニーー ーーー プティ ン 


の 6 
伝 人 
み 0 








_sZ CCGsi 











5 | 本 1 エス キャ ナー 調 層 
由 S* 
1 に コ 証 る! < 間 > 孤 3 押 
けり ェ ッ ト ] 間 
スキ ャ ン 朝 博 


L。 
dsa に 


に 1| 


|. 吉 


\ 1 ュ キ ネ ャ ナー 
100 フ レー ム ・ 8 > 。 logemwiy ES5-550G 
5 る 61 ES 








(① て は 、 メ ニュ ー バ ー か ら 開 く こ と が で きま す ) 
① ツ ー ル パレット 
[『 パ レッ ト 』 一 『 ツ ー ル パレ ッ ト 』 〕 
各種 ツー ル が あり 、 作 業 に 合わ せ て 選び ます 。 
② 画 像 ウィ ンド ウ 
【『 ス キャ ン 』 一 『 ス キャ ン 』 〕 
スキ ャ ン し た セル が 表示 され ます 。 
[『 フ ァイル 』 一 『 有 開く 』 且 任意 の 画像 ファ イル を 選択 〕 
選択 し た 任意 の 画像 ファ イル が 表示 され ます 。 
③ カ ラー ロケ ー タ ー 
[『 パ レッ ト 』 一 『 カ ラー ロケ ー タ ー』)〕 
画像 ウィ ンド ウ 内 に ある カー ソル の 周辺 が 、 拡 大 表示 され ます 。 
3 
[『 パ レッ ト 』 一 『 カ ラー チャ ー ト 』 ] 
スキ ャ ン で 使用 する 色 に 名 前 を 付け 、 管 理 す る 一 覧 表 で す 。 
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⑤ ス キャ ナパ レッ ト 
[『 パ レッ ト 』ー『 ス キャ ナパ レッ ト 』 ] 
解像度 ・ ス キャ ン サ イズ な どの 設定 を 行い ます 。 
⑥ プ リス キャ ン パ レッ ト 
{(『 パ レッ ト 』 一 『 プ リス キャ ン バ レ ッ ト 』J ] 
プリ スキ ャ ン し た 素材 を 表示 し 、 ス キャ ン す る 範囲 を 設定 し ます 。 


(6300 一 光 2 レレ ウド 


レイ ヤー 切り 替え ボタ ン ( [|) 
『RGB レ イヤ ー』( KK 瑠 と 『 階 調 線 レ イヤ ー』( [ プ |) を 切り 替え ま 
fe 
2 値 ト レー ス し た 画像 は 『RGB レ イヤ ー』 の み が 存 在 し ます 。 
階 調 トレ ー ス 画像 で は 『R6GB レ イヤ ー』 と 「『 階 調 線 レ イヤ ー』 が 
存在 し ます 。 


逢 形 選択 ツー ル ([ 岬 ) 
囲ん だ 領域 を 選択 範囲 に し ます 。 


投げ な わ ツ ー ル ( 個 ]) 
自由 な 形 の 領域 を 選択 範囲 に し ます 。 


鉛筆 ツー ル ( 他 ]) 
1 ドッ ト の 線 を 引き ます 。 


人 EN バツ ンー 呈 ) 
ドラ ッ グ し た 部 分 を 背景 色 に し ます 。 


スポ イト ツー ル ( [) 
クリ ッ ク し た 部 分 の 色 を 拾い 、 描 画 色 に 設定 し ます 。 


較 国 固 還 国 回 


手のひら ツー ル ( 国 ) 
画像 ウィ ンド ウ 内 を ドラ ッ グ し て 画像 を スクロール さ せま す 。 
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虫 め が ね ツー ル ( 凡 ]) 
画像 ウィ ンド ウ 内 を クリ ッ ク す る と 拡大 表示 され ます 。 
[ 太 叫 を 押し な が ら ク リッ ク す る と 、 縮 小 表示 され ます 。 


回 


ライ ン ツ ー ル ([ 田 ) 
直線 を 引き ます 。 (60 ペ ー ジ 参照 ) 


曲線 ツー ル (|C]) 
曲線 を 引き ます 。 (60 ペ ー ジ 参照 ) 
上 記 の 2 つ は PaintMan に ある ツー ル と 同様 の も の で す 。 
この 2 つの ツー ル は 『 階 調 線 レイ ヤー』 時 で は 使用 で きま せん 。 


ク 


描画 色 設定 
描画 色 を 表示 し 設定 し ます 。 


4. ス キャ ン 前 の 人 準備 


スキ ャ ン で は 、LO0、 フ レー ム 、 動 画 、BG 組 み 線 の 動画 、 撮 影 時 に 使用 する ア 
タリ や CG の アタ リ 、 特 殊 効 果 の 動画 な ど を スキ ャ ン し ます 。 

各 設 定 を し て か ら 、 ス キャ ン 作 業 に 入り ます 。 

スキ ャ ナ に は タッ プ を 貼り つけ て お き 、 紙 を 固定 し て 作業 を 行え る よう に し 


て お きま す 。 
また 、 取 り 込 み 時 の ゴミ を 減ら す た め 、 ス キャ ナ の カラ ス 面 の 掃除 も し て お 


きま す 。 


(1)「 ス キャ ン 注 意 事項 」 の 確認 

「 ス キャ ン 注 意 事項 」 と は 、 各 作品 の 解像度 、 カ メラ フレ ー ム サイ ズ 、 ス キ 
ャ ン サ イズ 、 主 線 の 色 な ど が 記さ れ た も の で 、 こ れ に よっ て 作品 内 の 統一 を 図 
り ま す 。 作品 に よっ て 異な る の で 、 注 意 が 必要 で す 。 

スキ ャ ン を する と き は 、 最 初 に この 注意 事項 を 確認 し 、TraceMan の 設定 を し 
に 
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「MUNTO< 時 の 壁 を 越え て 」 スキャン 注意 事項 


基本 解像度 144DPI 

カメ ラフ レー ムサイ ズ メ ズ 1300X975 pixels 
スキ ャ ン サ イズ 1456X1096 pixels 
主 線 の 色 (R,G, B)= (23, 17, 12) 


・L0 及 び フ レー ム も 2 値 ト レー ス し て くだ さい 
・T.U 及 び T.B 等 の カメ ラ ワ ー ク が ある 時 は 、 一 番 小 さい フレ ー ム に 
CK きん 
< ジラ シン は スキ ャ ン の み で 2 値 ト レー スズ し な いで くだ さい 
(カウ ス デ ラジ シ ジ は の 人 きま す ) 





スキ ャ ン 注 意 事項 の 例 


カメ ラフ レー ムサイ ズ と は 、.CoreRBWASaG 定 する カメ ラサ イズ の こと で す 
(102 ペ ー ジ 参照 ) 。CoreRETAS で は 撮影 する 範囲 を カメ ラフ レー ム と 呼び 、 そ 
の フレ ー ム 内 の 画像 が 映像 と し て 描画 され ます 。 

スキ キン イズ は 、 カ スマ ラマ シレ ー ム の サイ スト ルリ 6 回 り U た さなか なり 1 人 2000k 
定 さ れ て いま す 。 こ れ は 予定 外 の カメ ラ ワ ー ク の 追加 に 対応 し 、 フ レー ム ば れ 
を 防ぐ な どの 意味 が あり ます 。 

また 、「 カ メラ フレ ー ム サイ ズ ] は 「 組 影 フ クレーム 〕」 と 、「 ス キャ ン サ イズ 」 
は 「 ス キャ ン フ レー ム 」 と 同じ も の を 指し て いま す 。 ス キャ ン で は ピク セル 数 
を 入力 し て 設定 を する の で 、 サ イズ で 表記 され て いま す 。 


(2) カメ ラ ワ ー ク の 確認 


カメ ラ ワ ー ク に よっ て は 、 解像度 や サイ ズ を 変更 し な けれ ば な ら な いも の が 
あり ます 。 そ の た め 、 タ イム シー ト (99 ペ ー ジ 参照 ) 、L0O、 フ レー ム 、 原 画 な 
ど に 目 を 通し 、 以 降 の 作業 で 何 が 必要 か 理解 し た 上 で 作業 に 入り ます 。 

( 各 カ メラ ワー ク を と も な う ス キャ ン の 説明 は 38 ペ ー ジ 参照 ) 
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(3) スキ ャ ン の 基本 設定 


①『 ス キャ ナパ レッ ト 』 を 開き 、 ス キャ ン サ イズ 、 解 像 度 を 設定 し ます 。 







『 ス キャ ナ バ レ ッ ト 』 の 『 設 定 』 を クリ ッ 
ク し て 、『 基 準 解像度 』 を 開き ます 。 


『100 フ レー ム 』 の 『 幅 』 『 高 さ 』 の 欄 に 
「 ス キャ ン 注 意 事項 」 に ある 「 ス キャ ン サ イズ ] 
の 数 値 を 入力 し て 大 き さ を 設定 し 、『 解 像 度 』 
の 欄 に 基本 解像度 を 入力 し ます 。 


画 を :lio96 eelw Y 





『OK』 ボ タン を クリ ッ ク す る と 、『 ス キャ ナパ レッ ト 』 の 『 ス キャ ン 解 像 度 」 と 『 ス キャ 
ン 領 域 』 に 入力 し た 数 値 が 表示 され る の で 確認 し ます 。 
(表示 され な い 場 合 は 『 オ フ セ ッ ト 』 の 『 リ セッ ト 』 ボ タン を クリ ッ ク し ます ) 


②『2 値 トレ ー ス 設定 』 を 開き 、 主 線 の 色 を 設定 し ます 。 
[メニ ュー バー『 ト レー ス 』 一 2 値 ト レー スズ 設定 』」 





。 電 | し ・ 
坦 紀 トル ー ス 全 | カス テム 末 
m ピ ーーーーー] - 。 」 :e 王 還 計 『 主 線 色 』 を クリ ッ ク し て 、『 色 の 選択 』 
に ーー  - 馬 を 開き ます 。 


> 事 耳 
| 1 
1 軸 


「 ス キャ ン 注 意 事項 」 の 主 線 の 色 の RGB 数 値 
を 入力 、| ON キク サック ます 。 





= 和 | 時 上 LE 


26 


(4) プリ スキ ャ ン 


プリ スキ ャ ン と は 、 ス キャ ン す る 範囲 や 位 思 、 方 向 を 決め る た め 、1 つ の カ 
ッ ト ご と に その カッ ト 内 で 基準 と な る 1 枚 を スキ ャ ン す る こと で す 。 通常 LO を 
使用 し ます 。 カ メラ ワー ク の ある カッ ト で は 、 そ の カメ ラ ワ ー ク 用 フレ ー ム を 
基準 に する 場合 も あり ます 。 
① ま ず 、 ス キャ ナ の タッ プ に LO を セッ ト し ます 。 

アニ メー ショ ン 制 作 に お いて は 、 タ ッ プ (タッ プ 穴 ) を 基準 に LO や フレ ー ム 、 
原画 、 動 画 が 描か れ て いる の で 、 手 荒 な 扱い は さけ 、 タ ッ プ 穴 を 広げ な いよ う 
に 丁 客 に タッ プ に セッ ト し ます 。 
②L0 を セッ ト し た ら 、 プ リス キャ ン を 実行 し ます 。 

[メニ ュー バー 『 ス キャ ン 』 一 『 プ リス キャ ン 』 ] 

『 プ リス キャ ン パ レッ ト J』 に スキ ャ ナ の 取り 込み 面 全 体 と プリ スキ ャ ン し た 
LO、(3) で 『 ス キャ ン 領 域 』 に 設定 し た 大 き さ の 破線 枠 が 表示 され ます 。 

この 破線 枠 内 が 、 ス キャ ン さ れる 範囲 に な り ま す 。 カ ー ソ ル を 『 プ リス キャ 
ン パ レッ ト 』 内 に 移動 さき せる と 手のひら ツー ル に 変わ り ま す の で 、L0 と 中 心 が 
上 あの 0 に ドジ シッ ルク Lu ます 。 








プリ スキ ャ ン パ レッ ト の 領域 と スキ ャ ン 後 の 画 像 
な お 、 破 線 桁 上 に カー ソル を 合わ せ て ドラ ッ グ する こと で 、 ス キャ ン さ れる 
範囲 の 大 き さ を 変更 する こと が で きま す 。 変更 し た 場合 は 『 ス キャ ン 領 城 』 の 
数 値 も 連動 し て 変更 され ます 。 カ メラ ワー ク を と も な う カ ッ ト の スキ ャ ン 時 に 
この 大 き さ を 変更 する 場合 が あり ます (38 ペ ー ジ 参照 ) 。 


RG パソ ュ ン が フリ ー ズ し た 時 の た め に 、『 ス キャ ナパ レッ ト 』 の オフ セッ 
@ POINT | | 数値 を メモ し て お きま し ょ う 。 


また 、 ソ フト を 終了 する と 、 そ の と き の 設 定 が 保存 され る よう に な っ 
て いま す 。 ス キャ ン す る 枚数 が 多い カッ ト の 場合 な ど 、 設 定 を 入力 後 あ 
えて 一 度 終 了 さ せ て お け ば 、 フ リー ズ し た パソ コン を 再起 動き させ た 時 で 
も 、 同 じ 設定 で 作業 を 再 義 す る こと が で きま す 。 


の 


5. ス キャ ン ・2 値 トレ ー ス 
プリ スキ ャ ン で 範 囲 が 決定 し た ら 、 各 素材 を スキ ャ ン し て いき ます 。 


(1) スキ ャ ン の 進め 方 


スキ ャ ン の 順番 に 特に 制約 は あり ませ ん が 、 ス キャ ン の し 忘れ や 2 値 ト レー 
ス 設 定 (次 ペー ジ 参 照 ) の 手間 を 減ら す た め 、 「LO (も し く は プリ スキ ャ ン で 
使用 し た フレ ー ム ) を スキ ャ ンー その 他 の 動画 以外 の 素材 を スキ ャ ン … 動 画 を 
スキ ャ ン 」 と いう よう に 、 動 画 以 外 の 素材 か ら ス キャ ン す る こと を 推奨 し ます 。 
動画 を スキ ャ ン す る 際 は 、 順 番 を バラ バラ に し な いよ うに 注意 し 、 絵 や 動画 
番号 を 確認 し つつ 行い ます 。 

また 、 各 素材 の スキ ャ ン は 、 特 殊 な 場合 を 除い て (35 ペ ー ジ 参照 ) 、 そ の カ 
ッ ト で 設定 し た 解像度 、 サ イズ 、 位 置 を 変更 せ ず に 行い ます 。 これ ら の 設定 を 
変え て し まう と 絵 と 絵 の 位置 関係 が 崩れ 、 映 像 を 正しく 表現 で き な く な っ て し 
ボウ 052C9 ら 

素材 は 1 枚 ス キャ ン す る ご と に 2 値 ト レー ス を し 、 保 存 し ます 。 


@⑥ ス キャ ン の 進め 方 の 具体 例 
例 A セ ル 5 枚 B セ ル 3 枚 の カッ ト の 場合 


加 加 ー 還 


LO フレ ー ム 動画 以外 の 素材 





TPIC = TPIC ーー* TPIC ーー を ーー を TPIC ー* セル の 動画 チェ ッ ク 
上 1 A2 A3 上 4 5 


に 5 ー> B セ ル の 動画 チェ ッ ク ー ょ 枚数 の 確認 
BI B2 B3 」 
スキ ャ ン の 終了 
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(2) スキ ャ ン 


『 ス キャ ン パ レッ ト 』 の 『 ス キャ ナー 調整 』 を 開き ます 。 

明る さ は 、 ス キャ ン す る 素材 の 線 の 濃 さ を 見 て 設定 し ます 。 選択 は 『 暗 い 1』 
か ら 『 暗 い 3』 を 推奨 し ます 。 

特に 動画 を スキ ャ ン す る 時 は 、 線 パカ (32 ペ ー ジ 参照 ) を 防ぐ た め に も 1 つ 
の カッ ト 内 で 設定 を 変更 し な いよ うに し まし ょ 2。 

スキ ャ ン 方 式 は 『 カ ラー ( 線 ) 』 に 設定 し ます 。 


濃く スキ ャ ン 














スキ ャ ン 社 筐 


X 昭 
大 きき “人 全 し 3 Bixels 


[ビク セル 哉 固定 





明る いう 薄く スキ ャ ン 


100 フ レー ム = 1452 【O96 pfxsls 
2561 ※ 19 33 cm 
144 pl 





オフ セッ ト 3 る 11 pixe1s 









| スネ ャ ン | 
リセ ッ ト | 誤 定 || | プリ スネ ャ ン | 


設定 が 終了 し た ら 、『 ス キャ ン パ レッ ト 』 の 『 ス キャ ン 』 を クリ ッ ク し 、 ス 
キャ ン を 実行 し ます 。 


(9623 還 が 2 て ス 


2 値 ト レー ス と は 、 ス キャ ン を し た まま の 濃淡 が ある 画像 を は っ きり と し た 
線 と それ 以外 の 部 分 に 分 ける こと で す 。 デー タ 容 量 を 少な くし 、 こ の 後 の ベ イ 
ント を し や すく する た め に 行い ます 。 

スキ ャ ン を する 素材 に は 、 鈴 筆 で 描か れ た 黒色 の 線 と 、 色 鉛筆 で 描か れ た 赤 、 
青 、 緑 の 線 が あり 、 鈴 筆 の 線 を 主 線 、 色 鉛筆 の 線 を 色 ト レス 線 と 呼び ます 。 

2 値 ト レー ス に よっ て 、 主 線 は 任意 の 色 に 、 色 トレ ス 線 は 赤 が (R, G, B) = 
(255, 0, 0) 、 青 が (R, G, B) =(0, 0, 255) 、 緑 が (R, G, B)=(0, 255, 0) に 、 そ れ 以 外 の 
部 分 が 完全 な 白 (R, G, B)=(255, 255, 255) に 分 けら れ ま す 。 色 トレ ス 線 は 、 カ ス 
タム 線 で さら に 3 色 の 任意 の 色 が 設定 で きま す (45 ベ ページ 参照 ) 。 


の > | り 4 


2 値 ト レー ス 前 2 値 ト レー ス 後 






29 


⑨2 値 トレ ー ス の 線 の 太 さ の 設定 


2 値 ト レー ス の 線 の 太 さ の 設定 は 、『2 値 トレ ー ス 設定 』 で 行い ます 。 
[メニ ュー バー『 ト レー ス 』 一 『2 値 トレ ー ス 設定 』〕 


オリ ジ ナ ル 画 像 と プレ ビュ ー を 見 比べ な が ら ス ライ ダー で 調整 し ます 。 
各色 ご と に スラ イダ ー が あり ます 。 





お コタ ム た 回 | お コス テト 講 う 1 

ょ GE wi 還 呈 国 門 中 |  :Gx 上ル 語 議 呈 抽 
本 = IL し 3 委 に 

し に 議 1 ニ ーー「 KIDE: 間 江 ) 

に 隊 1ー  ーT ロ EE2 






に 症 annki 
Pa 
し た 司 mam ュ ニ nOE: 









エト に is] 団 プ レビ ュー +| =[* 
ーー ビー ビー 


半 3 調整 入 
オリ ジ ナ ル 画 像 ER と 2 < ly 





太 さ の 基準 は 、 こ の 後 の 工程 で 直接 手 を 加え る こと の な いも の (LO0、 フ レー 
ム 、 ア タリ な ど ) と 、 手 を 加え て いき 最終 的 な 映像 に 直接 関係 する も の (動画 
が 三 2 で 伺か り ます 。 

前 者 を 2 値 ト レー ス す る 場合 は 、 そ こ に 描か れ て いる こと が 間違い な く こ の 
後 の 工程 に 伝わる よう に 調整 し ます 。 

動画 の 場合 は 、 こ の 後 の 工 程 の 作業 の 手間 と 最終 的 な 映像 を 意識 し 、 途 切れ 
の 少な いそ の 作品 に 合っ た 線 に な る よう に 調整 し ます 。 こ の 時 は 、 ス キャ ン 後 
の オリ ジ ナ ル 画 像 だ け で は な く 動 画 の 線 も 参考 に し 、 ニ ュ ア ンス が 変わ ら な い 
よう に 注意 し まし ょ う 。 ま た 、 販 が 途 切れ て いる と ペイ ント 時 に 作業 が や り に 
くい の で 、 数 値 を 上 げ て 線 が 途切れ な いよ う 調 整 し ます 。 た だ し 、 こ れ に よっ 
て 線 が 太く な りす ぎる 場合 は 途切れ た まま に し て お き 、 ペ イン ト 時 に 修正 し ま 
す (修正 は TraceMan で 行う こと も 可能 で す が 、 ペ イン ト 時 の 方 が 効率 良く 作業 
GR 

線 が 薄い 素材 な ど を 2 値 ト レー ス す る 場合 は 、「8. 色々 な 2 値 ト レー ス 」 (45 べ 
ー ジ ) を 参考 に し て くだ さい 。 


線 の 調整 が 終わ れ ば 、『 設 定 』 を クリ ッ ク し て 、 設 定 の 終了 で す 。 


これ で 、 設 定 し た 数 値 で 2 値 ト レー ス さ れ ま す 。 
[メニ ュー バー『 ト レー ス 』…『2 値 トレ ー ス 』 ]〕 
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動画 の 場合 、1 つ の カッ ト で は な る べく 数 値 を 変更 せ ず に 作業 し ます が 、 線 
の ば ら つ き が 激しい 場合 は 、 カ ッ ト 内 で の ニュ アン ス が 変わ ら な いよ うに 気 を 
つけ な が ら 、 一 枚 ず つ 微 調整 し ます 。 


(4) 保存 (カッ ト 袋 の 概念 と フォ ル ダ 階 層 ) 

アニ メー ショ ン 制 作 の 現場 で は 、 非 常に 多く の カッ ト を 複数 の スタ ッ フ で 扱 
う 場 合 が あり ます の で 、 管 理 し や すく 、 誰 が 作業 する に あたっ て も 分 か る よう 
に 、 カ ッ ト ご と に か カット 袋 が 作ら れ ま と め ら れ て いま す 。 

デー タ 上 で も 同じ 概念 で 、 作 品 ご と に 『 第 O 話 の カッ ト 〇 〇 の 〇 セル 』 など 
と 分 か る よう に 定め た 『 フ ォ ル ダ 階 層 図 式 』 に し た が っ て 保存 し ます 。 

⑨ フ ォ ル ダ 階 層 図 式 

( 例 ) 「MUNTO て 時 の 壁 を 越え て 」A パ ー ト C-20 


1 mtA020 


3 0001. tga 
ー 症 
き 較 1o. tga 寺 問 a0002. tga 
レイ アウ ト a_tk 展 過 光 < 
伯 ュ a0001.tga 内 kumi. tga 
a0002. tga 2 
a  a セ ル < kumi 組み 
1 b0001.tga 
半 b0002. tga 
bbDr ブウ < 
ーー 1 Dan, tga 
sl]. tga 
ンジ Aa 





保存 場所 を 確認 し 、 上 図 の よう に 、 各 セル ご と に フォ ル ダ を 作り 動画 と 連動 
し じ た の 2500 ル 名 あの ます 

保存 形式 は 『TARGA(. tga)』 が 一 般 的 で す 。 

LO や ブラ レシ (特殊 効果 の 素材 ) 、 各 種 フ レー ム も 各 フ ォ ル ダ に 、 箕 過 光 (84 
ペー ジ 参 照 ) な ども 別に フォ ル ダ を 作り 保存 し ます 。 


(5) 2 値 ト レー ス 後 の 確認 
2 値 ト レー ス し 終わ っ た ら 、 線 パカ チェ ッ ク (動画 チェ ッ ク ) を し ます 。 
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線 パ カ と は 、 セ ル 琶 ご と の 線 の 太 さ が ば ら つ いて いる こと に より 、 映 像 に 
な っ た 時 に 線 自体 が パカ パカ し て 見 える 現象 の こと で す 。 

キャ ラク ター の 動き は 複数 の 絵 に よっ て 構成 され て いま す が 、 線 の 太 さ が ば 
ら ば ら だ と 同じ 個体 (キャ ラク ター) に 見 えま せん 。 どう 表現 され る か 想像 し 
な が ら 人 作業 する こと が 大 切 で す 。 


『 動 画 チ ェ ッ ク 』 を 使い 、 線 パカ が な いか を 確認 し ます 。 
[メニ ュー バー『 フ ァイル 』 一 『 動 画 チ ェ ッ ク 』J 】 


きつ デー タダ 


1 
| 切 全 3 
| キャ シン セル I 


[ば フル カラ ー で 表示 する 
ロ 隊 間 叶 レイ ヤー を 末子 する 


PPCmm 





チェ ッ ク を する 時 の 画像 の サイ ズ を 任意 の ファ イル を 選択 し て 、『 開 
決め ます 。 く 』】 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、『 動 
全体 が 見 える 大 き さ に し て くだ さい 。 画 チ ェ ッ ク 』 が 始ま り ま す 。 
動画 チェ ッ ク を する 時 は 、 セ ル ご と に チェ ッ ク を 行い ます 。 
一 連 の 動き の 中 で 線 の ば ら つ き が な いか 確認 し て くだ さい ^。 


(00 の キー… 最 後 の セ ル を 表示 他 | の キー…1 枚 戻る 

(9 の キー… 最 初 の セル を 表示 0 の キー…1 枚 進む 

還 から 【 剛 の キー・… 連 続 再 生 

(再生 速度 は I 思 の キー が 一 番 速く 、 6 の キー が 一 番 遅 く な り ま す ) 
線 の ば ら つ き 、 ス キャ ン ミ ス が あれ ば 、 ス キャ ン し な お し ます 。 


(6) 枚数 、 そ の 他 の 確認 
ー つ の カッ ト の 作業 が 済め ば 、 LO や フレ ー ム な ど 、 必 要 な デー タ が 描 っ て い 
る か 確認 し ます 。 
特に セル に つい て は 、 カ ッ ト 袋 の 表 に 記入 され て いる 動画 欄 と 膨 ら し 合わ せ 
て 、 必 要 な 枚数 が 揃っ て いる か を 確認 し 、 ス キャ ン 欄 に その 数 を 記入 し ます 。 
さら に 、 そ の カッ ト の 解像度 たと ス キャン サイ ズ を 各 欄 に 記入 し ます 。 
最後 に 、 カ ッ ト 袋 の 中 身 が 揃っ て いる か を 確認 し て 終了 で す 。 
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6. 連続 スキ ャ ン 

「 連 続 ス キャ ン 」 は 、 ス キャ ン か ら 保 存 ま で を 自動 で 処理 する た め 、 能 率 よ 
く 作業 で きま す 。2 値 トレ ー ス の 設定 を 変え る 必要 が 無い 場合 な ど に 用 いま す 。 
① 動 画 の 1 枚 目 を スキ ャ ン し 、『2 値 トレ ー ス 設定 』 の 調整 を し て 保存 し ます 。 


②『 連 続 ス キャ ン 』 を 開き ます 。 
[メニ ュー バー『 ス キャ ン 』 一 『 連 続 ス キャ ン 』〕 




















4 - パッ チ 如 理 
、 迷 理 内 容 : 2 値 ト レー ス 
b . 保存 光 - に 
シス テム JDesktnp Folder ス キャ ン デ ー 
C 
Tarqa 

ファ イル 名 』 aQOQQ2T5A 
d 。 オ ブ プション 

中 前 に 確認 f 

ーー 

に し 叶 スキ ャ ンー 』( スキ ャ シゴ 8 





a. バッ チ 処 理 
スキ ャ ン し て か ら の 画像 処理 を 設定 し ます (ここ で は 『2 値 トレ ー ス 』 を 
し ます )。。 









= 呈 パ ッ チ 巡 列 サ スト 三 計 = 











バッチ 婦 理 リス ト 


ば か し (3S5) 
ぼかし ($) 
コン トラ スト ・ ピ 明る さ 
色調 カー ブ 
自生 コン トラ スト 
階 調 反転 

回 転 ( 去 ) 

回 転 〈 右 ) 

鏡像 て 水平 ) 
鏡像 〈 季 吉 ) 
本 像 直 幹 恵 
画像 サイ ズ 
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b. 保存 先 


保存 先 を 設定 し ます 。 
c. 保存 形式 
レイ ヤー 名 …(a セ ル の 場合 ) 「a」 など 、 動 画 番号 の 前 に 付く レイ ヤー 名 を 
大 2 ま ボ 。 
番号 … 動 画 番号 を 入力 し ます 。 入力 し た 後 は ファ イル 名 の 番号 が 自動 で 
加算 減算 きれ ます 。 


+』… ス キャ ン す る た ぴ びに ファ イル 番号 が 1 ずつ 増加 し ます 。 
『-』 … ス キャ ン す る た ぴ びに ファ イル 番号 が 1 ずつ 減少 し ます 。 
分 割 … チ ェ ッ ク を 入れ て お く と 、 分 割 取込み に 対応 し た ファ イル 番号 を 作 
成 し ま す 。 紙 が 大 きく 、 ス キャ ナ の 読み 込み 可能 領域 を 越え を て し まう 
場合 に 使用 し ます 。 、 
形式 … 画 像 の 保存 形式 を 設定 し ます 。 
ファ イル 名 … 設 定 し た ファ イル 名 が 表示 され ます 。 フ ァイル 名 を 間違え る 
と 、 後 の 工程 で の 作業 が 混乱 する の で 、 こ こ で きち ん と 確認 する よう 
1 3 6 
(0 病人 チ ンス 
チェ ッ ク を 入れ て お く と 、 ス キャ ン し た 画像 を 保存 前 に 確認 で きま す 。 
e. 連続 スキ ャ ン 
入力 し た 設定 で スキ ャ ン し ます 。 


f. 再 スキ ャ ン 
ー つ 前 の 番号 で 再 ス キャ ン し ます 。 
gg スキ ャ ン 終 了 
連続 スキ ャ ン を 終了 し ます 。 
③ 入 力 し た 設定 で 、 動 画 を 入れ か え 『 連 続 ス キャ ン 』 を クリ ッ ク し 、 く り 返 し 
スキ ャ ン し て いき ます 。 
連続 スキ ャ ン は 、 フ ァイル 番号 が 自動 で 加算 も し く は 減算 され る の で 入力 の 
手間 が 省け ます が 、 動 画 に 欠番 が ある 場合 は 、 動 画 番 号 と ファ イル 番号 の ズレ 
が 無い よう に 注意 し ます (動画 に は 通常 、 連 続 し た 番号 が 打 た れ て いま す が 、 
動き の 修正 な ど で 一 部 不要 と な る 動画 が 出る 場合 が あり ます 。 こ れ を 「 欠 番 」 
と 言い 、 そ の 番号 は 使用 し ませ ん ) 。 
も し ゃ も 、 動 画 の 線 に ば ら つ き が ある 場合 は 、 連 続 ス キャ ン を 止め 、 線 パカ が 
お こら な いよ うに 『2 値 トレ ー ス 設定 』 を 調整 し な が ら 、 カ ッ ト 内 で 線 を 統一 
っ の 
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7. 特殊 な スキ ャ ン 


スキ ャ ン で は 、 色 々 な 素材 を 扱い ます 。 
ここ で は 、 比 較 的 よく 扱う 素材 を 説明 し ます 。 


1) 特殊 効果 の 動画 
カッ ト に よっ て は 、 特 殊 効 果 (87 ペ ー ジ 参照 ) を 入れ る 場合 が あり ます 。 
動画 の 線 の 紛 囲 気 を その まま 利用 し た り 、 参 考 に し た りす る 場合 が あり ます 
の で 、2 値 トレ ー ス せ ず に その まま 保存 し ます (作品 に よっ て 保存 方 法 が 異な 
る の で 、「 ス キャ ン 注 意 事項 」 を 確認 し ます )。 


(2) CGC の アタ リ 


CG の アタ リ は 動画 に な っ て いな い 場 合 も あり ます が 、 必 要 と 思わ れる も の は 
スキ ャ ン し ます 。 5 


(3) スキ ャ ナ の 読み 込み 可能 領域 を 越え る 大 き さ の 素材 
①TraceMan で スキ ャ ン し ます 。 
まず プリ スキ ャ ン で 『 プ リス キャ ンス キャ ン パ レッ ト 』 の 破線 梓 を 、 フ レー 
ム の 形 に 合わ せ て スキ ャ ン で きる 最大 の 範囲 まで 大 きく し て お き 、 必要 な 素材 
全て の 右側 な ら 右 側 だ け を 全て 同位 置 ・ 同 サイ ズ で スキ ャ ン し ます 人 L0、 フ レー 
ム 、 動 画 な ど 必 要 な 素材 を 全て スキ ャ ン し ます )。 
eo mg 




















② 残 り の スキ ャ ン し て いな い 側 を 、 重 な る 部 分 が で きる よう に 、 同 様 に 全て ス 
キャ ン し 、 別 名 で 保存 し ます 。 
この 段階 で は 、 ま だ 2 値 ト レー ス は し ませ ん 。 














SD 


③Photoshop で 一 枚 の 絵 に つなげ ます 。 


・ フ レー ム が 描き 込ん で ある 素材 を ンス サ イズ 時 二 ===ー 
開き 、 完 成 時 の サイ ズ く らい に 大 き ao 
2 重明 
[メニ の 『 イ メー ジ 』 『 カ ン バ パス サイ ズ 変 更 】 〕 到 更 放 の ファ イル サイ ズ 19 2H 

Mi 2 出 馬 に 」( 王 加 


を et |(m _- 旨 


ロ 補 計 


| 























・ 別 名 で 保存 し た 残り の 半分 を ペー 

ス ド じ 、 トド の レイ ヤー が 上 兄 え の 5 
に 、 重 ね た レイ ヤー の 不透明 度 な ど 
を 変更 し ます 。 











miol T6A e 2 和え (htdarl RG6) ーー ーーー 呈 医 
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・ 上 の レイ ヤー を 、 下 の 絵 と 重なる 部 分 を 基準 に し て 、2 枚 を 正確 に つ 
な ぎ 合 わせ ます (移動 ツー ル な ど を 使用 し ます ) 。 

















・ 上 の レイ ヤー の 不透明 度 を 100% 
に 戻し 、 画 像 を 統合 し ます 。 

















・ 必 要 な 部 分 を 『 切 り 抜 き 』 し 、TraceMWan で 作業 で きる 形式 (Targa な ど ) 


で 保存 し ます 。 
[メニ ュー バー『 イ メー ジ 』 一 『 急 り 抜 き 』] 





_ mi9i T5A 本 25 や (RGB: 白 
EE に ae 




















り 7 


③④ 一 枚 目 に つなげ た 素材 を 基準 に し て 、 他 の 素材 も 作業 し ます 。 
⑤TraceMan に 読み 込ん で 、『2 値 トレ ー ス 』 し ます 。 


最後 に 絵 が ずれ て いな いか 、『 動 画 チ ェ ッ ク 』 で 確認 し まし ょ 2 う 。 
スタ ンダ ー ド サイ ズ に 比べ て 絵 が ずれ や すい の で 、 注 意 し て 作業 し ます 。 


(0 カス ラリ ニン る と も 0 の カッ ト 


⑨ パ ン (PAN) (128 ペ ー ジ 参照 ) 
スキ ャ ン の 基本 設定 は 、 通 常 の スキ ャ ン と 同じ で す 。 
①PAN フ レー ム ふ を プリ スキ ャ ン し ます 。 
この 時 『 プ リス キャ ン パ レッ ト 』 の 破線 枠 は 、PAN フ レー ム の 形 に 合わ せ て 
ひと まわ り 大 き な サ イズ に 変更 し ます 。PAN フ レー ム が 無い 場合 は 、 代 わり に 
1L0 を 使用 し ます 。 
② ス キャ ン 竿 囲 が 決ま っ た ら 、 他 の 素材 も その 範囲 に 合わ せ て スキ ャ ン し ます 。 
以降 の 作業 手順 は 通常 の スキ ャ ン と 同じ で す 。 






































PAN フ レー ム 
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スラ イド (SL) 29 ペ ー ジ 参照 ) 
スキ ャ ン の 基本 設定 は 、 通 常 の スキ ャ ン と 同じ で す 。 


①SL の アタ リ 及 び フ レー ム を プリ スキ ャ ン し ます 。 
こ の 時 SL の アタ リ 及 び フ レー ム が 『 プ リス キャ ン パ レッ ト 』 の 破線 枠 内 に * 
ま ら な い 場 合 は 、 全 て 入る 大 き さ に サイ ズ を 変更 し ます 。 


② ス キャ ン 範 囲 が 決ま っ た ら 、 他 の 素材 も その 範囲 に 合わ せ て スキ ャ ン し ます 。 
以降 の 作業 手順 は 通常 の スキ ャ ン と 同じ で す 。 

















前 6 で や 


SL の アタ リ 6 














トラ ッ ク ア ッ プ (T.U) プ トラ ッ ク バ ッ ク (T.B) (129、130 ペ ー ジ 参照 ) 


カメ ラ が 近づい た 時 に 画像 が 荒く な らち な いよ うに 、 基 本 解像度 より 高い 解 像 
度 (その カッ ト の 一 番 小 さい フ レーム に 合わ せ た 解 像 度 ) で スキ ャ ン し ます 。 
他 の カメ ラ ワ ー ク が ある カッ ト と は 異な る 手順 で 行い ます 。 


① ス キャ ナパ レッ ト を 開き ます 。 
『 設 定 』 の 『 基 準 解像度 』 に スキ ャ ン サ イズ で は な く 、 カ メラ フレ ー ム サイ 
ズ を 入力 し ます (『 解 像 度 』 は 基本 解像度 を 入力 し ます ) 。 


②『 ス キャ ン 領 域 』 に ある 『 ビ ピクセル 
数 固定 』 に チェ ッ ク を 入れ ます 。 
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③『 プ リス キャ ン バ レ ッ ト 』 を 開き 、 
UIZ RIE プレ ー ム を ブリス キャン し 、 
破線 枠 を 一 番 小さ い フ レー ム の 大 き さ 
に 合わ せま す ( 破 線 和 の 角 の ひと つ に 
十字 の カー ソル を 移動 し て ドラ ッ グ す 
る と 大 き さ を 調整 で きま す )。 


④ ス キャ ナ バ パレット の 『 ス キャ ン 解 像 
度 (税率 ) 』 に この フレ ー ム (一 番 小さ 
い フ レー ム ) の 解像度 が 表示 され ます 。 














スキ ャ ン 本 像 度 (倍率 ) =ーーーーーーー 
53 | ラ レ -A⑱) = [270 |ppi 





「 


⑤⑥『 ビ クセ ル 数 固定 』 の チェ ッ ク を は ず し ます 。 


⑥ ④ の 解像度 (DPI) を 「 カ メラ フレ 
ー ム 比率 表 」 (次 ペー ジ 参 照 ) か ら 探 
し 、 そ の 解像度 と スキ ャ ン サ イズ を 
「 基 準 解像度 』 に 入力 し ます 。 
割り 出さ れ た 数 値 が 比率 表 に な い 場 
合 は 、 一 番 近 く 、 よ り 高 い 解像度 と ス 
キャ 2 スポ 入力 しま 29 

















100 フ レー ム トリ ミン グ オ フ セ ッ ト 
由 * [27ea |pixets X 
南 さ : |2091 | pixets Y 
衣 化 度 : 1273 |pPI 


LCL_ 


最後 に 『 オ フ セ ッ ト 』 の 『 リ セッ ト 』 ボ タン を クリ ッ ク し て 、『 ス キャ ナパ 
レッ ト 』 の 数 値 が 変更 され て いる こと を 確認 し ます 。 


⑦ 設 定 し た 解像度 た スキャ ン サ イズ で 、 
カッ ト 内 の 全て の 素材 を スキ ャ ン し ま 
9 
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各 作品 に 対応 し た 、 カ メラ フレ ー ム に 対す る 解像度 と スキ ャ ン サ イズ を 表し 
た も の を 「 カ メラ フレ ー ム 比率 表 」 と 言い ます 






スキ ャ ン サ イズ 
カメ ラフ レー ム X 
に 0 1 95574 3772 
273 












1 


| 29 | 
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「 カ メラ フレ ー ム 比率 表 」 の 例 





⑨ ク イッ クト ラッ クベ バッ ク (Q.T.B) (130 ペ ー ジ 参照 ) 


本 来 は 、T.B 同 様 そ の カッ ト の 中 の 一 番 小 さい フレ ー ム の 解像度 で スキ ャ ン 
し ます 。 し か し 、 解 像 度 が 高く な れ ば な る ほど 、 後 の 工程 で の 作業 が 大 変 に な 
まん 
そこ で 、 ス ター ト フ レー ム が 小さ く て も 、T.B の 時 間 が 短い 場合 や 撮影 で エ 
フェ クト 処理 が か か る 場合 な ど で は 解像度 を あま り 高 くせ ず 、 仕 上 が り に 支障 
が な い 程 度 で スキ ャ ン す る 場合 も あり ます 。 


⑨ ク イッ クト ラッ クア ッ プ (Q.T.U) (129 ペ ー ジ ま 照 ) 


T.U 同 様 そ の カッ ト 中 の 一 番 小 さい フレ ー ム の 解像度 ・ ス キャ ン サ イズ で ス 
キャ ン し ます 。 


4 1 


⑨ フ ォ ロ ー(FOLLOW) (130 ペ ー ジ 参照 ) 
スキ ャ ン の 基本 設定 は 、 通 常 の スキ ャ ン と 同じ で す 。 
①LO を プリ スキ ャ ン し ます 。 
この 時 『 プ リス キャ ン パ レッ ト 』J の 破線 柏 は 、LO の 形 に 合わ せ て ひと まわ り 
大 き な サ イズ に 変更 し ます 。 
② ス キャ ン 範 囲 が 決ま っ た ら 、 他 の 素材 も その 範囲 に 合わ せ て スキ ャ ン し ます 。 
以降 の 作業 手順 は 通常 の スキ ャ ン と 同じ で す 。 


1 コ 
| 














| 較 











LO [ ギル 
⑥ 付 け パ ン ( 付 け PAN、FOLLOW PAN) (131 ペ ー ジ 参照 ) 

スキ ャ ン の 基本 設定 は 、 通 常 の スキ ャ ン と 同じ で す 。 
① 付 け PAN フ レー ム を プリ スキ ャ ン し ます 。 

この 時 『 プ リス キャ ン パ レッ ト 』 の 破線 枠 は 、 付 け PAN フ レー ム の 形 に 合わ 
せ て ひと まわ り 大 き な サ イズ に 変更 し ます 。 付 け PAN フ レー ム が 無い 場合 は 、 
代わ り に LO を 使用 し ます 。 
② ス キャ ン 欠 囲 が 決ま っ た ら 、 フ レー ム と LO を その 範囲 に 合わ せ て スキ ャ ン レ し 
ES 
③ 動 画 を 基本 設定 の サイ ズ で スキ ャ ン し ます 。 こ の 時 、 絵 が スキ ャ ン 範 囲 に * 
ま ら な い 場 合 は 、① と 同じ 範囲 で スキ ャ ン し ます 。 以 降 の 作業 手順 は 通常 の ス 
キャ ン と 同じ で す 。 


ーー 




















付け PAN フ レー ム LO 
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⑥ 画 面 動 (31 ペ ー ジ 参照 ) 
画面 動 は 通常 、 フ レー ム に よる 指示 は な く 、 タ イム シー ト の カメ ラ ワ ー ク 欄 
に 記入 され て いる の み で す 。 
スキ ャ ン の 基本 設定 は 、 通 常 の スキ ャ ン と 同じ で す 。 
①LO0 を プリ スキ ャ ン し ます 。 
この 時 『 プ リス キャ ン パ レッ ト 』 の 破線 枠 は 、L0O の 形 に 合わ せ て 「 画 面 動 
( 小 ) (中 ) 」 の 場合 は ひと まわ り 大 き な 、「 画 面 動 (大 )」 の 場合 は ふた まわ り 大 
き な サ イズ に 変更 し ます 。 
② ス キャ ン 範 囲 が 決ま っ た ら 、 他 の 素材 も その 範囲 に 合わ せ て スキ ャ ン し ます 。 
以降 の 作業 手順 は 通常 の スキ ャ ン と 同じ で す 。 


ロー リン グ (132 ペ ー ジ 参照 ) 
スキ ャ ン の 基本 設定 は 、 通 常 の スキ ャ ン と 同じ で す 。 
① ロ ー リ ング 目盛 り を プリ スキ ャ ン し ます 。 「 
この 時 ロー リン グ 目 盛り 9 が 『 プ リス キャ ン パ レッ ト 』 の 破線 枠 内 に 納 ま ら な 
い 場 合 は 、 全 て 入る 大 き さ に サイ ズ を 変更 し ます 。 
② ス キャ ン 条 囲 が 決ま っ た ら 、 他 の 素材 も その 範囲 に 合わ せ て スキ ャ ン し ます 。 
以降 の 作業 手順 は 通常 の スキ ャ ン と 同じ で す 。 








1 「 























ロー リン グ 目 盛り LO 
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⑨ 拡 大 作画 、 縮 小 貼り 付け 


絵 が 小さ すぎ て スキ ャ ン し た 画像 が つぶ れ て し まう 場合 、 作 画 の 段階 で 絵 を 
大 きく 描い て お き 、 撮 影 時 に 縮小 し て 貼り 付け る 場合 が あり ます 。 


スキ ャ ン の 基本 設定 は 、 通 常 の スキ ャ ン と 同じ で す 。 
①L0 を プリ スキ ャ ン し ます 。 

この 時 『 プ リス キャ ン パ レッ ト 』 の 破線 枠 は 、LO の 形 に 合わ せ て ひと まわ り 
大 き な サ イズ に 変更 し ます 。 こ の 時 絵 が 破線 枠 内 に 納 ま ら な い 場 合 は 、 全 て 入 
る 大 き さ に サイ ズ を 変更 し ます 。 


② ス キャ ン 範 囲 が 決ま っ た ら 、 他 の 素材 も その 範囲 に 合わ せ て スキ ャ ン し ます 。 
以降 の 作業 手順 は 通常 の スキ ャ ン と 同じ で す 。 


⑨⑥ 回 転 (133 ペ ー ジ 参照) 

スキ ャ ン の 基本 設定 は 、 通 常 の スキ ャ ン と 同じ で す 。 
① 回 転 フ レー ム を プリ スキ ャ ン し ます 。 

この 時 『 プ リス キャ ン パ レッ ト 』 の 破線 棒 は 、 回 転 フ レー ム の 形 に 合わ せ て 
ひと まわ り 大 き な サ イズ に 変更 し ます 。 こ の 時 絵 が 破線 枠 内 に 納 ま ら な い 場 合 


は SE の 内 eS に MA まま す 。 
回 転 フ レー ム が 無い 場合 は 、 代 わり に LO を 使用 し ます 。 


② ス キャ ン 範 囲 が 決ま っ た ら 、 他 の 素材 も その 範囲 に 合わ せ て スキ ャ ン し ます 。 
以降 の 作業 手順 は 通 営 の スキ ャ ン と 同じ で す 。 





























セル 
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8. 色 々 な 2 値 ト レー ス 


G) 線 が 薄い 素材 の 2 値 ト レー ス 


線 が 薄い 素材 を 2 値 ト レー ス す る と 、 色 が 正しく 判別 で きず 、 な め ら か な 線 
に な り ま せん 。 そ こ で スキ ャ ン 後 、『 自 動 コ ント ラス ト 』 を か けた り 「『 色 調 カ 
ー ブ 』 で 各色 の 強 さ を 調整 する な ど 、 線 を 濃く し て か ら 2 値 トレ ー ス し ます 。 

[メニ ュー バー『 画 像 』 一 『 自 動 コ ント ラス ト 』/ メニ ュー バー『 画 像 』 一 『 人 色調 カー プ 』 ] 

カッ ト ご と に 設定 を 統一 し て お く と 、 線 パカ に な り に くい で す 。 

また 、 上 記 の 内 容 は 、 連 続 ス キャ ン を する 時 も 『 バ ッ チ 処理 の 設定 』 で 設定 
で 2 


(2) 標準 トレ ー ス 線 に 対応 し な い 色 で 描か れ た 線 の 2 値 ト レー ス 


主 線 の 色 ・ 赤 ・ 青 ・ 緑 以外 で 描か れ た 線 を 2 値 ト レー ス す る 場合 は 、『2 値 ト 


レー ス 設 定 』 の 『 カ スタ ム 線 』 を 開き ます 。 
[メニ ュー バー『 ト レー ス 』 一 『2 値 トレ ー ス 設定 』 一 『 カ スタ ム 線 』〕 





bo に と を ま すり 軸 かわ > 
団 カス テム 導 ! を トビ ー ス する 
265。 ト し ー>) 虹 ど 還 還 還 員 
「: 6 る 
ユギ イト 


オリ ジ ナ ル 画 像 デレ ビュ ー 





ご = ビ 5s つ ビ テ ココ 


①『 カ スタ ム 線 を トレ ー ス する 』 に チェ ッ ク を 入れ ます 。 
②『 ス ポイ ト 』 を クリ ッ ク し 、 左側 の オリ ジ ナ ル 画 像 か ら 任 意 の 色 を 拾う と 、 
『 ス ポイ ト 』 ボ タン 左 横 の 色相 カラ ー バ ー に 色 が 取り 込ま れ ま す 。 
③『 色 相 』 や 『 色 相 の 幅 』 で 取り 込む 色 の 範囲 を 調整 し て 、『 線 幅 』 で 2 値 ト 
レー ス 後 の 線 の 太 さ を 設定 し ます 。 
④『 ト レー ス 結 果 色 』 に は 、2 値 トレ ー ス 後 の 線 の 色 を 設定 し ます 。 
⑤『 設 定 』 を クリ ッ ク し 、 終 了 で す 。 
以降 は 、 通 常 の スキ ャ ン と 同様 に 作業 し ます 。 
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9. 階 調 ト レー ス 

今 ま で 紹介 し た 2 値 ト レー ス は 、 動 画 の 線 を くっ きり と し た 線 に する も の で 
し た が 、 階 調 ト レー ス を 使用 する と 、 動 画 の ニュ アン ス を 保っ た 濃 肖 の ある 主 
線 を 表現 する こと が で きま す 。 





オリ ジ ナ ル 画 像 階 謀 ト レー ス 後 の 画像 


階 調 トレ ー ス され た 画像 は 2 つの レイ ヤー で 和 構成 され て いま す 。 
渡 湊 の ある 主 線 の レイ ヤー を 「 階 調 線 レイ ヤー」 と 呼び 、 細 く な っ た 主 線 
(境界 線 ) と 2 値 ト レー ス さ れ た 色 ト レス 線 の ある レイ ヤー を 「RGB レ イヤ ー」 


と 呼び ば ます 。 な お PaintMan で は 、 こ の 「RGB レ イヤ ー」 に 彩色 を する た め 、 
「 彩 色 レ イヤ ー」 と 呼ば れ て いま す (51 ペ ー ジ 参照 ) 。 











了 調 線 レ イヤ ー RGB レ イヤ ー 


主 線 が 濃淡 の ある 状態 で 表示 され ます 。 境界 線 と 2 値 ト レー ス さ れ た 色 ト レス 線 を 
村 が し ます 。 


46 


③ 階 調 ト レー ス の 設定 
① 通 常 の 場合 と 同様 に 、 ス キャ ン ま で の 工程 を 進め て お きま す 。 


② 各 線 の 設定 を し ます 。 
[メニ ュー バー『 ト レー ス 』 一 『 階 調 ト レー ス 設 定 』] 


RGB レ イヤ ー の 色 ト 階 調 線 色 の 設定 と 、 障 調 色 ト レス 線 が 主 線 と し て 認識 され て 
レス 線 の 太 さ を 調整 し 線 の 太 さ お よび 濃 さ を 調整 し まう 場合 は 、 パ ラメ ー タ ー を 小さ く 










































































ます 。 し ます 。 了 大 調 線 色 に は 、 主 し て 色 ト レス 線 を 除去 し ます 。 
線 の 色 な ど を 入力 し ます 。 
色 ト レー ヌス 線 慎 調 和紀 障 調 線 の 双 分 陸 去 フィ ル タ 
か 還 還 計時 所 中 「02 トレ - ス > 信  [q 開 還 目 古 じ ]56 キロ 司 計 二 雪 iL 「 
Ci OUT 還 三 ニニ ロト Z 語 KID 過 
0 請 還 本 折り 109 コン トラ ュ ト Rn 下 語 訂 記 記 計 中 EKIF ニー コロ 削 
階 調 線 色 介 存 
オリ ジ ナ ル 境 較 線 TH 
だ NM 6 ( 
ァ ン ( 
ゲル 4 グ ア // で て 
本 白白 図 プ レビ ュー 計 記 還 芝 プ レビ ュ - 随 


| 四 2E 間 | 6EETZ5 較 F| 


オリ ジ ナ ル RGB レ イヤ ー の 色 ト レス 線 と 境界 線 階 調 線 レ イヤ ー の 主 線 の 太 さ お よび 
画像 の 調整 後 の 画像 が 表示 され ます 。 湊 さ の 調整 後 の 画像 が 表示 され ます 。 


③『 設 定 』 を クリ ッ ク し 設定 終了 で す 。 


④ 階 調 ト レー ス し ます 。 
〔 メ ニュ ー バ ー『 ト レー ス 』 一 『 階 調 ト レー ス 』〕 


⑤ 通 常 の 場合 と 同様 に 保存 し 、 終 了 で す 。 


連続 スキ ャ ン 時 は 、『 バ ッ チ 処理 』 の 『 設 定 』 の 処理 内 容 を 『 階 調 ト レー 


ス 』 に 設定 し ます 。 
[メニ ュー バー『 ス キャ ン 』 一 『 連 続 ス キャ ン 』 っ 『 バ ッ チ 処理 』 一 『 設 定 』 一 『 階 調 ト レー ス 』 〕 
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兎 5 草 ベイ ント 


GR ZSCRIE 


ペイ ント と は 、 ス キャ ン さ れ た 絵 に 色 を つけ て いく 工程 で す 。 
し か し 、 単 な る 「 塗 り 絵 」 で は あり ませ ん 。 絵 を 理解 し 、 動 き に あわ せ た 正 
し い 塗 り 分 け に する 必要 が あり ます 。 


2. ベ ペイント 作 業 の 流れ 





※ ス キャ ン と 色 指 定 が 終わ っ て いる も の を 取り ます 。 

いく つも の 作品 が 並行 し て 動い て いる 場合 が ある の で 、 作 品 の スケ 
ジュ ー ル を 確認 し て 、 作 業 を 進め ます 。 

ー つ の 作品 の 中 で あれ ば 、 特 殊 効 果 が 入る カッ ト を 優先 させ ます 。 





多 キ ギャン デー を ピー 







※ 元 の スキ ャ ン デ ー タ を 消 き な いよ う 、 注 意 し ます 。 


※ い き な り ベイ ント に 入ら ず 、 指 定 表 で 塗り 分 け を 確認 し て か ら 作 業 
に 入り ます 。 

仕上 げ 注 意 事 項 は 作品 に よっ て 違う の で 、 作 業 に 入る 前 に きち ん と 
確認 し まし ょ 2 う 。 


ベイ ント 前 の 修正 


(58 ペ ー ジ 参照 ) 





(mi ペ ー ジ 了 





(65 ペ ー ジ 参照 ) 


仕上 げ 検 査 へ | ※ ペ ベイ ント デー タ は 必ず バッ クア ッ プ を と っ て お きま す 。 
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3. 使用 ソフ ト 


(1) 使用 ソフ ト 
PaintMan を 使用 し ます 。 (本 書 で は PaintMan 5.3.2 を 使用 し て いま す ) 


(②) 作業 画面 
① ② 


お フル イル 剛 藤 面 除 の うー テ ャ ー ト レイ ヤー ライ ザ テ ー ブ ル バレット 垂 了 〒 ・ ル 上 プ Tho に 27255 FN 区 | 


1Tea (72) 三 | ev 
前 半 


) 


④ 








で 
し 】 


四 


In1 


の 
wa 
セ 








































朋 拉 提 


LIL 1 5 
REz: RGB で 
9 










コ ーー 


| 






ロ [ コ 寺 玉 
口 し ココ 入 2*z 
ロス テム ミ けい りみ っ | | 





| 
1 






に ウッ 











1 | 語 較 
| 


⑤ 


(①~ー⑨ は 、 メ ニュ ー バ ー か ら 開 く こ と が で きま す ) 


① ツ ー ル パレ ッ ト 
【『 パ レッ ト 』 一 『 ツ ー ル パレ ッ ト 』〕 
各種 ツー ル が あり 、 作 業 に 合わ せ て 選び ます 。 


②③ 描画 ウィ ンド ウ 

[『 フ ァイル 』--ー『 開 く 』 任意 の 画像 ファ イル を 選択 ] 

色 指 定 表 や 作業 を する セル な ど 、 選 択 し た 画像 ファ イル が 表示 され 
まま 985 
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(9 の ーー ョ クー 
{『 パ レッ ト 』 一 『 カ ラー ロケ ー タ ー』 ] 
描画 ウィ ンド ウ 内 に ある カー ソル の 周辺 が 、 拡 大 表示 され ます 。 


2 0020022 コッ ワー 
(『 パ レッ ト 』 一 『 フ ァイル プレ ビュ ー ワ ー』] 
作業 中 の セル が 入っ て いる フォ ル ダ の 中 身 が 表示 され ます 。 


(5202c5 た ヤー ト 
( 『 パ レッ ト 』 一 『 カ ラー チャ ー ト 』 ま た は 『 カ ラー チャ ー ト 』 一 『 読 み 込み 』〕 
ペイ ント で 使用 する 色 に 名 前 を 付け 、 管 理 す る 一 覧 表 で す 。 


⑥ バ ッ チ 処理 パレ ッ ト 
[『 パ レッ ト 』 一 『 バ ッ チ 処理 パレ ッ ト 』 ] 
自動 処理 の パレ ビッ ト で す 。 


(0 炎 ー バ レッ ト 

[『 パ レッ ト 』 一 『 カ ラー パレ ッ ト 』] 

任意 の 色 を 登録 し た り 、 数 字 を 入力 し て 新しい 色 を 作成 する こと が 
6 


⑧ ペ イン ト パ レ ッ ト 
[『 パ レッ ト 』 一 『 ペ ベイ ント パレ ッ ト 』 〕 
りり シッ グラ ショ フライド ト テー アル の バ パレ ツ ド で す 。 


⑨ サ プ パ レッ ト 

[『 パ レッ ト 』 一 『 サ ブ パ レッ ト 』 〕 

色 指定 表 や ペイ ント し 終わ っ た セル を 表示 させ 、 そ の 画像 か ら 色 を 
拾う た め の パ レッ ト で す 。 


カラ ー チ ャ ー ト 、 カ ラー パレ ッ ト 、 サ プ パ レッ ト は 、 そ れ ぞ れ の パ 
レッ ト に カー ソル を 移動 させ る と 、 ど の ツー ル を 使用 し て いて も 自動 
的 に スポ イト に 変わ り 、 ク リッ ク し た 部 分 の 色 を 拾う こと が で きま す 。 
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(3) ツー ル パ ペレット 


に SW 


回 回 国 図 男 


較 


レイ ヤー 切り 替え ボタ ン (| 回 ) 

TraceMan で 2 値 ト レー ス さ れ た 画像 で は 、『 彩 色 レ イヤ ー』 

(| 緒 |) と 『 主 線 レ イヤ ー』 (| 次 1) 、 階 調 ト レー ス さ れ た 画 
像 で は 、『 輝 色 レ イヤ ー』 と 『 階 調 線 レイ ヤー』 (| 九 |) を 切り 
替え ます 。 

『 彩 色 レ イヤ ー』 に は 、 色 トレ ス 線 が 表示 され ます 。2 値 トレ 
ー ス され た 画像 の 場合 は 『 主 線 レ イヤ ー』 に ある 主 線 も 表示 さ 
牧 下 が ここ ちら の レイ ヤー で 沸 じ たり 、 色 を 和 え だ りす る こ 
と は で きま せん 。 

『 主 線 レ イヤ ー.』』 に は 、2 値 トレ ー ス され た 画像 の 主 線 が 表示 
され ます 。『 彩 色 レ イヤ ー』 より 優先 され ます 。 

「 階 調 線 レイ ヤー』 に は 、 階 調 ト レー ス さ れ た 画像 の 主 線 が 
濃 基 の ある 状態 で 表示 され ます 。 


描画 色 、 背 景色 表示 ボッ クス 
中 央 の エリ ア が 「 描 画 色 」 を 、 外 側 の エリ ア が 「 背 景色 」 を 表 
示し て いま す 。 


塗り つぶ し ツー ル ( |FH) 
ー ケ 所 の 義 じ られ た 範囲 を 塗り つぶ し ます 。 


鉛筆 ツー ル ([) 
1 ドッ ト の 線 を 引き ます 。 


スポ イト ツー ル ([ ) 
の ク し た 部 分 の 色 を 拾い 、 描 画 色 に 設定 し ます 。 
を 押し な が ら ク リッ ク し た 場合 は 、 背景 色 に 設定 し ます 。 


消し ゴム ツー ル (| ) 
ドラ ッ グ し た 部 分 を 背 千 色 に し ます 。 
例外 が な い 限 り 、 背 景色 は 完全 な 白 (R, G, B) =(255, 255, 255) に 
に レ に で 6SkM ED 
虫 め が ね ツー ル ( |) 
画像 ウィ ンド ウ 内 を クリ ッ ク す る と 拡大 表示 され ます 。 
[ 世 | を 押し な が ら ク リッ ク す る と 、 縮 小 表 示さ れ ま す 。 
1/10 て 10 倍 まで 変え る ろ こ と が で き 、 ダブ プル クリ ッ ク す る と 等 倍 
に な り ま す 。 


o1 


手のひら ツー ル ( 個 ]) 

描画 ウィ ンド ウ 内 を ドラ ッ グ し て 画像 を スク ロー ル さ せま す 。 
大 き な 画 像 な ど は 、 こ れ を 使っ て 全体 を 見 ます 。 

他 の ツー ル を 使用 し て いる 時 に | 刈 を 押す と 一 時 的 に 手のひら 
ツー バル ( に 8 の ます 


6020 の リピ ( 帳 ) 
直線 を 引き ます 。 


曲線 ツー ル (| ) 
曲線 を 引き ます 。 


選択 範囲 ツー ル 
邊 形 選択 ツー ル ( 中 ) 
著 ん だ 領域 を 選択 範 団 に し ます 。 


投げ な わ ツ ー ル ( 喚 ]) 
自由 な 形 の 領域 を 選択 範囲 に し ます 。 
マジ ッ ク ワ ンド (人 ]) 
クリ ッ ク し た 部 分 と 同色 で ひと つづ き の 領 域 を 選択 男 時 に し ます 。 


回 


(60 ペ ー ジ 参照 ) 


レ 


| NO 回 


4. 色 指定 ・ カ ラー チャ ー ト の 見 方 


(1) 色 指 定 と は 
ー つ の 作品 全体 を 通し て 、 キ ャ ラク ター や シー ン ご と の 色 が 統一 され る 
よう に 、 色 指定 担当 者 が カッ ト ご と に 指 直 が を し た も の で す 。 


(2) 色 指 定 の 種類 

ノー マル 色 … 基本 の 色 で す 。 

色 変 え … シー ン や カッ ト に あわ せ て 、 キ ャ ラク ター の 色 を 変更 し た 

も の で す 。 
(3) 色 指 定 の 書き 方 、 読 み 方 
⑤ 色 指定 で 使わ れる 記号 

① (トレ ス ) 。 … 線 の 色 

⑥ (ペイ ント ) … 沙 り の 色 

W (ホワ イト ) … 白色 (作品 中 の 一 番 明 る い 色 の 基本 ) 

BL (プラ ッ ク ) … 黒色 (作品 中 の 一 番 暗い 色 の 基本 ) 
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⑨ 色 の 塗り 分 け 段 階 


ハイ ライ ト (⑱ ゆ ) … 基本 の 色 よ り 明 る いと ころ 
レニ コ ガル … 基本 の 色 

1 号 カ グ (カゲ 、1 号 、1 段 ) … 基本 の 色 よ り 少 し 暗い と ころ 
2 号 カ ゲ (2 号 、2 大 ) … さら に 暗い と ころ 


作品 に よっ て は さら に 段階 的 に 暗く な っ て いき ます 。 (3 号 カ ゲ 、4 全 
カゲ ^) 
この 他 、 基 本 の 色 を 1 号 分 明る くし た 「1 号 上 げ 」 な ども あり ます 。 


ハイ ライ ト 





キャ ラク ター 名 - 一 ーーーー と 原画 に 記入 し ます 。 
色 変 え の 場合 の 色 指定 は 


呈 rt の 2 や 
Ad ラク クー 名 一 デー 
( 色 変 え の 種類 ) 〇 


と な り ま す 。 
ペイ ント は 、 こ の キャ ラク ター の 人 色 指 定 表 を 見 な が ら 行 いま す 。 
右上 の ハイ ライ ト の 色 指 定 を 省略 する 場合 も あり ます が 、 ハ イラ イト 


が 不要 と いう こと で は あり ませ ん 。 動 画 に 描か めか れ て いれ ば 、 色 指定 表 の 
ハイ ライ ト の 色 を 使っ て で ペイ ント し ます 。 
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(4) 色 指 定 表 
色 指 定 表 と は 、 キ ャ ラク ター の 設定 な ど に 色 を つけ 、 使 用 する 色 や 沙 り 分 け 
を 分 が ずく 8 と ど とめ た も の 0。 







すそ の ウラ は 


上 着 と 同色 で す 


全 具 10 1019) 


ロロ 


SM | 


(33 17 1 ョ ) 





色 指 定 表 の 例 


色 指 定 表 に は 、 部 分 ご と に 使用 する 色 を 入れ た 棚 が つい て いま す 。 

棚 に 入っ て いる 色 の 位置 は 、 色 の 塗り 分 け 段 階 と 対応 し て いる の で 、 色 指定 
に 合わ せ て 必要 な と ころ の 色 を 使い ベイ ント し て いき ます 。 

棚 の 斜線 が 入っ て いる 部 分 は 、 使 用 する 色 が な いこ と を 表し て いま す 。 


ハイ ライ ト 


ノー マル 
ノー マル レ [ 号 
] 号 カゲ 
4 ノー マリ ルレ 
色 の 位置 と 塗り 分 け 段階 2 号 
1 号 
と ki 
名 指定 と 使用 する 色 の 位置 
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色 指定 表 を 使用 し て ベイ ント し て いく 場合 は 、 サ プ パ レッ ト に 人 色 指 定 表 を 登 
録 し 、 そ こ か ら 色 を 拾っ て いき ます 。 人 色 指 定 表 の 登録 は 、 次 の よう に 行い ます 。 


① サ プ ブ パ レッ ト を 開き ます 。 


② パ レッ トメ ニュ ー を 開き 、『 意 録 』 か ら 使用 する 色 指 定 表 を 選ぶ と 、 
その 色 指 定 表 が 表示 され ます 。 








ここ を クリ ッ ク す る と 、 降 に パレ ッ 
トメ ニュ ー が 開き ます 。 


現在 の 画像 の 登録 


に 






し 
自動 的 に 以前 の 画 林 を 読み 込む 
画 折 ウイ ンド ウ と の スタ ロー ル の 連動 





は じ め て ペイ ント する キャ ラク ター や 、 浴 り 分 け の 複雑 な も の な ど は 、 一 
度 描画 ウィ ンド ウ に 人 色 指 定 表 を 表示 し 、 浴 り 分 け の 確認 を し て か ら サ ブ パ レッ 
ト に 末 録 する こと を 推奨 し ます 。 


パレ ッ ト メ ニュ ー の 『 現 在 の 画像 の 登録 』 を クリ ッ ク す る と 、 描 画 ウ ィ ン 
ドウ の 画像 を 、 サ ブ パ レッ ト に 登録 する こと が で きま す 。 


サブ プ パ レッ ト に 登録 し た 画像 が 大 きく 、 全 体 が 一 度 に 表示 で き な い 時 に は 、 
パレ ッ ト メ ニュ ー の 左 に ある 倍率 変更 メニ ュー で 拡大 率 を 変更 し 、 見 や すく 色 
の 拾い や すい 表示 に し ます 。 

また 、 カ ー ソ ル を サブ パレ ッ ト 内 に 移動 し て [。 記 を 押す と 手のひら ツー 
ル に 変わ る の で 、 画 像 を スク ロー ル さ せ て 必要 な 部 分 を 表示 する こと も 可能 
KG 肥 


り 0 


(5) 色 指 定 表 を 使用 し な い 場 合 の 指示 

カッ ト に よっ て は 色 指 定 表 を 使用 せ ず 、 作 品 ご と に 作成 され た カラ ー チ ャ ー 
ト を 使用 する 場合 や 、RGB の 数 値 を 入力 し て 色 を 作成 し 、 そ の 色 で ベイ ント す 
る 場合 も あり ます 。 


⑨ カ ラー チャ ー ト を 使用 する 場合 
この 場合 は 色 の 名 前 で 指示 され て いる の で 、 作 品 ご と の カラ ラー チャート か ら 
その 人 色 を 探し て ベイ ント し て いき ます 。 


AP-4 (HDRP-99 
例 有 デ ーーーーー 
APー2 
| 栓 R と P な ど 、 よ く 似 た 文字 が 名 前 に 使わ れ て い 
| 証 還 記 隔 拓 琴 還 議 詳 議 証 | る 場合 も わり ます の で 、 間 違え な いよ うに 注意 
レー IM 1 OS PTO 7 1I ッ 本 まじ やう 


に 


| 半 呈 画 
し NR IA 2 2 3 5 le 
P9n jesn ! ME IAPU |F20 | 了 、 > 

| | に 計 二 色 を 探す 時 は 、 カ ラー チャ ー ト が 全部 見 えて 
一 革 R_RR ELLE | いる 状態 に し て お く こ と を 推奨 し ます 。 
| | 還 還 | 靖 隊 時 


Eh た = 
1 | WW | APS UIAP4/ IAFS UIAF2/」 
ーー トー | 


hk に デュ 





色 の 名 前 を 使用 し て 色 指 定 を する 場合 は 、 そ の 作品 の ベイ ント で 使用 する 色 
を 登録 し た カラ ー チ ャ ー ト を 、 あ ら か じ め 作 成 し て お く 必 要 が あり ます 。 
カラ ー チ ャ ー ト の 作成 は 、 次 の よう に 行い ます 。 

① 新 規 の カラ ー チ ャ ー ト を 開き ます 。 

② の チャー トロ ッ ク ボ タン を クリ ッ ク し 、 カ ラー チャ ー ト の 内 容 が 変更 で きる 
状態 に し ます 。 






回 


変更 で きま す 変更 で きま せん 
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③ 描 画 ウ ィ ン ド ウ や カラ ー パ レッ ト な どか ら 任 意 の 色 を 描画 色 に 設定 し ます 。 
④⑧ カ ラー チャ ー ト の カラ ー ボ ックス へ カー ソル を 移動 きせ ます 。 


| 層 M を 押す と 、 カ ー ソ ル が スポ イト か ら 湊 
りつ ぶし に 変わ る の で 、 描 画 色 に 設定 し た 色 
を カラ ー ボ ックス へ 登録 する こと が で きま す 。 





⑤ 登 録 を し た 色 の 名 前 は 、 カ ラー ボッ クス の 下段 を ダブ ルク リッ ク す る と 入 
7 の の こら が 6 きる の る ボ 90G な り ま 人 。 


ー ポ ックス 名 





[\ 


ュー 


を ダブ ルク リッ ク し ます 」 [sw 





⑥ カ ラー チャ ー ト が 完成 し た ら 、 還 を クリ ッ ク し 、 内 容 が 変更 で き な い 
稚 旨 MM て お きま じょう 。 


⑦ 最 後に パレ ッ ト メ ニュ ー を 開き 、 カ ラー チャ ー ト に 名 前 を 付け て 保存 を し 


ここ を クリ ッ ク す る と 隣 に パレ ッ ト 
メニ ュー が 開き ます 。 


阪和 





骨 1 2 1 | あ -1 | あ -2 | jas-1 3a-2 | 
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⑥RGB 数 値 を 入力 する 場合 
この 場合 は 、 色 指定 が RGB の 数 値 で 記入 され て いる の で 、 カ ラー バレ ッ ト に 
その 数 値 を 入力 し て 色 を 作成 し 、 ベ ペイ ント し て いき ます 。 


全 ) 163 : 166 : 166 (HD235 : 235 : 235 


104 : 106 : 106 


『R』、『e』、『B』 の 欄 に 、 そ れ ぞ れ の 


数 値 を 入力 し ます 。 
最後 は 正しく 入力 され た か を 確認 し て か ら 
[enterl を 押し て 下さ い 。 間 違っ て いる と 全く 


違う 色 に な っ て し まい ます 。 





入力 し て で きる 色 は ここ に 表示 され ます 。 
RGB 数 値 を 原画 に 記入 する 時 、 上 記 の 235 : 235 : 235 の よう に 3 色 が 全て 同じ 


数 値 で あれ ば 「235ALL」 と 省略 する 場合 も あり ます 。 


5. ペイ ント 前 の 修正 


USN 
絵 の 内 、 外 で 不要 な ゴミ を 取り 除き ます 。 
主 に | 用 | (消し ゴム ツー ル ) を 使っ て 作業 を 進め ます 。 







スキ ャ ナ 台 の 堪 呈 動画 の 汚れ な 
ど だ が 、 ヨミ と な が なら: で 用 移 0 まず す 。 


色 ト レス 線 が 重なっ た 部 分 は 、 黒 と 認識 され て ゴミ に な り ま す 。 


ゴミ を 取り 除い て 線 が 途切れ た 場合 、 も う 一 度 つ な いで か ら 、 ベ イン ト に 入り ます 。 


98 


(2) 線 の 修正 


ペイ ント する 時 、 線 が 途切れ て いる と 色 が 余分 な と ころ まで 流れ て し まい 、 正 
し く 塗 る こと が で きま せん 。 作業 の 効率 を 良く する た め に も 、 最 初 に 修正 を 行 
\ い \ 束 おま 。 

し か し 、 た だ 線 が つなが っ て いれ ば 急い と いう 訳 で は な く 、 完 成 し た 時 の 画 
面 を 考え 丁寧 に 修正 を し ます 。 

主 線 は 主 線 レイ ヤー、 色 トレ ス 線 は 彩色 レイ ヤー で 行い ます 。 


⑨ 線 を な め ら か に し ます 。 


曲線 
曲線 ツー ル 
鉛筆 ツー ル を 使用 っ ーー 


直線 
ラン イジ ツテ 北 
鈴 筆 ツー ル を 使用 


③ 途 切れ て いる 部 分 を つなぎ ます 。 
曲線 ツー ル 
2 マニ リ 
銅 筆 ツ ー ル を 使用 
ーーーー を 
| ヽ 


まわ りや 前 後 の セ ル の 線 と 差 
3 さ 及 0 お うに 注 基 し ます 。 
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3) 直線 、 曲 線 の 引き 方 


線 を 引く ツー ル は この 2 つ で す 


曲線 ツー ル 


ライ ンジ ツー ル 





untitledO001.TDaA うう 且 untitjedO001 TDA 大 





始点 か ら 終 点 ま で ドラ ッ グ する と 直線 に な 
ok 選 


urtftledOQ00 1 TGA 店 帳 





線 の 角度 を 45 度 単位 で 固定 する こと も で き 





untitledo001.TGA 計上 - 


ます 。 ③ 形 が 決ま っ た と ころ で クリ ッ ク す る と 曲線 
【 ラ イン ツー ル + 合 還 】 に な り ま す 。 
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6. ベ イン ト 
ペイ ント は 彩色 レイ ヤー で 行い ます 。 
主 に 【 商 | (塗り っ つぶ し ツー ル ) を 使っ て 作業 を 進め ます 。 


1) 基本 の 線 の 塗り 分 け 
動画 に は 鉛筆 で 描か れ た 黒色 の 線 と 、 色 鉛筆 で 描か れ た 赤 ・ 青 ・ 緑 の 線 が あ 


り 、 欠 筆 の 線 を 主 線 、 色 鉛筆 の 線 を 色 ト レス 線 と いい ます 。 
色 ト レス 線 を 使う と ころ は 、 キ ャ ラク ター な どの ハイ ライ ト や カゲ の 境界 線 、 


自然 物 や 煙 、 輪 郭 線 を 黒く する と 絵 が 重く 見 える も の な ど で す 。 


境界 線 と し て 描か れ て いる 色 ト レス 線 は 沙 り つぶ し ます 。 


基本 的 に は 
ハイ ライ ト と ノー マル の 境 一 > ハイ ライ ト 色 (明る い 方 の 色 ) 


ノー マル と カゲ の 境 -+ カゲ 色 (暗い 方 の 色 ) 
で 塗り つぶ し に な り ま す 。 


ハイ ライ ト 





沙 り 分け 参考 色 ト レス 線 の 色 参 考 完成 


ペイ ント する 時 は 、 ペ イン ト パ レ ッ ト の 『 塗 りつ ぶし 』 を 設定 する と 、 人 簡単 
に 色 ト レス 線 を 塗り つ 志 すこ と が で きま す 。 
ここ に チェ ッ ク を 入れ た 色 の 色 ト レス 線 は 、 


浴 り つぶ す 範 囲 と 陸 接 し て いれ ば 、 そ の 範囲 内 
を ペイ ント し た と き に 一 緒 に 座り つぶ され ます 。 








緑 | [ 」 | | カス タム 2 
青 | [カス タム 3 





| | 境 身 第 護 
まり あぶ ふれ 


含む お 」 に し て お きま す 。 
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動画 用 紙 の 裏 に は 赤 で メ が 描か れ て いた り 、 色 鉛筆 で 色 が 塗っ て ある こと が 
あり ます 。 
赤 の メ … こ こ は 色 を 塗ら な いと ころ と いう 指示 で 通常 『 ヌ キ 」 と 呼び ます 。 
ペイ ント が 終わ っ た セル で は 、 必 ず (R, G, B) = (255, 255, 255) 
届 で お 8 直 お 。 
色鉛筆 の 塗り 分 け … キ ャ ラク ター の パー ツ や 、 ハ イラ イト 、 カ ゲ の 塗り 
分 け の 参考 で す 。 
どの 塗り 分 け か は 、 絵 を よく 見 て 判断 し ます 。 


送 光 の シー ン な ど 、 明 る い 方 が 少な い 絵 の 時 は 、 ノ ー マ ル と カゲ の 境 の 色 ト 
レス 線 を ノー マル 色 で 塗り つぶ し た 方 が きれ い に 仕上 が り ま す 。 






明る い 部 分 が 
8 く 2835 で しま 
いま す 。 





ノー マル で 塗り つぶ し カゲ 色 で 疲 り つぶ し 


輸 郭 線 を 強調 する な どの 理由 で 線 と 沙 り の 色 を 変え る 場合 も あり ます 。 
GT-2⑤⑪ G-4⑥⑤ の よう に トレ ス と ベイ ント が 別々 に 指示 され ます 。 


WM で Eee 
WM M__ Looaer 


な か せん 


(2) 内 線 (中 線 ) 


絵 の 中 に 入り 込ん で いる 線 で 、 ま わり を ベイ ント する と 見 えな く な っ て し ま 
う 部 分 の こと で す 。 線 が 見 える よう に 違う 色 で 葵 りつ ぶし ます 。 


ノー マル の 内 線 ①) 







ノー マル ① 


カゲ の 内 線 ① 


カゲ 色 ① 


BS-01 ①⑤ BG-15 ① 
の 雲 の 指定 が ーーーーー と 
2 人 6 BS-1 ①⑥ BU-2 ⑩。 「 
本 Bc-15 ①) 
BS-01 ⑤⑥) ャ ー BS-01① 
BU-2 ①) 
BS-1 ①) 
お 


内 線 が 見 えな いと 、 立 体 
感 の な い 絵 に な っ て し まい 
ます 。 
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(3 ベイ ント の 進め 方 
志和 和 ーー 


セル へ と いう よう に 、 一 つの フォ ル ダ ご 完成 させ て いき ます 。 


1 人 二 記 人 の) まつ の ペイ ンド し て いき ます 。 


まず 髪の毛 の ハイ ライ トト 部 分 を ベイ ント 


ん 、 ' ZSS 本 人 2 か 
も と 放 ! た \ 。 て ーー す "NN* et 民 。* = 褒 や 1 
有 まり U 1 E > 人 0 いい Pi Ye - て の 
ほ 、 72 
記 i ' ト 2 ま ー+ ネト ビブ 8 6 3 
1 入 2 3 入信 A5 


次 に 髪の毛 の カゲ 部 分 を ベイ ント 






人 89y 2 人 y INy New 


~ 戸 Ye の E ま の 


# ロ 日 
吉 1 * も 0 まい 


え 1 2 上 A3 4 


そし て 発 の 毛 の ノー マル 部 分 を ペイ ント 








次 の 部 分 へ 


絵 を 1 枚 ご と に 完成 させ る 方 法 も あり ます が 、 色 間違い な ど が 起き や すい た 
め 、 ミ ス の 少な いこ の 進め 方 を 推奨 し ます 。 
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(4) ペイ ント 後 の 確認 


ペイ ント し 終わ っ た セル の 人 准 り 忘れ や 、 色 の 間違い な ど を チェ ッ ク し ます 


@ 深 忘れ チェ ッ ク (彩色 チェ ッ ク ) 
いか を 確認 し ます 





b0001 TGA (*3) 二 - 
ミイ ント され で いる と ころ は 、 昧 く 
な り ま す 
色 が 抜け て いる と ころ は 曰く 、 色 ト 
は その まま の 色 で ョ # 





キク トロ ブー = / ク 画面 





3 チュ ュ プ ヶ ク を る 時計 


の 1 ピク セル が 見 える 


家 大 1 て チエ ツゲ 








この 画面 は スペ ー ス キー を 押す と 元 の 画面 に 戻り ます 。 


色 を 疹 り 忘 れ て いる 部 分 や 、 色 トレ ス が 残っ て いる と ころ が あれ ば 
も う 一 度 見 落と し が な いか 確認 し まし ょ 


旭 , ソフ 


L。 クマ 


画面 に 戻っ て 修正 し ます 。 修正 後 、 


の 


〇 ゝ 
⑦1 


⑨ 色 パカ チェ ッ ク (動画 チェ ッ ク ) 


色 パ カ と は 、 連 続 する 絵 が 動い た 時 に 、 急 に 色 が 変わ っ て 、 パ カバ パカ し て 
見 える 現象 の こと で す 。 
正しく な い 色 で ペイ ント され て いる と ころ が ある と 起こ り ま す の で 、『 動 
画 チ ェ ッ ク 表 示 』 を 使い 、 塗 り 間 違い が な いか を 確認 し ます 。 
[メニ ュー バー『 表 示 』 一 『 動 画 チ ェ ッ ク 表 示 』] 








クウ 








ここ を クリ ッ ク す る と 痛 
泉 色 が 設定 で きま す 。 
チェ ッ ク が し や すい 色 に 
じ 肖 RE よう 


団 フルカラー 
ロラ 2 抽 天 語 当り 
[」 准 択 男 囲 の 表示 








『 描 画 色 』 ボタ ン を クリ ッ 
ク す る と ツー ル バ パレ ッ ト に 入 
っ て いる 色 を 選択 し ます 。 


チェ ッ ク を する 時 の 画像 
の サイ ズ を 決め ます 。 
全体 が 見 える 大 き さ に し 
cu 





『OK』 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 『 動 画 チェ ッ ク 』 が 始ま り ま す 。 


色 パ カチ ェ ッ ク を する 時 は 、 ず っ と 動か し た まま だ と 見 落と し が で ます 。 
動き を 止め て 、1 枚 ずつ 前 後 の 絵 と 比べ て 間違い が な いか 確認 し て 下さ い 。 


【 の キー… 最 後 の セ モル を 表示  【 思 の キー… 1 枚 戻 る 
( の キー… ひ 最初 の セル を 表示  【 較 の キー…1 枚 進 む 
か ら 同 の キー… 連 続 再生 
(再生 速度 は ( 還 の キー が 一 番 速 く 、 人 i] の キー が 一 番 遅く な り ま す ) 
間違い が あれ ば 、 ス ペー スキ ー で 元 の 画面 に 戻し て 修正 し ます 。 
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(5) 枚数 の 確認 


ーー つの カッ ト で 、 全 て の セル が 完成 し た らち 、 そ の カッ ト 袋 に ある スキ ャ ン 机 
と 照ら し 合わ せ て 、 必 要 な セル の 枚数 が 揃っ て いる か を 確認 し 、 ベ イン ト 欄 に 
枚数 を 記入 し ます 。 

この 時 に 、 分 離 (75 ペ ー ジ 参照 ) な ど で ペ イン ト 時 に 新しく 作成 し た セル が 
ある 場合 は 、 そ の 枚数 も 記入 し ます 。 


最後 に 、 カ ッ ト 袋 の 中 身 が 揃っ て いる か を 確認 し て 終了 で す 。 


7 by の いる な 200W ド の ペイ ント 


H) BG 組 み 


BC 組み と は 、 セ ル に 描か れ た キャ ラク ター が BG で 描か れ た 建物 の 向こう に い 
る 場合 な ど に 、 セ ル と BG の 境界 を 違和感 な く 合 わせ る こと で 、 こ れ の 基準 と な 
る 線 を BG 組 み 線 と 言い ます 。 この 線 は 動画 に 描き 込ま れ て いる の で は な く 、 列 
紙 に 描か れ て いま す 。 


作業 で は 、BG 組 み 線 に 合わ せ て 必要 な 所 だ け を ペイ ント し ます 。 


BG 組 み 線 選 で BG 組 み 線 


2 BG 組 み 線 か ら は みだし て いま す 。 
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⑨⑥BG 組 み の 作業 の 仕方 
①BG 組 み 線 の スキ ャ ン デ ー タ を 先 に 


」 


kumi iA 


修 JE じ て お きま す 。 | 





























②BG 組 み が あ る セル を 開き ます 。 


8G 組 み 線 の アタ リ 








③『 ベ イン トバ パ レット 』 の 『 ラ イト テー ブル 』 を 詩 び ます 。 


ライ ト テ デー ブル を 選ん で 







『 例 録 』 を クリ ッ ク し 
トト オラ イト テー ブル 不 送 明 棄 5O] 先 
| ] 合 選 生 品 ト イェ モノ ト -・。 較 証 口 Bc 較 計 





① で 作成 し た 修正 済み の 
EC を 開き ます 。 


形式 ヽ | 全 そ 
内 容 表示 
線 画 を 読み 込む 
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④ 画 面 が 開く と この よう に な り ま す 。 


組み 線 動 画 が 下 に 表示 され ます 。 















ここ の チェ ッ ク を は ず す と 下 の 画 
像 が 一 時 的 に 消え ます 。 


ここ の 値 を 変え る と 下 の 画像 の 不 
施 明 度 が 変わ り ます 。 
Na 放 私 右 モン トー ン 菩 軸 口 Bo 


こる 選 必 ず チ ェ ッ ク を 大 人 C く だ さ Mis 
チェ ッ ク が 入っ て いる と 下 の 画 像 も 境界 線 と し て 扱わ れる の で 、 絵 の 外 に 色 が 流れ ませ 
ん が 、 入 っ て いな いと 下 の 画 像 は 認識 され ず 、 絵 の 外 に 色 が 流れ て し まい ます 。 








ーー = -eo001TGA 二 = 坪 








チェ ッ ク を 入れ た 場合 チェ ッ ク を 入れ て いな い 場 合 
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『 削 除 』 を クリ ッ ク し ライ ト テ ー ブ ル を 消せ 
ば 、 正 し い 位 置 で BG 組 み の 切 れ た 絵 が 完成 し 
CV ま 3 の: 












@ 登録 .1@6 カ ア | 宣 前 人 (bkM 
G4_mk1n:Daesktop Folder :… ト 1T2_845 :kurm1 Kunmt1.TG ぬ 
MM ライ ト テ ー ブ ナル 不 須 明 底 El5 
ト し 全 応 動 右 ロモ ント - ン 軒 証 口 ec 国 還 


mu001TGA 。 三 


完成 し た セル 





(2) セル 組み 


セル 組み と は 、 セ ル 重 ね の 中 で 、 上 に くる セル と 下 に くる セル の 境界 を 違 
和 感 な く 合 わせ る こと で 、 こ れ の 基準 と な る 線 の こと を セル 組み 線 と いい ま 





セル 組み 緑 


の の セッ ルレ 上 に くる セル 完成 画像 


70 


⑨ セ モル 組み の 作業 の 仕方 


基本 は BG 組 み の 作業 と 同じ で す 。BG 組 み 線 で は な く 、 組 み と な る セル を ライ 


ト テ ー ブ ル に 読み 込ん で 作業 し ます 。 


( 例 ) 














B セ ル (組み の ある セル ) 


①A セ ル を ライ ト テ ー ブ ル に 読み 
込み ます 。 


② 通 常 通 り ベ ペイ ント し ます 。 


③ ラ イト テー ブル を 消せ ば 完成 
1 きら 




















に に 一 ーー 


A セ ル (組み と な る セル ) 








PORCTLL 3 
































必 


便利 な ライ ト テ ー ブ ル で す が 、 読 み 込 ん だ セル に 色 が つい て いる と 、 そ の 部 分 
に は ペイ シン ト で きま せん 。 


( 例 ) 





A セ ルレ B セ ル (拡大 ) 


この 場合 に は 次 の よう に し ます 。 


① 組 み の 元 と な る ペイ ント 済み の セ 
ル を 、 別 名 で 、 デ スク トッ プ な ど 上 自 
分 の 分 か る と ころ に 保存 し ます 。 


スキ ャ ン デ ー タ で は 線 修 正 が され 
て いな い の で 、 必 ず 修 正 さ れ た ベイ 
ント 済み デー タ を 使用 し ます 。 

『 列 名 で 保存 』 する の を 訪れ な い 
の 0 結 必 で に ド さ いい 








② 別 名 保存 し た セル を 開き 、 実 線 の ャ ーー 一 aaaacayo 「 < 
み に し て 保存 し 、 閉 じ ま す 。 








7 2 





③ セ ル 組 み の あ る セル を 開き 、② で 
作成 し た セル を ライ ト テ ー ブ ル で 読 
み 込 み ま す 。 





③④ セル 組み の ある 部 分 を ベイ ント レ し 
ます 。 








⑧⑤⑧ ラ イト テー ブル で 読み 込ん だ 絵 に 
色 が つい て いる と 、 そ の 部 分 は ベイ 
ント され な い の で 、 必 要 な と ころ が 
ペイ シン トト で き な い こと が あり ます 。 
(この 絵 の 場 合 は ひで 囲ま れ た 部 分 
Sa 





ライ ド ゲ デー プル を 肖 お どこ うな か りお 9 
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この 場合 は ライ ン ツ ー ル や 鉛 
筆 ツ ー ル を 使っ て 線 を 区 切り 、 
ペペ 22RSSSIZ SD IE ます 。 





⑥ ラ イト テー ブル を 消し 、 残 り の 部 
分 を ペイ ント し て 完成 で す 。 
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(3) 分 離 


分 離 と は 、 絵 の 中 に ある 特定 の 色 を 選ん で 、 別 の レイ ヤー に 移動 させ た り 
新しく 書き 出し た りす る こと で す 。 
特殊 な 合成 や 透過 光 の セル を 作成 する 時 な ど に 使用 し ます 。 


⑤ 分 離 の 仕方 
バッ チ 処 理 パ レッ ト の 『 分 離 』 を 使用 し ます 。 







ここ に 分 離し た い 色 を 
登録 し ます 。 


チェ ッ ク の 人 っ た 行 が 
分 離 の 対象 に な り ま す 。 








上 1 王 ココ 
回 1 = 





ここ に チェ ッ ク を 入れ る と 、 リ スト で 指定 し た 色 
(指定 色 ) 以外 の 色 を 分 離 の 対象 と し ます 。 


設定 が 終わ れ ば 、『 全 実行 』 ま た は 『 実 行 』 で 、 分 離 を 実行 し ます 。 

『 全 実行 】 パレ ッ ト の 『 開 始 』 か ら 『 終 了 』 ま で に 指定 し た 全て の モル に 
対し て 分 離 を 行い ます 。 
自動 的 に 保存 され る の で 、 取 り 消 し が で きま せん 。 


『「 実 行 』 現在 表示 され て いる セル 、 一 枚 に 対し て の み 分 離 を 行い ます 。 
こち ら は 自動 的 に 保存 され な い の で 、 取 り 消 し が で きま す 。 
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・ レ イヤ ー の 移動 
( 例 ) この 状態 の 絵 を 使っ て 分 離し て み ま す 。 


寺 ロ a 1 ーー Pe ョ 豆 ロロ ーー ーー 
く ] バ アープ アン 
ルル - 1 2 ン Le 四 - ン ー 
還 - ー ダ デー プ k 
人 ーッ イェ % 1 
で 1 F 了 を ーー Fr 






























彩色 レイ ヤー ( 主 線 と 紗 り 色 を 表示 ) 


a. 主 線 を 彩色 レイ ヤー^ 移 動 





















「 彩 色 へ 」 に し ます 。 











モモ 線 レイ ヤー の 絵 


彩色 レイ ヤー に し か 無い 色 や 主 線 は 、 主 線 レイ ヤー に は 表示 され ませ ん 
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b、 主 線 以外 を 主 線 レイ ヤー 移動 














主 線 レイ ヤー の 絵 
主 線 レイ ヤー に ある 色 や 主 線 は 、 彩 色 レイ ヤー で も 表示 され ます 。 

・ 別 の フォ ル ダ へ 書き 出し 

( 例 ) 地面 に 落ち て いる キャ ラク ター の カゲ を 書き 出し て み ま す 。 
a ー ~T る |  $ 

































モー ド を 「 フ ォ ル ダ 」 に 
じ 埋 958 


書き 出す 時 の 設定 を し ま 
2 
(詳細 は 次 ペー ジ ) 







931 2950 599 
2 に 1 


SS っ 2SS 2S 
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『 設 定 』 ポ ボタ ン を クリ ッ ク し 、 分 離 設定 ダイ アロ グ を 開き ます 。 

























保存 形 式 

起 ) フ ァイル 名 その まま 

〇 新規 ファ イル 名 

ファ イル 番号 : か らち 
PR 


_ 分 苑 計時 肖 


〇 ① その まま 書き 出し 
俺 , 指定 色 で 書き 出し 一 引 


Le Lok _ 











分 座 設 定 


① 保 存 先 『 選 択 』 を クリ ッ ク し 、 新 し い セ モル を 保存 する 場所 を 決め ます 。 












人 き mt2_03 昌 を 


64.mk1G 


負 計 る は 


『 新 規 フ ォ ル ダ 』 を クリ ッ ク し ます 。 









| ディ と zr ッ eg ) 
新規 フォ ル ダ ー 名 < 


ES li 








ほ mt2_038 る eG54_mk1Q 






[rs 
[y 


Cr 
ー* 」 


新しい セル を 保存 する フォ ル ダ (ここ で は 
「A_kage」 ) を 作成 し ます 。 





] カレ ント ディ レク トリ ー に 余生 
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② 保 存 形 式 新しい セル の 名 前 を 決め ます 。 
保存 形式 ' 
介 フ ァイル 名 その まま | 元 の セル と 同じ で 良い 場合 は 、 こ ちら を チェ ッ 
() 新規 ファ イル 名 グ ト ます 。 
+ 一 別 の 名 前 に する 場合 は , こち ら で 設 定 し ます 。 


ファ イル 番号 : か ら 


形式 : | Targa ロ 





③ 分 離 "書き 出す 時 の 色 を 決め ます 。 





人族 一 」 元 の セル と 同じ で 良い 場合 は 、 こ ちら を チェ ッ 
〇 その まま 書き 出し みしま す 。 
意 指定 色 で 書き 出し + 一 別 の 色 に する 場合 は , こち ら で 設 定 し ます 。 












= 正 の 項 択 


W に 洋品 pass ahKIE 【 記 


ニー ニー nn 
。 [ 同 還 還 二 庄 Tr][5 | 


ここ を クリ ッ ク す る と 
色 が 作成 で きま す 。 

















Be..rmk 10:DesKtnhp 
Fo1der:rmt2.03d:A_Kade: 


保存 形式 . 
往 , フ ァイル 名 その まま 


〇 新規 ファ イル 名 


ファ イル 番号 か ちら 
形式 : | Taraa < 
分 疾 ① て ③ の 設定 が 終わ れ ば 『OK』 を クリ ッ ク し 、 
〇 その まま 書き 出し 分 離 を 実行 し ます 。 
介 指定 色 で 書き 出し 





新しく 作成 し た 「A_kage」 フォルダ の 中 に 、 地 面 の カゲ 部 分 の み が 、③ で 
指定 し た 色 に な っ て 書き 出さ れ て いま す 。 


回 rawoiiw = = wi ロ - 


, グ 電 , グ / , グ 


| 














ー_ 一 = も ーー ーー ss 


CM 


(4) 合 


合成 と は 、 絵 の 一 部 分 だ けが 動い て お り 、 そ ね れ 以外 は 完全 に 止ま っ て いる 場 
合 、 下 図 の よう に 動い て いる 部 分 だ け を 別 の 紙 に 描き 分 け て 、 ベ イン ト 時 に 重 
ね 合わ せる 方 法 で す 。 - 

動か な い 部 分 の 絵 を 「 合 成 親 」、 そ れ に 対し て 動い て いる 部 分 の み の 絵 を 
「 合 成子 」 と いい ます 。 動画 の 番号 は 、 親 な ら 「 合 成 親 あ 」 の よう に な っ て 
お り 、 子 は 「A1' 」 の よう に 数 字 の 有 上 に 「"” (ダッ シュ ) 」 が つい て 記入 され 
ce 









PSU 


ーーー ャ 「 一 mm ニー ニーーーーー 











| 一 一 
『 ーー た ・es'irm 上.| | 
| 
0 コ 呈 | E 還 時 時 
和 ニー 
_ 論 間 人 
親 fk 用 
| 
1 三 =H ョ 1 
子 完成 セル 


合成 が ある 時 は 、 タ イム シー ト に 合成 伝 票 が 付い て いた り 、 動 画 に 指示 が あ 
る の で 、 そ れ を 確認 し て 作業 し ます 。 





子 の 動画 番号 完成 する セル の 番号 


合成 伝票 の 例 動画 の 指示 の 例 


80 


⑤ 合 成 の 仕方 


① 親 セル の ペイ ント で きる と ころ を 作 
業 し ます 。 


子 セ モル を 重ね た 時 、 色 や 線 が 入る と 
5 の (PA20ASIEYG 28EH2088 

彩色 チェ ッ ク を し て お く と 後 が 楽 
3 


























② ① の セル を 『 す べ て を 選択 』 し 、 
ae esser pe 


③ 親 セル を 閉じ て 、 子 セル を 開き ます 。 


③ 子 セル の 主 線 レイ ヤー へ 、『 ペ ベー スト 』 し ます 。 
この 後 、 子 セル を ペイ ント する 時 に 、 間 違え て 親 の 部 分 を 変更 (バイ ント 、 消 去 な ど ) し 
で も ま ね れ ね お が だ の で すず 。 


⑤ 次 の 子 セ モル を 開い て 、① を くり 返し ます 。 


一 度 コ ピー し た ら 、 他 の も の を コピ ー (も し く は カッ ト ) する まで 、 毎 回 親 
セル を コピ ー す る 必要 は あり ませ ん 。 











『 ー 2 あ a は 一 











= ニー し 


子 に ペー スト し た 時 は 、 き ちん と し た 絵 に な っ て いる か 必ず 確認 を し まし ょ う 。 








⑥ 全 部 の 子 セ モル に ペー スト で きた ら 、 始 め の セ ル に 戻っ て 、 ベ イン ト で き て い 
な い 部 分 を 作業 し ます 。 

親 セ ル は その まま フォ ル ダ へ 入れ て お く と 最後 の 彩色 チェ ッ ク が や り に くい 
の で 、 そ の カッ ト の フォ ル ダ 内 に 別 の フォ ル ダ を 作成 し 、 そ ちら へ 移動 させ て 
SS ます 
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⑨⑥ 特 殊 な 合成 


PaintMan で は 、 主 線 レ イヤ ー に ある 線 、 色 が 優先 し て 表示 され る た め 、 中 に 
は 先ほど の 方 法 で 合成 の セル を 重ね て し まう と 、 次 の 例 の よう に きち ん と し た 
絵 に な ら な い 場 合 が あり ます 。 
























































腕 な ど が 消え て 、 絵 が お か し く な っ て し まい ます 。 


この 場合 は 次 の よう に し ます 。 








① 子 セル は ベイ ント を し た 後 、『 分 離 』 
を 使い 主 線 レイ ヤー で 色 が つい て いる 
状態 に し ます 。 








② 親 セル は 普通 に ペイ ント し 、『 す べ 
SG93883 お NSRSSIGSdllDs ま っ 














③ 子 セル の 彩色 レイ ヤー へ 『 ペ ー ス ト 』 
し 表 。 





子 セ ル の 色 が つい て いる レイ ヤー と 、 
親 セ ル を ペー スト する 先 の レイ ヤー が 
重要 な ポイ ント で す 。 
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(5) 色 置 換 
色 置 換 と は 、 絵 の 中 に ある 特定 の 色 を 別 の 色 に 置き 換え る こと で す 。 
⑨⑤ 色 置換 の 仕方 


バッ チ 処 理 パ レッ ト の 『 色 置換 』 を 使用 し ます 。 
( 例 ) キャ ラク ター の 色 を 変え て み ま す 。 


rsrA17g iL」 














左側 に 現在 の 色 を 登 
妹 し ます 。 


チェ ッ ク の 入っ た 行 
が 色 置 換 の 対象 に な り 
ます 。 





設定 が 終わ れ ば 、『 全 時 換 』 また は 『 置 換 』 で 、 色 置換 を 実行 し ます 。 


『「 全 置換 』 パレ ッ ト の 『 開 始 』 か ら 『 終 了 』 ま で に 指定 し た 全て の セル に 
対し て 色 置 換 を 行い ます 。 
自動 的 に 保存 され る の で 、 取 り 消 し が で きま せん 。 


『 置 換 』 現在 、 表示 され て いる セル 、 一 枚 に 対し て の み 色 置換 を 行い ます 。 
こち ら は 自動 的 に 保存 きれ な い の で 、 取 り 消 し が で きま す 。 


SJ 


洛 い 色 (スキ に な る 部 分 と 明度 が 近く 、 ペ イン ト し た こと が 分 か り に 

全 の ) POINT | 講 い 色 (キャ ラク ター の 王 線 と 明度 が 近く 、 正 し く ペ イン 
ト し て いる か 分 か り に くい 色 ) な ど は 、 ベ イン ト す る 時 、 別 の 分 か り や 

すい 色 に し て お いて 、 最 後に 色 置 換 で 正しい 色 に する と 、 作 業 ミ ス を 減 


ら の お S だ が 共 き ます 


(6) 透過 光 (T 光 ) 136 ペー ジ 参 照 ) 


ベイ ント で は 光る 部 分 を 通常 、 完 全 な 黒 (RG, B)=(0.0, 0) に し た セル を 作 
成 し ま す 。 


( 例 ) この キャ ラク ター の 目 を 光ら せま す 。 








① 普 通 に ペイ ント し て お きま す 。 
































品 ぇ 9 科 TTma (1 刀 斬 





⑨② (3) の 「 分 離 」 を 利用 し て 、 目 の 
部 分 の み を (R,G, B) =(0, 0, 0) で 、 別 
の フォ ル ダ に 表 き 出し ます 。 




















64 


(7) 自由 彩色 


色 析 定 担当 者 に 代わ っ て 、 そ の カッ ト の カカ ラー コーディネート を し な が ら ペ 
02 Nao CNS 

「 自 由 」 彩 色 だ か ら と いっ て 、 自 分 の 好き な 色 を 好き な よう に つけ て 島 い 訳 
で は あり ませ ん 。 そ の 作品 に 合っ た 色 使 い を 考え 、 カ ッ ト の 中 で は 色 に 偏り が 
が いま よう に 気 を 付け まし よう 。 


アニ メー ショ ン 制 作 は 、 通 常 、 複 数 の 人 間 で 工程 ご と に 分 担 し て 行い ます 。 

この 時 、 作 品 の 全 カ ッ ト の 色 は 、 色 指定 担当 者 が 決め る こと が 基本 で す が 、 
作品 中 特に 重要 で な い 人 物 や 小物 な ど が 多数 間 場 する 場合 、 そ の 1 つ ず つ 色 を 
決め て いく と 大 変 な 時 間 が か か っ て し まい ます 。 そ こ で 、 こ の よう な 時 、 色 指 
定 の 時 間 を 短縮 する た め に 「 自 由 彩 色 」 と 指定 を され ます 。 


8) 階 調 トレ ー ス 画像 の ベイ ント 


スキ ャ ン の 時 に 、 階 調 ト レー ス 処 理 さ れ た デー タ を 使用 し ます 。 
2 値 ト レー ス さ れ た 画像 と 違い 、 主 線 が 濃淡 の ある 状態 に な る の で 、 鉛筆 の 微 
な タッ チ を 残し た まま 住 上 げ る こと が で きま す 。 


了 調 トレ ー ス され た 画像 の レイ ヤー 構造 は 、 以 下 の よ うに な っ て いま す 。 















































彩色 レイ ヤー 障 調 線 レ イヤ ー 


細く な っ た 主 線 (境界 株) と 2 値 ト レー 主 線 が 濃 滞 の ある 状態 で 表示 され ます 。 
ス さ れ た 色 ト レス 線 を 表示 し ます 。 

こち ら の レイ ヤー に し か ペイ ント で きま 
せん 。 
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ゴミ 取り は 、 同 じ 部 分 を 彩色 レイ ヤー、 階 調 線 レイ ヤー 共に 行わ な いと 、 完 
に 消 ズ だ こ 必 選 全 な ませ ん 。 


また 、 境界 線 の 修正 は 、 2 値 ト レー ス さ れ た セル の よう に 丁寧 に 行う 必要 は あ 
り ま せん 。 

境界 線 の 色 で つなぐ と 、 完 成 し た 時 に そこ だ け は っ きり し た 線 が 出 て し まう 
た め 、 途 切れ て 塗り 分 けが 出来 な いと ころ の み を 、 ペ イン ト す る 色 で つなぎ ま 
ボ 。 

色 ト レス 線 の 修正 は 、 2 値 ト レー ス さ れ た モル と 同じ で す 。 階 調 線 レイ ヤー で 
の 修正 は 行い ませ ん 。 


その 他 は 、 通 常 の ペイ ント と 同じ よう に 作業 で きま す 。 


ペイ ント する 時 は 、「 ペ イン ト パ レ ッ ト 」 の 「 塗 りつ ぶし 」 に ある 「 境 界 線 
保護 」 に チェ ッ ク を 入れ て いる と 、 境界 線 が 保護 され 、 浴 りつ 記し ツー ル で 色 
を つけ る こと が で き な く な り ま す 。 境界 線 は 必ず (R, G, B) =(0, 0, 0) で 表示 され 
て いま す が 、 こ の 色 を 変え て し まう と 陵 調 線 レ イヤ ー で の 微妙 な 濃淡 が 出 な く 
な る 場合 が ある た めで す 。 


ペイ ント 時 に は 浴 り 忘れ が な いよ うに 注意 し ます 。 
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吉 6 革 特殊 効 池 


1. 特殊 効 洒 と は 

特殊 効果 ( 特 効 " と は 、 ペ イン ト さ れ た 絵 を 加工 する 工程 で す 。 

ここ で いう 特殊 効果 と は 「 最 新 の CC の 技術 を 駆使 し た 特殊 な 視覚 効果 」 で は 
な く 、 ペ イン ト の 工程 で で き な い 表現 (立体 感 や 質感 ) を 与え る も の で あり 、 
実際 の セル を 使用 し て いた 時 代 の 筆 タ ッ チ 、 ペ ンタ ッ チ 、 エ アブ ラシン な ど と 同 
じ 工 程 の も の で す 。 

コン ピュ ー タ ー 化 に より 、 こ の 工程 で 表現 で きる 幅 が か な り 広 が り ま し た 。 

使用 する ソフ ト の 機能 を より 多く 理解 し 、 内 容 に 合わ せ て 選ぶ こと か 必要 と 


70 
作品 の 雰囲気 を 順 ね ず に 、 い か に 求め られ た 表現 を で きる か が 大 切 で す 。 


2. 使 用 ツ ソフト 


特殊 効果 の 作業 は 主 に Photoshop (Ver5. 5 以上 推奨 ) を 使用 し ます 。 
し か し 求め られ る 効果 に よっ て は PaintMan で 作業 する こと も あり ます 。 


3. 特殊 効 灯 の 種類 
ここ で は 実 作業 の 中 で 、 比 較 的 よく 使用 する 特殊 効果 を 説明 し ます 。 
〇 ぼかし (88 ペ ー ジ 参照 ) 
タッ チ ブ プ ブラシ (91 ペー ジ 参 照 ) 
⑤ 質 感 プ ブラ シ (93 ペ ー ジ 参照 ) 
⑨⑥ 上 記 以 外 の 特殊 効果 (94 ペ ベー ジ 参 照 ) 
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4. 特殊 効果 の 作業 例 


は ほのか 上 (ガウ スズ ) 
赤らめ 、 地 面 の カゲ や 煙 な ど 、 形 を は っ きり させ た く な いも の に 使用 し ます 。 
ぼかし 具合 を パラ メー ター で 設定 する の で 、 カ ッ ト 内 で 連続 し た 絵 が 何 枚 も 
ある 場合 、 渡 さや 範囲 の 大 き さ 、 位 置 を 合わ せ や すく な り ま す 。 
Photoshop を 使用 し ます 。 
例 と し て キャ ラク ター の 類 の 赤らめ を 作成 し ます 。 


① ペ イン ト さ れ た セル を Photoshop で 開き ます 。 





キャ ラク ター の セル 赤らめ の セル 


② ① で 開い た セル を 重ね て 、 赤 ら め セ ル の 不要 な 部 分 (この 場合 は 白い 部 分 ) 
を 『 消 去 』 し ます 。 


守っ 不明 度 : [roo | 


ロ 防 困 


mn 





本 に 





還 計 sa。 mr 


レイ ギー バレ ッ ト 重ね た 状態 


必ず 重ね た 後 で 『 消 去 』 し まし ょ う 。 『 消去 』 し た 後 で 重ね て し まう 
と 位置 が ずれ て し まい ます 。 
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③ 赤 ら め を ぼかし ます 。 
ぼ ぽか し (ガウ ス ) 設定 ダイ アロ グ を 開き ます 。 
[メニ ュー バー 『 フ ィ ル タ 」』…『 ぼ か し 』 王 『 ぼ か し (ガウス) 』 


ぼかし (ガウ ス ) 


IM プレビュー 


効果 の 程度 に 合っ た 数 値 を 


10055 貴 
炭 誠 じ ま す : 


\ 牌 [G て ] ems 
生 人 





④ 不 要 な 部 分 (この 場合 は 肌 以 外 の 部 分 ) を 選択 し 、『 消 去 』 し ます 。 
赤らめ が 上 撃 や 服 に か か っ て いる と 見 た 目 が お か し く な る た めで す 。 
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(2) ぼかし (境界 を ぼかす ) 
隣り 合う 2 色 を 馴染 ませ る た め に 使用 し ます 。 
前 項 の ぼかし と 違い 、 こ ちら は 指定 し た 隣接 する 2 色 の 境界 の み に ぼ か し を 
か ける こと が で きま す (3 色 以 上 が 隣接 し て いる 場合 は 使用 で きま せん ) 。 
PaintMan を 使用 し ます 。 
例 と し て キャ ラク ター の ノー マル 色 と 影 色 の 境界 を ぼかし て み ま す 。 


①『 バ ッ チ 処理 パレ ッ ト 』 の 『 エ アブ ラ シ 効 果 』 を 表示 し ます 。 





左右 の カラ ー ボ ッ ク 
ス に 境界 を ぼかし た い 


チー の 0 色 を 入れ ます 。 


が 効果 の 対象 に な り ま 
Ke 

ぼかし の 強 さ を 入力 
じ 刺 ポ 。 


②『 実 行 』 ま た は 『 全 実行 』 を クリ ッ ク し ます 。 
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(3 クッ 2. の 
スピ ー ド 感 を 出し た り 、 風 を 表現 する 際 な ど に 使用 し ます 。 
Photoshop を 使用 し ます 
マウ ス で も 作業 で きま す が 、 ペ ンタ プ ブレット を 使用 する こと を 推奨 し ます 。 


例 と し て 下 の 絵 に タッ チ プ ブラ シ を か け て み ま す 。 





① 新 規 レ イヤ ー を 作成 し ます 。 


| レイ ャ ー、 坦 朗 区 、 | 
不明 


日 遂 MB 部 の 保護 


アタ リ が ある 場合 は 一 緒 に 重ね ます 。 








MI 


② オ プシ ョ ン パ レッ ト を 開き ます 。 





フェ ー ド : 所  ] 四 で 





フェ ー ド | 洋明 に 。 <| 





準 圧 盛 X 入 力 : | 選 強 さ し 摘 西 色 





『 筆 圧 感知 入力 』 の 『 強 さ 』 に 『 強 さ 』 は 自分 の 筆 圧 、 出 し た い 
チェ ッ ク を 入れ ます 。 雰囲気 に 合わ せ て 調節 し ます 。 


⑨③ プ ブラ シ パ レッ ト を 開き 、 効 果 に 合っ た ブラ シ を 選択 し ます 。 





③④ ① で 作成 し た 新規 レイ ヤー に タッ チ 線 を 描き ます 。 


スピ ー ド 感 が 出 まし た 。 
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「 se ・ タ ッ チ の 色 が 見 に くい 場合 、 見 や すい 色 で 作業 し 『 塗 りつ ぶし 』 で 
POINT | 任 語 の 色 に 変更 し ます 。 


[メニ ュー バー 『 編 集 』 一 『 沙 りつ ぶし 』]〕 
『 透 明 部 分 の 保護 』 に チェ ッ ク を 入れ て お いて 下さ い 、。 
・ タ ッ チ が 直線 で ある 場合 、『 ぼ か し (移動 ) 』 を 使用 する と 綺麗 に 
仕上 が り ま す 。 
[メニ ュー バー『 フ ィ ル タ J』 一 『 ぼ か し 』 一 『 ぼ か し (移動 ) 』] 
角度 は も の さ し ツ ー ル で は か る こと が で きま す 。 


(4) 質感 プラ シ 


より リア ル に 見 せ た い 時 に 、 ペ イン ト さ れ た セル に 質感 プラ シ を 加え ます 。 
Photoshop を 使用 し ます 。 
例 と し て 食べ 物 の 絵 に 質感 ブラ シン を 加え て み ま す 。 


① ペ イン ト デ ー タ を 開き 、 新 規 レ イヤ ー を 作成 し ます 。 






< | 不肖 明 底 : na yl 更 








送 明 部 人 み の 保護 


この 例 で は 、 レ イヤ ー1 で 作業 
し ます 。 


②⑨ 物 の 雰囲気 を 考え な が ら 作 業 し ます 。 
ぞ 和 れ に 合っ た ツー ル (エア プ デ テ ン 、 ララ デー ショ ン な ど ) を 梗 用 . ピ まゆ 





処理 前 
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(5) その 他 の 特殊 効果 

場合 に よっ て は 動画 の 線 の 雰囲気 (2 値 ト レー ス し て いな いも の ) を 利用 す 
る の も の り ます 。 

Photoshop を 使用 し ます 。 

ここ で は 例 と し て 煙 の セル を 作成 し て み ま す 。 


①『 レ ベル 補正 』 など で 不要 な 部 分 を で きる だ け (R,G, B) = (255, 255, 255) に 
し ます 。 こ の 時 、 線 の 雰囲気 を 損ね な いよ うに 注意 し て 調整 し ます 。 
不要 な 部 分 を 残し て いる と 、 全 て ゴミ に な っ て し まい ます 。 
(② 征 導 層間 志 択 し 、 ニ コビー し ます 。 
③ ク イッ クマ スク モー ド に 切り 替え て 、 ベ ペー スト し ます 。 
③④ 画像 絵画 モー ド に 戻し ます 。 
(R,G, B) = (255, 255, 255) に 近い 色 の 部 分 が 選択 され て いま す 。 
⑤ 選 択 範囲 を 反転 し ます 。 必 要 な 部 分 が 選択 きれ ます 。 
⑥ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 使 用 し た い 色 で 塗り つぶ し ます 。 
[メニ ュー バー『 編 集 』 一 『 塗 りつ ぶし 』 〕 
『 透 明 部 分 の 保護 』 の チェ ッ ク を は ず し て お いて 下さ い 。 





元 の 動画 作業 後 の デ ー タ 


94 


@) POINT 「 動画 の 究 囲 気 が そ の まま 出 ます 。 こ の 方 法 を 使用 する 場合 は 、 動 画 
作業 時 か ら 郭 囲 気 に 気 を つけ て 描い て お きま し ょ 2 う 。 


この 他 に も 特殊 効果 の 種類 は た くさ ん あり ます が 、 完成 まで の 決ま っ た 方 法 
は あり ませ ん 。 

ー つ の 表現 を 完成 させ る の に 、 い くつ も の や り 方 を 組み 合わ せる 場合 も あり 
ます 。 





ぼかし (ガワ ウス )+ グ ララ デー ショ ング ー ル 動画 の 雰囲気 を 利用 + ぼ か し (ガウ ス ) 


出来 上 が り を 意識 し な が ら 、 自 分 の 持つ 知識 と 技術 を 組み 合わ せ て 、 そ の 表 
現に 最も 適し た 方 法 を 考え て 作業 し て いき まし ょ 2 う 。 


(6) 保存 方 法 


ブラ シ の み の フ ォ ル ダ を 新規 に 作成 し 、 そ こ に 保存 し ます (A セ モル の ブラ シ の 
場合 「A br」 など) 。 


保存 形式 は レイ ヤー の 透明 状態 を 維持 で きる 『Photoshop (.psd) 』 を 推奨 し 
ます 。 同 じ フ ォ ル ダ 内 の デー タ は 必ず レイ ヤー 名 を 統一 し て くだ さい (「 レ イ 
ヤー1」 な ど ) 。 統一 され て いな いと 撮影 の 時 に 不具 合 が 生じ ます 。 

また 、 レ イヤ ー の 不 矯 明度 を 下げ た 状態 で 保存 し て いて も 、 撮 影 時 に 
CoreRETAS で 読み 込む と 自動 的 に 100% の 状態 に な っ て し まい 、 ブ ラ シ の 濃 さ な 
ど が 変わ っ て し まい ます の で 、 不 透明 度 は 必ず 100% に し て お きま す 。 

た だ し 、 本 章 で 紹介 し た 赤らめ の ブラ シ を や 質感 プラ シン の よう に 、 絵 の 中 に 完 
全 に 入っ て いる よう な 場合 は 、 絵 の セル に ブラ シ の レイ ヤー を 統合 し て も か ま 
いま せん (これ は 別々 に 保存 し た 場合 と 異な り 、 一 杉 の セル と し て 扱わ れる の 
で 撮影 時 の 負担 が 軽減 され る か ら で す ) 。 

この 場合 の 保存 形式 は 『Targa (. tga) 』 を 推奨 し ます 。 フ ァイル 名 、 フ ォ ル 
ダ 名 は 絵 の セ ル の まま で す (修正 する 場合 も 考え て 、 統 合 前 の 元 デ ー タ も 残し 
で 3 きけ 。 


以上 で 、 特 殊 効 果 の 作業 は 終了 で す 。 
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穫 7 音 撮影 


唱 EEM 取 京 ク 


1. 撮影 と は 


撮影 と は 、 セ ル や 背景 、CG な ど 別 工程 で 作成 し た 素材 を コン ボ ジ ッ ト (合成 ) 
し 、 場 合 に よっ て は 様々 な エフ ェクト を 使用 し て 映像 を 完成 させ る 工程 で す 。 

指示 通り に 数 値 を 入力 し た り 、 合 成す る だ け の 単純 作業 で は あり ませ ん 。 各 
カッ ト や シー ン の つなが り を イメ ー ジ し 、 か つ 、 必要 な カメ ラ ワ ー ク や CG を 理 
解 し 、 作 品 に 合っ た 映像 を 作り 出す こと が 必要 と な り ま す 。 
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2. 撮影 作業 の 流れ 


カッ ト を 取る == ョ 


ケ ジ ュ ー ル を 確認 し て 、 作 業 を 
進め ます 。 


シー ト れ ち | ce | 


| (108 ペー ジ お ま 照 ) (162 ペー ジ 参 照 ) 





| (128 ペー ジ 参 照 ) 


其 
誠 


種 効果 
| (134 ペー ジ 参 照 ) 


書き 出し (レン ダリ ング ) 


(156 ペー ジ 参 照 ) 


ャ 
コン ポジ ッ ト (合成 )、 エ フェ クト 処理 


(163 ペー ジ 参 照 ) 





0 に コッ タプ 4 


日 


紅 m 


カッ ト の 内 容 に よっ て は 、CoreRETAS の み の 作業 と それ 以降 の 作業 が 必要 
と な る こと が あり ます 。 明 終 的 に は 演出 、 監 督 、 プ ロ デ ュ ー サ ー の チェ ッ ク 
が 入り 納品 し ます 。 
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3. 使用 ソフト 


(1) 使用 ソフ ト 
CoreRETAS を 使用 し ます (本 書 で は 、CoreRETAS5. 8. 2J を 使用 し て いま す )。 


②) 作業 画面 








作業 画面 


(D)ー@⑥ 往 、 メニュー 当ら 開く こざ この 09 


① セ ル バ ン ク 
(『 ウ ィ ン ド ウ 』 一 『 セ ル バ ン ク 骨 
人 癌 録 し た セル や 背景 が 表示 され ます 。 


② タ イム シー トウ ィ ン ド ウ 
【 フ ァイル デー タ を 開く と 表示 され ます ] 


タイ ムシ ー ト に 記入 し て ある 情報 を 登録 し ます 。 こ の ウィ ンド ウ で カ 
メラ ワー ク や 、 セ ル ご と の 移動 、 回 転 、 拡 大 、 縮 小 な ども 設定 で きま す 。 


③ レ イマ ヤー 設定 パレ ッ ト 
『 ウ ィ ン ド ウ 』 ーー『 レ イヤ ー 設 定 軸 
統 録 し た セル や 背景 の 合成 モー ド 、 透 過 指 定 を 設定 し ます 。 


④ ス テー ジウ ィ ン ド ウ 
財 ウ ィ ン ド ウ 』 一 『 ス テー ジ 
タイ ムシ ー ト ウィ ンド ウ に 登録 し た セル や 背景 が 表示 され ます 。 こ の 
ウィ ンド ウ で カメ ラ ワ ー ク や 、 セ ル ご と の 移動 、 回 転 、 拡 大 、 縮 小 な ど 
も 設定 で きま す 。 


⑤ 描 画 ウ ィ ン ド ウ 
(『 ウ ィ ン ド ウ 』 一 『 描 画 ウ ィ ン ド ウ 』 
レン ダリ ング し た 画像 が 表示 され ます 。 
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4. タイ ムシ ー ト を 読み 取る 


タイ ムシ ー ト と は 、 そ の カッ ト の セル の 置き 換え 順 や カメ ラ ワ ー ク な ど を 
時 間 軸 に 沿っ て 記入 し た 進行 表 の こと で す 。 

アニ メー ショ ン 制 作 で は 、 通 常 、 複 数 の 人 間 で 工程 ご と に 作業 を 分 担 し て 
行う た め 、 制 作 に 関わ る 様々 な 情報 を 各 工 程 の スタ ッ フ 間 で 共有 する 必要 が 
あり ます 。 タ イム シー ト も 、 そ れ ら の 情報 を 共有 する た め の 手 段 の ひと つと 
し て 用 いら れ て いま す 。 











6@ ら の 











6 還 「、 本 1- 届 0 Pt 人 SD (ーー 


提 較 議 = 








時 
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② 


③ 


⑥ 


作品 名 、 話 数 、 カ ッ ト 番 号 、 尺 (時間) な ど が 記入 され て いま す 。 





キーーーーーーーーー n 守 
らら ダレ ル / の 


上 図 の 場合 、 作 品名 は 「MUNT02」、 話 数 は 「6j、 カ ッ ト 番 号 は 「43」、 
尺 は 「1+12」 となり ます 。 
県 紅 AICOENT らち 札内 きれ 、 〇 人 は 秒 、N は アレ ー ム と な り ま うす 。 『1 が 12」 


1 秒 と 12 ラプ レー あと いう こと に な り ま す 。 


て 24 フレ ー ム 撮影 の 場合 、24 フレ ー ム で 1 秒 と な り ま 
POINT | す 。 前 ペー ジ の タイ ムシ ー ト は 144 フレ ー ム あり ます の 
で 、1 枚 で 6 秒 分 表せ る と いう こと に な り ま す 。 


カメ ラ ワ ー ク や 各種 効果 な ど 、 撮 影 指 示 が 記入 され て いま す 。 


MEM0 一 ーーーーーー ーー 
ャ イィ 5 の ーー 





上 図 の 場合 、T.B の カメ ラ ワ ー ク が 必要 と な り ま す 32 ペー ジ 参 照 )。 


各 セ ル ご と の 原画 番号 と その タイ ミン グ 、 及 び 中 割り の 指示 が 記 
入 さ れ て いま す 。 中 割り の 指示 は 原画 と 原画 の 間 の 黒い 点 で され 
て いま す 。 ま た 、 作 画 の アタ リ と し て 入っ て いる 絵 は A 印 で 示さ れ 
て いま す 。 ま た 、 こ の よう に BOOK を 挟む 位置 が 欄外 に 示さ れ て いる 
場合 も あり ます 。 


セリ フ や SE (Sound Effect。 効果 音 ) の タイ ミン グ が 記入 され て 
いま す 。 


各 セ ル ご と の 動画 番号 と その タイ ミン グ 、 及び BOOK の 位置 な ど が 、 
③ の 欄 の 指示 に 対応 する 形 で 記入 され て いま す 。 
この 欄 に 記入 され て いる 番号 が 、 セ ル 番 号 と な り ま す 。 


カメ ラ ワ ー ク の タイ ミン グ が 記入 され て いま す 。 
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③ と ⑤ の 欄 に つい て 、 数 字 の 下 に ある 空白 は 、 直 前 の 数 字 が 省略 され て 
いる た め の も の で す 。 同じ 動画 が 2 コマ 、 も し く は 3 コマ 続く 場合 は 、 こ 
に 7 の で の の 全 に の 
様 、 直 前 の 数 字 が 省略 され て いる た め の も の で す 。 同じ 動画 が 4 コマ 以上 
続く 場合 は 、 こ の よう に 示さ れ て いま す 。 

A セル の 欄 に ある 「 止 メ 」 と は 、 全 尺 (その カッ ト の 始め か ら 終 わり ま 
で ) その 動画 を 使用 する と いう 指示 で す 。 

C セル の 欄 に ある X 印 と 、 そ れ に 続く 波線 で 記入 され た 部 分 は 、 絵 が 何 
も な Ua まお きれ る が と 只 び まま 2 

また 、 ③ー⑥ の 欄 に か け て 横 に 引か れ て いる 黒い 太線 は 、 そ の カッ ト の 
尺 の 終わ り を 示し て お り 、① の 欄 の 尺 の 表記 と 対応 する 形 で 書か れ て いま 
5 


5. 新規 作成 


CoreRETAS を 起動 する と 、 新 規 タ イム シー ト ダ イア ログ が 表示 され ます 。 
タイ ムシ ー ト の 内 容 を 、 こ こ に 入力 し て いき ます 。 


新規 タイ ムシ ー ト 













タイ ムシ ー ト 名 : mt2_5881tsf 








(※) 
カメ ラサ イズ ( 幅 ) : 
Oi 四 05a) に 
⑥ 
(⑦ 
⑧ FPS 
シー ト 表 示 : ⑨ 


1 ベ ページ の フレ ー ム 次 : 
に 人 0 ドラ ドン 


ら る 





新規 タイ ムシ ー ト ダイ アロ グ 
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① タ イム シー ト 名 
タイ ムシ ー ト の 名 前 (ファ イル 名 ) を 入力 し ます 。 
拡張 子 (、tsf) は 必ず つけ た 状態 に し ます 。 


② フ レー ム 数 
タイ ムシ ー ト に 記入 され て いる フレ ー ム 数 (コマ 数 ) を 入力 し ます 。 


レイ ヤー 数 
グイ ムシ ー ト で 使用 し て いる レイ ヤー 数 を 入力 し ます 。 最大 100 レイ ヤー 
ま 人 で 主 半 で きま す 。 


④⑧ カ メラ サイ ズ 
9608200 の 2. ルーム ポス を が 罰 05 ま が 
最小 値 は 60 メ 60pixe1、 最 大 値 は 8000X8000pixel で す 。 


⑥ カ メラ サイ ズ テ ンプ レー トメ ニュ ー 
カメ ラサ イズ が 登録 され て いま す 。④ で 直接 入力 が 可能 で す が 、 代 表 的 な カ 
メラ サイ ズ な ら こ こ か ら 選 ん で 設定 する こと も で きま す 。 


マッ カス タム 


01 320 * 123 
02 . 320 * 240 
03 640 * 345 
04 640 * 480 


05 6G45 * 456 
06 720 * 480 


D ご 48 
05 720 * 540 
09 720* 576 
10: 768 * 576 





⑥ 単 位 
CoreRETAS 内 で 使用 する 単位 を 選択 し ます 。 
pixel の 他 に 、mm、inch が 選択 で きま す 。 


Y plxel 
mm 
inch 
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⑦ 基 準 解像度 
100 フレ ー ム サイ ズ を スキ ャ ン し た 時 の 解像度 を 入力 し ます 。 


⑧FPS 
1 秒 あ た り の フレ ー ム 数 を 入力 し ます 。 


⑨ シ ー ト 表示 
タイ ムシ ー ト の フレ ー ム を どの よう に 表示 する か 設定 し ます 。 ここ で 設定 
され た 項目 が 、@ の フレ ー ム 数 の 入力 欄 の 右側 (※) に 表示 され ます 。 
この 選択 に に っ て 、② の フレ ー ム 数 の 入力 方 法 を 変更 で きま す 。 


秒 + フレ ー ム 秒 と フレ ー ム 番号 の 組み 合わ せ で 表示 し ます 。 
フィ ー ト フィ ャ ー ド 0 あま 5 
フレ ー ム ナン パー 最初 の フレ ー ム か ら の 通し 番号 で 表示 し ます 。 

〆 ペー ジ 、 フ レー ム ナ ン パ ー ペー ジ 数 と フレ ー ム ナン バー を 併記 で 表示 し ます 。 





⑩1 ペー ジ の フレ ー ム 数 
1 枚 の タイ ムシ ー ト に 記入 可能 な フレ ー ム 数 を 入力 し ます 。 


⑪ ガ イド ライ ン 


タイ ムシ ー ト ウィ ンド ウ を 読み や すく する た め 、 一 定 間隔 で 区 切り を 入れ 
ます 。 入力 し た 数 字 (フレ ー ム ) ご と に ライ ン が 引か れ ま す 。 


全て の 欄 に 入力 し 、『OK』 を クリ ッ ク す る と 、 設 定 し た 作業 画面 が 表示 され ま 
す 。 
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6. 素材 の 登録 


必要 な セル 、 背 景 な ど を CoreRETAS に 登録 し ます 。 
全 回 は 「MUNTO 一 時 の 台 を 越え を て ー」 か ら C-588 を 使用 し て 進め て いき ます 。 
素材 を 登録 する 前 に 、 ど の 素材 が 作業 に 必要 な の か を タイ ムシ ー ト と デー タ 
を 見 て 確認 し ます 。 


(1) 依 録 前 の 確認 





LA mt2_58B 。  a0001 TCA 
4b a0002 TCA 

LM bg マ a0001 TCA 

a0004 TGA 
a0005 CA 
a0006 TCA 
a0007 C ょ 
a00Q& TCA 


な 


s0009 TOA 
a0010.TCA 
a0011 TCA 
a0012 TCA 
a9013 TCA 


1 a0014 TCA 
1 本 | aGO1S TCA | 
ーーーーーーー ーー ニニ ーーーーーーーーーーーーー ト ーー 
カッ ト の 名 前 和合 ゲ デ ー グ ( AM 王 15 ) 


セル 、 蘭 、、 レ イア ント 
( A、B、BG、LO ) 


還 語 同 還 円 生還 司 四 回 


C-588 フォ ル ダ 内 に は A、B、BG、LO フォ ル ダ が 存在 し ます 。 

ここ で は 全て の 素材 が 必要 で す の で A セ モル 、B セル 、BG、LO を 登録 する こと 
を 確認 し ます 。 この うち 、L0 は 完成 画面 に 直接 関わ る 素材 で は あり ませ ん が 、 
各 工 程 で 作成 し た 素材 の 位置 関係 を 合わ せる 際 の 基準 と し て 使用 する た め 、 登 
録 が 必要 と な り ま す 。 詳 し く は 、 こ の 後 の 項目 で 説明 し ます 。 


(2) セル の 登録 


4 トト 





セル バン ク を 開き ます 。 
セル バン ク 内 の 『 更 新 』 ボタ ン の 左 パ ネル か ら 登 録 す る セル 名 を 選択 し ます 。 
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1 
・】 
「 っ 1 


ォ ー を 選択 。 こ の 数 は 新規 タイ ムシ ー ト 作成 時 の レイ ヤー 数 に よ 
っ て 決ま り ま す 。 


A を 選択 後 2 つ 右 横 の 『 登 録 ...』 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
『 登 録 ..』 ボ タン を クリ ッ ク す る と 、『 セ ル バ ン ク の 登録 』 の 


オー プン ダイ アロ グ が 表示 され る の で C-588 の A フォ ル ダ を 選択 
= た 。 (5 


| 


ト " ョ oO00 さ iCA 1 
想 ) 3B003 TCA 
| BOO04 TGA 
本 sa9003 TEA 
| a9O00w TEA 
ビ sa9007 TCA 


4O00 TCA 
記 asQQ09 TCA 
区 aoOiD TGA 


区 | 0011 TCA 
Sa0052TCA 

RDOL3 TCA 
区 | 40014 TEA 
記 adiSTCA 


ー で =" : ・ A フォ ル ダ 内 の ファ イル デー タ を 選択 し (どの 
芝 ′ て の 仙 和 の ワ ィ ー ソ 31 計 この 5 デー タ で も 構い ませ ん ) 右 下 の 『 開 く 』 ポ タン を 
一 テイ 尼 吉 詩 セ ルル 時 MW と する る ク リ ッ ク す る か 、 ジジ 千 7 ル ダ 内 の デー タ を ダブ ルク 
下 ッ ク し ます 。 








編 録 を 行う と 、 セ ル バ ン ク に その 画像 が 表示 され る と 共に ファ イル 名 や 画像 
サイ ズ な どの 情報 が 表示 され ます 。 









本 2 1.TCA +43 .1455s 0083 玩 天 午 00 マ 
LT 電 の 


尼 記名 
の 下 更 更 e 志 本 村 記 


同様 に B セル ん を セル バン ク の 『B』 に 、L0 素材 を 『C』 に 登録 し ます 。 


To ) 一 枚 だ け 登 録 す る の で あれ ば 、 そ の デー クタ を 選択 し て 
POINT | 一 板 の み 』 ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
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セル バン ク に 登録 され た 画像 は 自動 的 に 連 番 が 割り 当て られ 
ます (登録 する デー タ の 番号 が 小さ い 順 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 順 に 
決定 され ます )。 

この 番号 を 『 セ ル 番 号 』 と 呼び 、 タ イム シー トウ ィ ン ド ウ で 
登録 する 番号 と な り ま す 。 





セル 番号 


この 『 セ ル 番 号 』 と 休 録 し た ファ イル 名 の 数 字 部 分 を 同じ に し な いと 作業 上 
混乱 が 生じ ます の で 、 必 ず 同 じ 番 号 に な る よう に 確認 し ます 。 


eno まれ に セル の 中 に は 欠番 が 存在 し 、 番 号 通 り に 並ん で いな い 場 合 
@ POINT が あり ます 。 こ の よう な 場合 、 琴 録 用 の オー プン ダイ アロ グ の 左下 
『 フ ァイル 名 を セル 番号 と する 』 に チェ ッ ク を 入れ て 登録 する と ファ 
イル 名 の 番号 が その まま セル 番号 と な り 、 番 号 の ずれ が な く な り ま 


す 。 


記 式 : 全て の 画像 フォ ー マ 。 還 割 ( 一 枚 の み ) 


ァイル 名 を セル 鼻 号 と する 





(3) 背景 の 登録 

背景 は 通常 、 位 置 合 わせ を 済ま せ た LO や BOOK を レイ ヤー と し て 保持 し た 状 
態 の も の を 使用 し ます 。 そ の た め 、 保 存 形 式 は 『photoshop (.psd)』 を と る こ 
と が 一 般 的 で す 。 


ロッ ク IlzlFle 55 欄 


レイ ヤー 情報 が 複数 存在 
(この よう に 背景 は 作成 し て 
お きま す ) 





Photoshop の レイ ヤー 画面 
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この よう な 素材 を セル バン ク に 登録 する 場合 は 手順 が 少し 異な り ま す 。 

セル バン ク の FBG』 を 選択 し て 、『 登 録 ..』 を クリ ッ ク 後 、 登 録 用 オー プン 
ダイ アロ グ で 、BG フォ ル ダ の 『588_bg.psd』 を 選択 し て 、『 開 く 』 ボタ ン を クリ ッ 
グ : し ます 

する と 新た な 選択 画面 に その 素材 が 持っ て いる 各 レ イヤ ー 名 が 表示 され ます 。 
ここ で は 背景 を 選択 し て 『OK』」 ボ タン を クリ ッ ク し ます 作 IMAGE』 を 選択 する 
と Photoshop で の レイ ヤー 表示 を 統合 し た 形 で 登録 され ます )。 


1 時 


1O 
調 拓 1MACGE 


3 ーー piyu さ 9 に 


EE Pr 
(キャ ン セル ) 細 記 時 99 














セル バン ク に 背景 が 登録 され 、 
セル 番号 が 割り 当て られ ます 。 





続い て 背景 の LO0 レイ ヤー を セル バン ク の 『D』 に 登録 し ます 。 
これ で 必要 な 素材 の 登録 は 完了 で す 。 セ モル バ ンク に は 以下 の よう に それ ぞ れ 
素材 が 辿 録 され て いま す 。 





-BG 588_bg.psd の 背景 レイ ヤー 
A A セル 動画 いて 15) 


B セル 動画 (1 て 4) 


588_bg. psd の LO レイ ヤー 











セル バン ク 『C』 と 『D』 に は 同じ LO が 登録 され て いる よう に 見 えま す が 、 
psd 形式 は 位置 や 透明 度 と いっ た 情報 も 一 緒 に 登録 され る の で 、 位 置 合 わせ の 
際 の 使用 方 法 が 異な り ま す 。 こ ちら も 詳し く は この 後 の 項目 で 説明 し ます 。 
位置 合わ せ の 作業 が や りや すい よう に 、LO の 登録 は 、 一 番 上 の レイ ヤー に し 
て お あま うす 
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7. シー ト 抹 ち 

シー ト 打 ちと は 、 タ イム シー ト に 書か れ て いる セル 番号 を タイ ムシ ー ト ウィ 
ンド の 0900 と で ず 

必要 な 素材 を 登録 し 終え た ら シ ー ト 打ち に 入り ます 。 

は じ め に タイ ムシ ー ト ウィ ンド ウ 内 の 名 称 と 意味 を 説明 し ます 。 


2 で の 2 デート ウイン ドウ 





29 ドリ ワイ ン 層 有 2 
① フ レー ム 
ノレ ー ム の 位置 を 表し 、 必 ず 「1」 か ら 始 まり ます 。 ま た フレ ー ム の 他 に 、 
秒 表 示 や フィ ー ト 表示 で 表す こと が で きま す 。 
【 メ ニュ ー バ パー『 タ イム シー ト 』 一 『 シ ー ト の 設定 』 一 『 一 般 』ー『 シ ー ト 表示 有 


② レ イヤ ー 
シー ト 上 で の 縦 一 列 ご と を 「 レ イヤ ー」 と 呼び 、 左 か ら MCAM メラ レイ 
ヤー)』『-BG』『A』『B』『C』 … と 表示 され て いま す 。 重ね 合う 際 に は 左側 の 
レイ ヤー ほど 下 に 、 右 側 の レイ ヤー ほど 上 に 配置 され ます 。 


CAM 





= の 
ココ オーーー 一 * ぁ 
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た だ し 、 カ メラ レイ ヤー は 常に 一 番 上 の レイ ヤー に 配置 され ます 。 
また 、 カ メラ レイ ヤー は 、『 セ ル 番 号 』 『 透 明度 』 を 持ち ませ ん 。 


③ セ ル バ ン ク 選択 メニ ュー 
その レイ ヤー が どの セル バン ク を 読み 込む な の か を 選択 し ます 。 新規 作成 時 


は 『-Bc』 レイ ヤー は 『-BG』 セル バン ク 、『A』 レイ ヤー は 『A』 セル バン ク の 


よう に 同じ 名 称 通 り に 割り 当て られ て いま す 。 
複数 の レイ ヤー で ひと つの セル バン ク を 共有 する 場合 は 、 こ の メニ ュー で 


選択 し ます 。 


『D』】 の セル バン ク を 読み 込む 





『A』 の セル バン ク を 読み 込む 


③④ タッ プ 絆 択 メ ニュ ー 
その レイ ヤー が どの タッ プ に 接続 され る か を 選択 し ます 。 同じ 番号 が 選択 


され た レイ ヤー 同士 は グル ー プ 化 さ れ ま す 。 
グル ー プ 化 と は 、 複 数 の レイ ヤー を ひと つの まとまり と し て 扱う こと で す 。 


これ に より 、 グ ルー プ 内 の ある ひと つの レイ ヤー を 操作 する だ け で 、 グ ルー 
プ 内 の その 他 全 て の レイ ヤー を 連動 きせ る こと が で きま す 。 こ の 時 、 関 連 す 


る パラ メー ター の 設定 は 自動 で 更新 され ます 。 
新規 作成 時 で は 、『AJ レイ ヤー は 『#O1」、『B』 レイ ヤー は PH02』… の よう 


に 各 レイ ヤー に は 単独 の 番号 が 割り 当て られ て いま す 。 


ーー = 
回 財 
補 補 補 。 裕 0 
ビー に m つ 左 図 の 場合 『A』 レイ ヤー の 動作 に 
に A 時 6 『B』、『C』 レ イヤ ー が 連動 し ます 。 


な お 、CoreRETAS 上 で の タッ プ と は 、 あ くま で 各 レ イヤ ー を つなぐ も の の 象 
微 と し て の 語 で あり 、 実 際 の タッ プ と の 関連 は あり ませ ん 。 
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⑤ 入 力 パ ラメ ー タ ー 選 紀 メ ニュ ー 
各 パ ラメ ー タ ー の 数 値 を 入力 する 場合 、 こ の メニ ュー で 切り 替え て 選択 し 
ます 。 


層 番 号 セル 番号 を 入力 し ます 。 

T 位置 X 

T 位置 Y 

T 位置 Z グル ー プ 化し た レイ ヤー の パラ メー ター を 設定 し ます 。 

T 7- 秋 頭 文字 の 『T』 は 『 タ ッ プ 』 を 表し て お り 、 グ ルー プ 

T スー-LY 化し て いる 場合 、 こ この パラ メー ター で 設定 する と 連動 

まま 

T 回 転 CoreRETAS で 表示 され る XY,Z の 値 は それ ぞ れ 横 位 置 、 

T 中 心 X 縦 位置 、 レ イヤ ー の 重なり 位置 に な り ま す 。 

T 中 心 Y 

位置 X 

位置 Y 

メ 7ー ル X 

妨 - ル Y 各 レ イヤ ー の パラ メー ター の 設定 を し ます 。 レイヤー 
ニ 単体 で 設定 を 入力 する 際 に は ここ を 使用 し ます 。 

回 転 

中 心 X 

中 心 Y 

透明 度 透明 度 を 設定 し ます 。0 (透明 ) … 100 (不透明 ) 

モッ ョ ツ 7 テー モー ショ ンプ ラー の 割合 を 設定 し ます 。 





モー ショ ンプ ブラ ー と は 、 物 体 も し く は カメ ラ の 移動 に 
よる 動き の ブレ を 表現 する 効果 を 指し ます 。 
0 (な し ) ~ 100 (最大 ) 


(6) 宅 2 デス スッ チ 
セル 、 背 基 レ イヤ ー に ある セル レイ ヤー スイ ッ チ を オフ に する こと に よっ 
て 描画 の 対象 か ら 外 し ます 。 オ フ に し て も 描画 の 対象 か ら 外 れる だ け で 、 設 
定 し た パラ メー ター な ど に 影響 は あり ませ ん 。 
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⑦ サ プレ イヤ ー ス イッ チ 
この スイ ッ チ を クリ ッ ク す る と 、 サ プレ イヤ ー が 壮 褒 ます 。 サ プレ イヤ ー 
は 通常 の レイ ヤー と 同様 に 扱う こと が で き 、 こ こ に セル 番号 を 登録 する と 、 
元 の レイ ヤー に ある セル と 合成 され ます 。 グ ルー プ 化 と は 違い 、 ま と め て ひ 
と つの レイ ヤー と し て 認識 され る た め 、 元 の レイ ヤー の 設定 が サブ プ レ イヤ ー 
に も その まま 反 影 され ます 。 


ここ を クリ ッ ク し て 開く 
セル バン ク 選 択 メ ニュ ー 





セル レイ ヤー の 右側 が 上 に 、 


これ で ひと つの レイ ヤー 


(⑧ 登 録 選択 男 囲 
シー ト 上 で 数 値 入 力 や パラ メー ター の 設定 を 行う 範囲 で す 。 セ ル の 場合 、 
セル 番号 を 入力 する こと に よっ て 画像 を 登録 する こと が で きま す 。 ま た 中 割 
りや コピ ー、 ペ ベー スト な どの 対象 輸 囲 と な り ま す 。 


(⑨ シ 2ー ド エリ アテ / キー フン レー ムキ リア 2 アッ ンー の 
セル 番号 や パラ メー ター の 数 値 を 入力 する 
エリ ア を シー ト エ リア と 呼び 、 キ ー フ レー ム 2 
を 表示 する エリ ア を キー フレ ー ム エリ ア と 呼 Eo 


び ま す 。 ま た 入力 する 個々 の 領域 を 『 デ ー タ 
セル J と 呼び 、 キ ー フ レー ム エ リ ア は 必ず 隣 
の デー タ セ ル と 一 緒 に 選択 され ます 。 





キー プレ ー ム エリ ア 
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(2) シー ト 打 ちの 作業 例 


右 図 の タイ ムシ ー ト を 使用 し て 、 実 際 
に に ーー に で 2 の 0 し うつ 。 




















①A セル の シー ト を 入力 し て いき ます 。1…4 フ レーム 目 まで を マウ ス で 選択 し 
ます 。 す る と 1 て 4 フレ ー ム 目 が 登録 選択 範 囲 と な り ま す 。 


1 4 フレ ー ム 目 
が 登録 選択 範囲 に な 
り ま 間 。 





1 フレ ー ム 月 か ら 4 フ レーム ょ ふ 目 を 
ドラ ッ グ する と … 

② 次 に 「1」 を 入力 し ます 。 こ れ で 1 4 フレ ー ム 目 に は セル 番号 の 「1」 が 登 

録 さ れ た 形 に な り ま す 。 入 力 が 終わ る と 登録 選択 範囲 は その まま 下 の フ レー 

ム に 移動 し ます 。 


4 フレ ー ム 分 の 登 
録 選択 男 肝 が 下 に 移 
動 し ます 。 





( 注 ) セル 番号 を 消去 する 場合 は 、 消 去 し た い 範 囲 を 設定 し て 「0」 を 登録 し ま 
す 。 


あと は 同様 に タイ ムシ ー ト 通り に 数 値 を 入力 し ます 。A セル が 終わ れ ば B セ 
ル も 入力 し ます 。 
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次 に 背景 の 入力 を 行い ます 。 タ イム シー ト に は 通常 、 背 薄 を 使用 する 指示 の 
記入 は あり ませ ん が 、CoreRETAS で は セル と 同様 に タイ ムシ ー ト ウィ ンド ウ へ 
の 登録 が 必要 で す 。 

今回 の 背景 は 1 枚 だ け で す の で 、『-BG』 レイ ヤー の 1 フレ ー ム 目 か ら 最 後 の 
フレ ー ム まで を 選択 し ます 。 

選択 が 終わ れ ば 『BG』 の セル 番号 「1」 を 入力 し ます 。 

これ で 全て の フレ ー ム に 硝 景 が 登録 され ん た こと に な り ま す 。 


ーー ト に yu 
レン 全て の フレ ー ム を 範囲 に する に は その レイ ヤー を ダブ ルク リッ ク 
POINT | する と 科 単 に 行え ます 。 
ミ ょ させ アア プー 
また 、 長 い フ レー ム を 登録 選択 範囲 に する 場合 、 ス ター ト フ レー 


ム を クリ ッ ク し た 後 、 任 意 の フレ ー ム を 【 條 i キー を 押し な が ら ク 


Ke の あ た り を ダブ ル 
グ の 以 必 グ の 5 ます 。 


簡単 に 全て の プレ ー 
ム を 選択 で きま す 。 





スタ ー ト フレ ー ム を 
選択 し ます 。 


ビー 









任意 の ラス ト フ レー 
ム を 【 隔 則 キ ー を 押 ( 
な が ら ク リッ ク し ます 


簡単 に 一 まとまり の 
フレ ー ム を 選択 で きま 
す 。 
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8. ス テージ 
次 に カメ ラ ワ ー ク を 設定 し ます 。 


AZ ベー ッッ 0 人 肘 





スーン ウイ 2 の ド 必 


① ス テー ジ エ リ ア 
カメ ラフ レー ム と シー ト で 登録 し た 画像 が 表示 され ます 。 ス テー ジ の 
天 き きき 人 机 信介 な どる 人 見 る や 介 が で きま す 。 
[メニ ュー バー 『CoreRETAS』 一 『 環 境 設定 』 一 『 ス テー ジ 』 
キー を 押し な が ら マ ウス で ドラ ッ グ する と 画像 の スク ロー ル が 
の 2 に 


② 数 値 入力 エ リア 
操作 対象 の 位置 《、Y、2、 ス ケー ル (〈、Y)、 回 転 、 中 心 の 各 数 値 を 
直接 入力 する こと が で きま す 。 雪 値 入 カエ リア で 入力 し て も タイ ムシ ー 
トウ ィ ン ド ウ で 入力 し て も 結果 は 同じ で す 。 
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タッ プ / レイ ヤー 協 災 項 え タ プ 
『 タ ッ プ 』 と 『 レ イヤ ー』 を 切り 知 え ます 。 
グル ー プ 化し た レイ ヤー を 操作 する 場合 は 『 タ ッ プ 』 に 、 単 独 で レイ 
ャ ー を 操作 する 場合 は 『 レ イヤ ー』 に 切り 替え ます 。 


③④ タッ プ / レイ ヤー 選択 ボタ ン 
③ の 切り 替え に 応じ て 操作 対象 と な る 『 タ ッ プ 」』 もしくは 『 レ イヤ ー』 
を 選択 し ます 。 カメ ラフ レー ム は 『 タ ッ プ 』『 レ イヤ ー』 の どちら で も 名 
称 は 『CAM』 と 表示 され ます 。 


⑤ 設 定 項目 選択 ボタ ン 
ステ ー ジ 上 で の 操作 の 対象 と な る 項目 を 選択 し ます 。 


位置 設定 


操作 対象 の 位置 を 設定 し ます 。 


スケ ー ル 設定 
操作 対象 の スケ ー ル (大 き さ ) を 設定 し ます 。 
ステ ー ジ エリ ア 内 で ドラ ッ グ すれ ば 縦横 の 比率 を 保ち な が ら 拡 大 
箱 小 が 行え ます 。 
(二天 キー を 押し た まま マウ ス を 左右 に ドラ ッ グ する と 横 の ス 
ケー ル が 、 上 下 に ドラ ッ グ する と 縦 の スケ ー ル が 変化 し ます 。 


回 転 設定 


操作 対象 の 回 転 を 設定 し ます 。 


中 心 設定 
操作 対象 の 中 心 点 を 設定 し ます 。 
中 心 点 は 、『 ス ケー ル 』 や 『 回 転 』 の 中 心 と な り ま す 。 
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虫 め が ね ツー ル 
ステ ー ジ を 拡大 、 も し く は 縮小 し て 表示 し ます 。 
拡大 し た い 部 分 を クリック する と そこ を 中 心 に 拡大 表示 され ま 
す 。 縮 小 表示 を する に は [tim] キー を 押し た まま クリ ッ ク し ます 。 


|$ | 連続 キー フレ ー ム 設定 ボタ ン 
連続 キー フレ ー ム を 設定 し ます 。 連 続 キ ー フ レー ム は 前 後に キ 
ー フ レー ム が ある 状態 で 中 割り を 行っ た 場合 「 中 間 点 」 と し て 中 
割り され ます 。 


| | 非 連続 キー フレ ー ム 設定 ボタ ン 
非 連 続 キ ー フ レー ム を 設定 し ます 。 非 連続 キー フレ ー ム は 前 後 
に キー フレ ー ム が ある 状態 で 中 割り を 行っ た 場合 「 始 点 」「 終 点 」 
と し て 中 割り され ます 。 


SH の キー フレ ー ム と は 、 位 置 や スケ ー ル な どの 変化 に あたる 
@ POINT | イレ ト と な る フレ ー ム の こと で す 。 キ ー フ レー ム を 打つ 
こと に よっ て 、 任 意 の ウレ イヤ ー を 時 間 軸 に 沿っ て 変化 させ 
る こと が で きま す 。 こ れ を 中 割り と いい ます 。 
タイ ムシ ー ト に 「O 〇 OO フレ ー ム 目 か ら 〇 〇 フレ ー ム 目 ま 
で 」 と いっ た 時 間 的 範囲 が 記さ れ て いる 場合 、 そ の 始点 と 
終点 に キー フレ ー ム を 打ち ます 。 


連続 キー フレ ー ム と 非 連 続 キ ー フ レー ム の 違い 





キー フレ ー ム 始点 一 一 9- キー フレ ー ム 婚 京 一 国 還 琴 ョ 
自 還 盾 11 _33 | 

問 具 JE 吾 し | er 

画 |_I i9O 

画 四 EE 華 

っ 655 

キー フレ ー ム 終点 一 国 計 革 - 

キー フレ ー ム 中 間 点 一 一 国 信 証 部 
キー フレ ー ム 始点 -| 上 

画 恒 チ 再 

し eso | 

画 共 E: 画 

十 紀 - 

キー フレ ー ム 終点 一 一 本 還 659: キー フレ ー ム 終 上 京 ーー に 666 





連続 キー フレ ー ム 非 連 続 キ ー フ レー ム 


前 述 の よう に 連続 キー フレ ー ム は 始点 か ら 終点 で ひと つの 中 割り 、 非 連 
続 キ ー フ レー ム は 連続 性 は な く な り 個 別に 中 割り され ます 。 曲 線 の よう に 
な め ら か な 中 割り を 行う 場合 は 、 連 続 キ ー フ レー ム を 設定 し ます 。 
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キー フレ ー ム 解除 ボタ ン 
選択 キー フレ ー ム を 解除 し ます 。 
解除 し た い キ ー フ レー ム を 選択 し て 解除 ボタ ン 押 すか 、 キ ー フ 
レー ム が 設定 され て いる フレ ー ム を 選択 し て 全 記 + 回 を 押す こ 
と に よっ て 解除 が で きま す 。 


自動 中 割り モー ド ボ タ ン 
この ボタ ン を オン に する と 『 自 動 中 割り モー ド 』 に 設定 され 、 
位置 や スケ ー ル な ど を ステ ー ジ 上 で 変更 し た 際 に 自動 で 中 割り が 
実行 され ます 。 


⑥ 表 示 モ ー ド 選択 ボタ ン 
ステ ー ジ 上 で の 表示 モー ド を 選択 し ます 。 


語 革 本 表示 ボタ ン / 画像 表示 ボタ ン 
オフ に する と 基本 表示 が 選択 され て 、 ス テー ジ 上 に 配 加 さ れ て 
いる 画像 の 外 枠 を 表示 し その 他 は 何 も 到 示し ませ ん 。 
オン に する と 画像 表示 が 選択 され て 、 ス テー ジ 上 に 配置 され て 
いる 画像 を 表示 し ます 。 


る uo 基本 表示 の 方 が コン ピュ ー タ ー に か か る 負荷 は 少な いた め 、 
( ゅ POINT | レート 持ち ゃ や プレビュー の 作業 時 は 基本 表示 に し て お き 、 ス テ 


ー ジ 上 で 確認 する 時 の み 画 像 表示 に 切り 替え る と よい で し ょ う 。 


輪 部 線 ボタ ン 
オン に する と 透過 部 分 (120 ページ 参照 ) の ある 素材 の 輪郭 線 
を 表示 し ます 。 


全て の キー フ レー ム 
オン に する と ステ ー ジ ウィ ンド ウ に レイ ヤー の 持つ 全て の キー 
アル レー た を 家 示 し まず 。 
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全て の フレ ー ム 
22 民 9 ろ あお ステ ー ジ ウイ ンド ウ に レイ ヤー の 全 で の プレ ー ム スム 
を 表示 し ます 。 


フレ ー ム の 軌跡 
オン に する と ステ ー ジ ウィ ンド ウ に フレ ー ム の 軌跡 を 表示 し ま 
す 。 フ レー ム の 軌跡 は レイ ヤー の 中 心 点 を つない だ 線 と し て 表示 
され ます 。 


タッ プ 表 示 
オン に する と タッ プ の マー ク が 表示 され ます 。 
また 、 カ メラ フレ ー ム に は 安全 フレ ー ム が 表示 され ます 。 


較 | グリ y8NRSR 
オン に する と ステ ー ジ ウィ ンド ウ に グリ ッ ド が 表示 され ます 。 
グリ ッ ド の 大 き さ は 3 種類 あり 変更 可能 で す 。 
[メニ ュー バー 『CoreRETAS』 一 『 環 境 設定 】 一 『 ス テー ジ 』 一 『 グ リッ ド 有 』 


②⑦ フ レー ム 制 御 パ ネル 
フレ ー ム を 制御 する パネ ル で す 。 


2 . 数 値 入力 で 目的 の フレ ー ム を 呼び 
山東 較 5 

最初 の フレ ー ム に 移動 し ます 。 
最後 の フレ ー ム に 移動 し ます 。 
ひと つ 前 の フレ ー ム に 移動 し ます 。 
e. ひと つ 後 の フレ ー ム に 移動 し ます 。 
f. フレ ー ム を 再生 し ます 。 

g. フレ ー ム の 再生 を 停止 し ます 。 


ご い 


NF 





⑳⑯ ン レー ペラ イグ テ 
フレ ー ム を 連続 的 に コン トロ ー ル する スラ イ ダー で す 。 
スラ イダ ー を ドラ ッ グ する と それ に 応じ て フレ ー ム が 移動 し ます 。 
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9 の レイ ヤー の 操作 は 、 タ イム シー トウ ィ ン ド ウ み の 入 力 パ ラメ ー 
POINT | 生計 メ ニュ ー、 ス テー ジウ ィ ン ド ウ の 数 休 入 カエ リア 、 ス 
テー ジ エ リ ア の どれ で 行っ て や 構い ませ ん 。 

見 た 目 で 直感 的 、 感 覚 的 に 操作 する 方 が や りや すい 場合 は ス 
テー ジ エ リ ア で 、 厳 密 な 数 値 を 入力 し て 操作 する 方 が や りや す 
い 場 合 は 入力 パラ メー ター 選択 メニ ュー、 も し く は 数 値 入力 エ 
リア で 作業 二 ま す 。 


(2) カメ ラフ レー ム の 位置 設定 の 準備 


下図 は 前 項 で シー ト 打 ち を 行っ た 素材 を ステ ー ジ ウィ ンド ウ で 表示 し て いま 
す 。 内側 の 赤 枠 は カメ ラフ レー ム 、 外 側 の 青 枠 は 背景 、 中 に ある 緑 梓 は セル 素 
材 と な っ て いま す 。 





) 県 ーー 
原 カメ ラフ レー ム ( 赤 ) 






ーー セル ( 緑 ) 





背景 ( 青 ) 


ステ ー ジ 上 で は 原点 が 存在 し 、 登 録 し た 素材 の サイ ズ に 関係 な く 左 上 が 原点 
と し て 配置 され ます 。 この まま で は 位置 の ズレ が 生じ て いる の で 、 修 正 を し な 
けれ ば な り ま せん 。 この 修正 の 際 に 基準 と し て 使用 きれ る の が LO で す 。 まず 
は 、 セ ル と カメ ラフ レー ム の 位置 を 合わ せる た め に 、 セル バン ク IMC』 に 登録 し 
て いる LO を 使用 し ます 。 

ご の 0 了 は 形 2 レ と 同 問 全 性 サ イズ で スキ ャ ンジ し て いる の で 、 ス テー ジ 上 で も 
LO と セル は 同じ 位置 、 サ イズ 関係 に な り ま す 。 

で は 、 セ ル バ ン ク WC』 に 登録 し て いる LO の シー ト エ リア 全 尺 分 に 「1」 を 入 
PH 

これ で セル の 上 に LO が 表示 され まし た 。 


1 


L0 が 透過 され て いる の で 
線 が 重なり 、 画 後 の 判 断 が 
難し く な っ て いま す 。 





し か し 、 これ で は 上 図 の よう に どこ が LO な の か が 判断 し に くい 状態 で す 。 LO 
も セル と 同じ よう に 2 値 ト レー ス 処理 を し て いま す の で 、「 ヌ キ 」 部 分 が 認識 さ 
れ て いま す 。 こ の 「 ヌ キ 」 部 分 を 「 透 過 」 と 言い ます 。 

これ を 「 不 透過 」 に 変更 する た め に 、 レ イヤ ー 設 定 パ レッ ト を 使用 し ます 。 


(3) レイ ヤー 設定 パレ ッ ト 


「 不 透過 } な どの 合成 、 透過 指定 を 設定 する に は レイ ヤー 設定 パレ ッ ト を 使用 
し ます 。 


遂 過 指 定 「 全面 不 透 過 _』 詞 


69 @ @@@ 





レイ ヤー 段 定 パ レッ ト 


① レ イヤ ー 選 択 ボ タン 
操作 対象 と な る レイ ヤー を 切り 替え ます 。 レイ ヤー 名 の 部 分 を クリ ッ ク す 
る と ポッ プア ッ プ メニ ュー が 開き 、 任 意 の レイ ヤー が 選択 で きま す 。 
また 、 左右 の 矢印 ボタ ン を 使用 し て も 切り 替え る こと が で きま す 。 


② 切 り 替 え タ ブ 
切り 夫 え タブ に は 『 プ レビ ュー』 『 設 定 』 の 2 種類 が あり ます 。 
『 プ レビ ュー』 の ウィ ンド ウ で は 、 各 セル の 確認 が で きま す 。 
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a. ひと つ 前 の フレ ー ム に 移動 し ます 。 

b. ひと つつ 後 の フ レー ム に 移動 し ます 。 

c. レイ ヤー に 登録 され て いる 画像 を 
再生 し ます 。 

d. フレ ー ム の 再生 を 停止 し ます 。 

e. プ レビ ュー の メモ リ を 更新 し ます 。 
(シー ト 変 更 や 画像 変更 時 に 使用 ) 


QG の つの ビ 





③ 合 成 モ ー ド 
レイ ヤー の 合成 モー ド を 設定 し ます 。 


④ 透 過 指定 
レイ ヤー に 対す る 透過 の 指定 を し ます 。 
以下 の 透過 モー ド が 使用 で きま す 。 
日 透過 
(R,G, B) = (255, 255, 255) の 部 分 を 箕 過 部 分 と し て 扱い ます 。 
e 穫 過 
アル ファ チャ ン ネ ル を 使用 し て 短 過 部 分 を 決定 し ます 。 
( 白 = 不 透 過 、 黒 = 透過 ) 


e (反転 ) 稀 過 
アル ファ チャ ン ネ ル を 使用 し て 透過 部 分 を 決定 し ます 。 
( 白 = 和 爺 過 、 黒 = 不 透 過 ) 


全面 不 遮 過 
すべ て 不 透 過 に な り ま す 。 


cec (カラー マッ ト ) 透過 
マッ トカ ラー を 使用 し て 透過 部 分 を 決定 し ます 。 
ぐ < コラ ムジ ww チ ャ ン ネ ル 


CG の 色 を 構成 し て いる R,G,B や C,M,YJ」K と いっ た 各色 の 情報 を チャ ン ネ ル と 言い 、 
ge チャンネル と は 、 画 像 処理 ソフ ト に よっ て 使用 可能 な 、 さ ら に も う 一 つの 白黒 の み の チ ャ 


ン ネ ル で す 。 主 に グラ デー ショ ン が つい た マス ク (効果 が 及ぶ 範囲 と 及ば な い 範 囲 を 区 分 
する た め の 素 材 ) に 使用 され ます 。 





は 


⑤ マ ッ ト カ ラー 
合成 モー ド の c( カ ラー マッ ト ) 透過 を 選択 時 に 使用 で きま す 。 
アル ファ マッ ト を 検索 し 自動 的 に 透過 部 分 を 選択 し ます 。 


クリ ッ ク す る と 自動 的 に アル ファ 
マッ ト を 検索 し ます 。 


検索 し た アル ファ マッ ト の 色 が 表 
示さ れ ま す 。 ダ ブル クリ ッ ク で カラ ー 
パレ ッ ト を 開き 、 任 意 の 色 に 変更 で 
きま 5 





⑥ ス ムー ジン グ 
ポジ に ま 念 よじ レイ ヤー に スム ー ジ ング (アン チエ イリ アス ) を 適用 し ます 。 


(の メイ バル ング 
オン に する と レイ ヤー の 画像 を X 方 向 、Y 方 向 に 対 し て 繰り 返し 並べ る 効 
果 を 得る こと が で きま す 。 


(4) カメ ラフ レー ム の 位置 設定 


LO を 全面 不 透 過 に し て み ま し ょ う 。 レイ ヤー 設定 パレ ッ ト で LO が 登録 され 
て いる 『C』 を 選択 し 、 透 過 指 定か ら 『 全 面 不 透 過 』 を 選択 し ます 。 
これ で 遂 過 部 分 が な く な り 、 カ メラ フレ ー ム の 位置 合わ せ が し や すく な り ま 





透過 の 場合 
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カメ ラフ レー ム の 位置 を 、LO の 撮影 フク レー ム に 合わ せま す 。 
まず 、 タ イム シー トウ ィ ン ド ウ で 1 フレ ー ム 目 を クリ ッ ク し ます 。 


1 フレ ー ム 有 目 を クリ ッ ク 。 こ れ に より 
1 フレ ー ム 目 を 設定 する こと に な り ま す 。 





次 に ステ ー ジ ウィ ンド ウ で タッ プ に 切り 替え て 『CAM』 を 選択 し ます 。 
設定 項目 選択 ボタ ン か ら 移 動 設 定 を クリ ッ ク し 、 カ メラ フレ ー ム を 移動 で きる 
状態 に し ます 。 
タッ プ に 切り 替え 






『CAM』 を 選択 







| caullp | 較 2% の 田 人 AN 
2] 較 | 。 | 還 EECx0 症 回 に か 


L__ 移動 設定 を クリ ッ ク 


ono カメ ラフ レー ム を 設定 を する 時 は 常に 『 タ ッ プ 』 で 設定 する よ 
(@ POINT | うに し ます 。 中 心 点 お カメ ラフ レー ム の 中 心 に 位置 する の で カメ 


ラ ワ ー ク に 適し て いる か ら で す 。 






ステ ー ジ 上 で カメ ラフ レー ム を LO の 撮影 フラ レー ム に 合わ せま す 。 


カメ ラフ レー ム と LO の 撮影 
フレ ー ム が 同じ 位置 
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で は カメ ラ の タイ ムシ ー ト を 見 て み ま し ょ う 。 下図 の よう に WT 位置 X』 の 1 
フレ ー ム 目 と 2 フレ ー ム 目 以 降 の 数 値 が 違う は ず で す 。 こ れ は LO に 合わ せ て カ 
メラ フレ ー ム の 位置 を 設定 し た の が 』 フレ ー ム 目 の み で 、 2 フレ ー ム 目 以降 は 
設定 し て お ら ず 初期 位置 の まま で ある た めで す 。 同様 に 『T 仁 置 Y』 も 1 フレ ー 
ム 有 目 と 2 フレ ー ム 目 以降 の 数 値 が 違い ます 。 


1i フレ ー ム 目 の み L0 に 合わ せ た 位 置 に な 
っ て いま す 。 


2 フレ ー ム 目 以降 は 初期 位置 の まま で す 。 





2 フレ ー ム 目 以降 の 位置 を 設定 し て み ま し ょ 2。 

タイ ムシ ー ト の 『CAM』 の 全て の フレ ー ム を 選択 し ます 。 左 上 の 入力 数 値 が 1 
フレ ー ム 目 の 数 値 と 同じ に な り ま す 。 この 状態 で 【mtgj キ ー を 押す と 2 フレ ー ム 
目 以降 も 1 フレ ー ム 上 有 目 と 同じ 数 値 、 す な わ ち 同じ 位置 に 設定 され ます 。 

『T 位置 Y』 も 同様 の 手順 で 設定 し ます 。 





トーーーーー ダブ ルク リッ ク で 全て の フレ ー ム を 選択 し ます 。 
登録 選択 範囲 の 一 番 上 の 数 値 が 左上 の 場所 に 反映 
され ます 。 

左上 の 数 値 が 1 フレーム 目 と 同じ な の を 確認 し 
て [ 候 ts 呈 キー を クリ ッ ク し ます 。 


全て の フレ ー ム が 同じ 数 値 に な り ま す 。 
『T 位置 YJ も 同様 の 手順 で 設定 し ます 。 
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カメ ラフ レー ム の 位置 設定 が 終わ り ま し た 。 
これ で 1L0 は 不要 と な り ま す の で 、 ク イム シー トト の 『6U レイ ヤー の セル レイ 
ヤー スイ ッ チ を オフ に し て LO を 描画 の 対象 か ら 外 し ます 。 


る ぶ POINT | . ピ 定 項 目 選択 ボタ ン 内 の 『 自 動 中 割り モー ド ボ タ ン 』 を 
オン に する こと に よっ て 作業 の 短縮 を は か れ ま す 。 


『 自 動 中 割り モー ド ボ ポタ ン 』 を オン に し て 
カメ ラフ レー ム を 移動 させ る と 、2 フレ ー ム 
目 以降 も 同じ 数 値 に な り ま す 。 





た だ し 、 設定 する フレ ー ム の 他 に キー フレ ー ム が 存在 する と 、 そ の 間 は 自動 的 
に 中 割り され て し まう の で 注意 が 必要 で す 。 


例え ば 『 自 動 中 割り モー ド ボ タ ン 』 を オン に し て いる 状態 で 、1 フレ ー ム 且 に 
キー フレ ー ム を 設定 し 、6 フレ ー ム 目 の 位置 を 変更 する と 6 フレ ー ム 目 に も キー 
フレ ー ム が 設定 され 、 そ の 間 が 中 割り され で て いま す 。 


OBS2ー | 





1 を | 7349 | 
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(5) 背景 の 位置 設定 


続い て 背景 の 位置 を 設定 し ます 。 手 順 は カメ ラフ レー ム の 時 と 同じ に な り ま 
す 。 先程 は セル と 同じ サイ ズ で スキ ャ ン し た LO を 使用 し まし た が 、 今回 は 背 
景 の LO0 レイ ヤー を 使用 し ます 。 な ぜ な ら 、 psd 形式 を CoreRETAS で 登録 する と 、 
Photoshop で の 位置 関係 を 保っ た まま 登録 され ん る た めで す 。 で は 、 CoreRETAS に 
登録 し た 時 と Photoshop で 開い た 時 と の 位置 関係 を 確認 し て み ま し ょ 2。 











CoreRETAS で の 位置 関係 Photoshop で の 位置 関係 


上 図 の 様 に 、 ど ちら の ソフ ト で も 同じ 位置 に LO が 配置 され て いる こと が 分 
か り ま す 。 

また 、 レ イヤ ー パ レッ ト を 見 て み ま し ょ う 。 穫 過 指定 が 『o 透 過 』 に な っ て 
いま す 。 こ れ は psd 形式 で は LO レイ ヤー は 下図 の よう に 透過 部 分 が 存在 する た 
めで ず 。 






透過 部 分 が … 


CoreRETAS で は 、 
『e 透 過 』 と し て 誰 
Photoshop デー タ 識 さ れ ま す 。 
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で は 、『-BcG』 セル の 背景 と 『D』 セル の LO の 位 軒 関 係 を 保っ た まま 移動 させ 
昌 局 
ここ で グル ー プ 人 化 汰 本 定 レ し ます 。 


タイ ムシ ー ト ウィ ンド ウ で 、『-BG』 の 『 タ ッ プ J』 を 『D』 セル と 同じ 『H04』 
に し ます ( 逆 に 04』 を 『-BG』 に し て も 構い ませ ん )。 





これ で 、『-BG』 セル と 『D』 セル が 連動 し ます 。 


グル ー プ 化し た レイ ヤー を 連動 させ る 際 は 『 タ ッ プ 』 で 設定 し ます の で 、 ス 
テー ジウ ィ ン ド ウ で 『 タ ッ プ 』 に 切り 替え 『H04』 を 選択 し ます 。 

続い て 、『D』 セル の L0 の 撮影 フク レー ム を ステ ー ジ 上 で の カメ ラフ レー ム に 合 
わせ る よう に 移動 し ます 。 移 動 す る と 背景 も 一 緒 に 移動 し ます 。 


これ で 背景 の 位置 が 設定 で きま し た 。 カ メラ フレ ー ム の 時 と 同じ よう に 全て 
の フレ ー ム で 移動 し た 位置 に 設定 し て お きま す 。 最 後に 『D』 セル の セル レイ 
ヤー スイ ッ チ を オフ に し て 描画 の 対象 か ら 外 し ます 。 

以上 で 必要 な 位置 設定 は 終了 で す 。 





2 ば 


9. カ メラ ワー ク と 各種 効果 の 追加 
(0 カメ ラウ ワー ク 


CoreRETAS で 行う カメ ラ ワ ー ク は 、 主 に パン 、 ス ライ ド 、 トド ラック ツ アッツ 、 
トラ ッ ク バ ッ ク 、 フ ォ ロ ー、 画 面 動 な ど が あり ます 。 


⑥ フ ィ ッ クス (FIX) 
カメ ラ が 固定 され て いる 状態 の こと で す 。 通 
常 、 特 に 指示 され る こと は あり ませ ん が 、 複 数 






7 と こと で た, イ 









Le osu | 

の カッ ト に 渡っ て 同じ 素材 を 兼用 する 場合 な ど に セキ ーー 1 

必 お oN Ialt = 三重 | 

で 、 カ ッ ト ご と に 個別 の フレ ー ム 指示 が ある 際 。 オー 一 

9 2 Hm 5 ass 

に 、「 〇 フレ ー ム で FIX」 な ど と いう 形 で 指示 ーー エイ ーーーー ーー 

半 し ER 3 [ae 

ZOS まま 72N 0 アッ この の 5 ーー トイ エーーーーー 

IS2CIe ま 9 二 | 

ある カッ ト 内 で 、 ある 素材 に つい て 、 ンー だ パ ーー キオ ーーーーー 
| 

に 対し て の 位置 が 常に 回 定 さ れ て いる 場合 そ は EE 








の 素材 を 指し て 、「 〇 は FIX」 な ど と いう 形 で タイ ムシ ー ト 記入 例 
指示 され る こと も あり ます 。 


⑨ パ ン (PAN) 
カメ ラ を 横 や 縦 、 斜め に 移動 させ る こと で す 。 上 に 限定 し て 移動 さき せる こ 
と を パン アッ プ (PAN UP) 、 下 に 限定 し て 移動 さき せる こと を パン ダウ ン (PAN 
DOWN) 、 素 早く 移動 きせ る こと を クイ ッ ク バ パン (Q.PAN) と いい ます 。Core 
RETAS で は 、 カ メラ フレ ー ム を タイ ムシ ー ト と フレ ー ム の 指示 に 合わ せ て 移 
動 さ せる こと で 表現 し ます (141 ペー ジ 参 照 )。 






(4 が ⑦ー ヶ の 


Ni 


W 
ミ 
8 









(2/ 
ey= デ ーー 


タイ ムシ ー ト 記入 例 の 0 レー グ 
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スライド (SL) 
特定 の セル や BG、BOOK な ど を 移動 きせ る こと で す 。CoreRETAS で は 、 素材 
を タイ ムシ ー ト と アタ リ 、 も し く は フレ ー ム の 指示 に 合わ せ て 移動 させ る こ 
と で 表現 し ます 。 





タイ ムシ ー ト 記入 例 の エタ 


⑨ ま ホラ ッ ク ア ッ プ (TU 
実 SPA の らら ころ の スー ムイ シン 20 の 0 この AG 家 、 泰 早く ドラ シク タン 
させ る こと を クイ ッ ク ト ラッ クア ッ プ Q⑩.T.U と いい ます 。 CoreRETAS で は 、 
カメ ラフ レー ム を タイ ムシ ー ト と フレ ー ム の 指示 に 合わ せ て 縮小 させ る こと 
で 表現 し ます (145 ペー ジ 参 照 )。 





タイ ムシ ー ト 記入 例 72500 


129 


⑨ ックス ハック (8 B) 
実写 で いう と ころ の ズー ム ア ウ ト (Z.0) の こと で す 。 素早 く て トラ ッ ク バ ッ 
ク さ せる こと を クイ ッ ク ト ラッ ク バ ッ ク (Q.T.B) と いい ます 。 CoreRETAS で は 、 
カメ ラレー ム を タイ ムシ ー ト と フレ ー ム の 指示 に 合わ せ て 拡大 さき せる こと で 
表現 し ます 。 





⑧ | マーーー デ ーー デー ゆ 


| H 隊 g 


板 清 国 


シー ト 記 入 例 0 ラーグ 


Y 
る 
と 
SN 


⑨ フ ォ ロ ー (follow) 
被写体 に 対し て 同じ 距離 を 保ち な が ら 、 動 き に 合わ せ て カメ ラ を 移動 させ 、 
画面 内 の 同じ 位置 に と ら え 続け る こと で す 。 CoreRETAS で は 、 カ メラ フレ ー ム 
は 固定 に し て お き 、 代わ り に BG や BOOK、 セ モル を 進行 方 向 と 逆 に 移動 させ る こ 
と で 表現 し ます (147 ペー ジ 参 照 )。 
フレ ー ム 指示 は な く 、 タ イム シー ト に 移動 方 向 と 移動 スピ ー ド の み で 指示 
され て いる 場合 が ほとん ど で す 。 CoreRETAS で は 「 フ ォ ロ ー 設 定 」 と いう 機能 
が あり 、 こ れ を 利用 する と 特定 の セル 、BG、BOOK を 正確 に 動か すこ と が で き 
3 記 
Follow 


ブイ 本 下 
5A 7 て ③) 3 





タイ ムシ ー ト 記入 例 0275 が 9 テグ 
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⑥ 付 け パ ン (付け PAN、FOLLOWPAN) 

固定 し て ある カメ ラ を 、 被写体 の 動き に 合わ せ て 振る こと で す 。 CoreRETAS 
で は 、 カメ ラフ レー ム 、 ある い は BG を ダイ ムシ ー ト と フレ ー ガ 画 骨 示 に 合わ 
せ て 移動 させ る こと で 表現 し ます 。 


Si 


全 和 PI ル の この ②③ 日 
ーーー ュ 上 に 


堪 F 





タイ ムシ ー ト 記入 例 ペグ リーグ 


⑤ 画 面 動 
カメ ラフ レー ム を 小刻み に 動か し て 岩 動 させ る こと で す 。CoreRETAS で は 
数 値 を ラン ダム で 設定 で きる 『 ラ ンダ ム 入 力 』 と いう 機能 を 使っ て 、 カ メラ 
フレ ー ム を 動か すこ と で 表現 し ます (151 ペー ジ 参 照 )。 


mm | 


| 





タイ ムシ ー ト 記入 例 ジン 人 ンス アス ネー コン 


131 


⑨ ロ ー リ ング 
移動 距離 の 短い スラ イド の 往復 運動 の こと で す 。 波 に 括 れ る 船 の 動き な ど 
に 使わ れ ま す 。CoreRETAS で は 、 移 動 幅 の 目盛 り に 沿っ て セル や BOOK を スラ 
イド させ る こと で 表現 し ます 。 


こし ル タ が の 一 (0 


④ 
軒 ローリン グ 


① 





タイ ムシ ー ト 記入 例 アン 4 


②⑥ 密 着 マ ル チ (密着 ) 
複数 の セル や BOOK な ど を 、 各 々 違う フレ ー ム 指定 に 合わ せ て 変化 させ る こ 
と で す 。 これ に より 擬似 的 な 奥行 き を 持た せる こと が で きま す 。 走る 電車 か 
ら 見 た 外 の 太 色 な ど に 使わ れ ま す 。 カ ッ ト に よっ て は 密着 T.U、 密着 T.B、 密 
着 S し と いっ た よう に 、 名 前 に 「 密 着 」 と つく 場合 が あり ます 。CoreRETAS で 
は 、 タ イム シー ト と フレ ー ム の 指示 に 合わ せ て 、 各 素 材 に T._U、T.B、SL を 設 


Pd この や 2 お し . す 。 





タイ ムシ ー ト 記入 例 シ * あ ンス ルム ニレ 
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⑤ 回 転 


カメ ラ 、 も し く は 任意 の 素材 を 回 転 さ せる こと で す 。CoreRETAS で は 、 カ メ 
ラ を 回 転 さ せる 場合 は カメ ラフ レー ム に 、 任意 の 素材 を 回 転 さ せる 場合 は そ 
の 素材 に 中 心 点 を 設定 し て 回 転 さ せる こと で 表現 し ます 。 


I ロ Ez4 の DPEYZ 3 


邊 
四 
hh 半 





タイ ムシ ー ト 記入 例 


を 


⑨ フ ェアリング 


mh ] 


ググ テン アーク 


カメ ラ ワ ー ク や 素材 の SL な ど で の スタ ー ト や ラス ト 位 置 付近 で 移動 スピ ー 
ド を 徐々 に 変化 させ 、 動 き を な め ら か に みせ る こと で す 。CoreRETAS で は 、 タ 
イム シー ト の 指示 に 合わ せ て 、 中 割り 設定 の グラ フ を 調整 する こと で 表現 し 


ます 。 


。 メ シイ 『 の ウー バリ 
て (49 524 た 2 に 79>2 





タイ ムシ ー ト 記入 例 


減速 加速 
mp| ln 
SL 
カメ タラ ワー ク 
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(2②) 効果 


CoreRETAS で は 簡単 な 効果 も 付加 する こと が で きま す 。 


例 と し て ダ プ ラ シ 、 フ ェ ー ド イン 、 フ ェ ー ド アウ ト 、 フ ォ ー カ ス 、 震 出 変化 、 


箕 過 光 な ど が あり ます 。 


⑨ ダ ブラ シ (W ラ シ ) 
素材 の 透明 度 を 下げ 、 透け させ る 効果 の こと 
で す 。 地 面 の 影 補 煙 の 処理 な ど に 使い ます 。 
CoreRETAS で は 、 各 レイ ヤー の 『 透 明度 』 の 
数 値 を 設定 する こと で 表現 し ます 。 


フェー ドイ ン (F.1) 
黒 画面 か ら 徐 々 に 映像 が 現れ て くる こと で す 。 
CoreRETAS で は 、 カ メラ レイ ヤー に 『HSV フィ 
ル タ 』 を 設定 し 、YV 値 を 変化 させ る こと で 表現 
5 
[メニ ュー バー『 特 殊 効 果 』 一 『 追 加 』 一 『 色 調 補 正 』 
っ 『HSV フィ ル タ 朋 
『HSV フィ ル タ 』 の H は 色相 、S は 彩 度 、V は 明 
度 を 表し ます 。 対象 と な る レイ ヤー の YV 値 に 
「100」 を 入力 する と 白く 、「-100」 を 入力 する と 
黒く な り ま す 。 
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ど そ を ん の 2 シ 





タイ ムシ ー ト 記入 例 








タイ ムシ ー ト 記入 例 


⑨ フ ェ ュー ドア デア ウド (F.6) 
映像 が 徐々 に 黒 画面 に 変わ っ て いく こと で す 。 
F, 1 の 逆 で す 。 CoreRETAS で は 、 カ メラ レイ ヤー 
に 『HSV フィ ル タ 』 を 設定 し 、V 値 を 変化 させ る 
ご と で 半 半 し ます 。 





タイ ムシ ー ト 記入 例 


フェ ー ド イン は 、 前 述 の 他 に 、 何 も な い 状態 か ら 素 材 が 見 えて くる (フェ ー 
ドア ウト は その 逆 ) 効果 を 指す 場合 が あり ます 。 

この 時 は 、『 透 明度 』 の 数 値 を 変化 させ せる こと で 表現 し ます 。 

また 、 自 画面 か ら 徐 々 に 映像 が 現れ て くる こと を ホワ イト イン W.1)、 映 像 
が 徐々 に 自画 面 に 変わ っ て いく こと を ホワ イト アウ ト (W.0) と いい ます 。 


⑨ ボ ケ (ぼかし ) 
カメ ラ レ ン ズ の ピン ト を 調節 し て 、 彼 写 体 を 
ぼかす こと で す 。 ボ ケ を か ける こと で 奥行 き を 
表現 し ます 。 マ ル チ ボ ケ と 呼ば れる 場合 も あり 
ます 。CoreRETAS で は 、 対 象 と な る レイ ヤー に 
『 フ ォ ー カ ス 』 を 設定 する こと で 表現 し ます 
(154 ペー ジ 参 照 )。 


クル 6 





タイ ムシ ー ト 記入 例 
ビ ピン ボケ の 画面 か ら 鮮明 な 画面 に 変化 する こと を 、 フ ォ ー カ スイ ン と いい ま 


ず すず 。 そ の 逆 を 。 フ ォ ー カ ス ア ウト と いい ます 。 この 時 は 、 カ メラ レイ ヤー に 
『 フ ォ ー カ ス 』 を 設定 し 、 数 値 を 変化 させ る こと で 表現 し ます 。 
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⑨ 忠 出 変化 
坊 出 を 変化 させ る こと で す 。 明 る く 変 化し て 
いる 状態 を 露出 オー バー、 暗 く 変 化し て いる 状 
態 を 忠 出 アン ダー と いい ます 。 CoreRETAS で は 、 
カメ ラ レ イ ヤー に 『HSV フィ ル タ 』 を 設定 し 、 V 
値 を 変化 させ る こと で 表現 し ます 。 





⑥ 透 過 光 ① 光 ) 

光 や 光線 、 交 き 、 炎 な ど 発 光 す る も の を 表現 する た め の 技 法 で す 。Core 
RETAS で は 、 光ら せ た い 部 分 を 黒く し 、 エ ッ ジ を ぼかし た 素材 を 用 意 し ます 。 
この 素材 に 『 透 過 光 』 を 設定 する こと で 表現 し ます 。 

[メニ ュー バー 『 特 殊 効 果 』 一 『 追 加 』 一 『 光 』 一 『 透 過 区 』J 
『 光 の 強 さ 』 の 値 を 設定 し 、 周 辺 色 と 中 心 色 を 決め ます 。 

[メニ ュー バー『 特 殊 効 果 』 一 『 設 定 ..…』 〕 


透過 光 素 材 





ヒビ ーー バー 


1 > と | we 軸 
合成 | | 退 過 光 用 合成 障 タイ ムシ ー ト 記入 例 
洒 過 措 定 全面 不 前 過半 


ゃ 1 ち - 革 生 | 
入 ダ グ 
39029 PX こ Y 





レイ ヤー 設定 
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コラ ム カメ ラ ワ ー ク の 名 称 の 由来 


現在 、 ア ニメーション 制作 の 現場 で 使用 され る カメ ラ ワ ー ク の 用 語 の 大 半 は 、 主 に 
実写 の 現場 で 使用 され る 用 語 が その まま 転用 され て いま す 。 

その 一 つ に 、T.T ノ T.B (トラ ッ ク ・ ア ッ プ トラ ッ ク ・ バ ッ ク ) が あり ます 。 
T、U/T、B と は 、 本 来 、 カ メラ を 前 進 プ 後退 移動 させ て フレ ー ム 内 の 絵 を 拡大 プ 術 小 
させ る 福 影 方 法 を 指し ます 。 

これ と 似 た よう な 効果 を 挙げ る 撮影 旋法 に 、Z.! プ 2Z、0 (ズー ム ・ イ ング ズー ム ・ ア 
ウト ) と いう も の が あり ます 。 カ メラ の 位置 を 固定 し た まま で 、 ズ ー ム レン ズ の 機構 
を 利用 し て フレ ー ム 内 の 絵 を 拡大 縮小 させ る 撮影 方 法 で す 。 


T.U ノ T、B で は 、 カ メラ の 位置 が 移動 する た め 、 カ メラ に 近い 被写体 ほど 見 た 目 の 変 
化 が 大 きく な り ま す 。 ( 図 1、2) 





① カ メラ が T.U 
図 2 画面 内 の 比率 が 変化 


一 方 、Z.1 グ 7.0 で は ズー ムレ ンズ の 機構 の み で 撮影 を 行う た め 、 画 面 内 の 比率 は 一 
定 の まま で す 。 (次 ペー ジ 図 3、4) 


貞 C 








③ カ メラ が Z.1 


図 4 画面 内 の 比率 は 一 定 


実際 の セル を 使用 する アニ メー ショ ン 
で は 、 撮 影 す る に あたっ て 、「 撮 影 台 」 
と よ ば れる 機器 が 使用 され ます 。 撮影 用 
の 素材 は 平面 で も ある た め 、 通 常 こ れ ら を 
台 の 上 に 生 ね 、 そ の 上 か ら ガ ラス 板 で 押 
さえ た 状態 で 撮影 を 行い ます ( 図 5) 。 


この よう な 機器 を 用 いた 撮影 で も 、 カ 
メラ ワー ク で 絵 の 拡大 縮小 を 行う 時 に 
は 、 上 に 付い て いる カメ ラ 本 体 を 上 下 に 
移動 させ て 撮影 する た め 、 指 示 は T.L 
T.B と 呼ば れ て いま す ( 図 6) 。 

た だ し 、 素 材 が そもそも 平面 な の で 、 
カメ ラ 位 置 が 移動 し て も 画面 内 の 比率 は 
変わ り ま せん 。 結果 、Z.1 プ Z.0 で 撮影 し 
た 得 合 と 全く 同じ も の と な り ま す 。 
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コン ピュ ー タ に よる 撮影 で は 、3DCG を 除け ば この TU プ T.B と いう 概念 は な く 、 ま た 
扱う 絵 が デー タ と な っ て も 平面 で ある こと に 変わ り は な い の で 、 撮 影 の 結果 の み を 考 
える の で あれ ば Z.1 グ 2.0 と 呼ぶ ほう が 正しい の か も し れ ま せん が 、 昔 か ら の 慣 将 で 、 
この よう な カメ ラ ワ ー ク を 今 な お T、U/T、B と 呼ん を で いま す 。 


これ と は 別に 、 ア ニメーション 制作 に お いて の み 使 用 され る 用 語 も あり ます 。 
その 中 に 、「 マ ル チ プ レー ン (マル チ ボ ケ ) 」、「 密 着 マ ル チ (密着 ) 」 と 呼ば れる 
こつ の 撮影 方 法 が あり ます 。 


実際 の セル を 使用 する アニ メー ショ ン で は 、 前 述 の 通り 、 通 常 は 素材 すべ て を 台 と 
ガラ ス 板 の 間 に は さん で 撮影 を 行う た め 、 フ レー ム 内 の 絵 の 全 て の 部 分 に ピント が 合 
っ た 状態 に な り ま す 。 

これ に 対し マル チ プ レー ン で は 、 撮 影 台 
の 上 に さら に 簡易 な 撮影 台 を 設け 、 そ こ に 
セル や BOOK を 置い て 、 上 下 ど ちら か の 台 に 
ピント を 合わ せ て 撮影 する た め 、 実 際 の カ 
メラ で 撮影 し た 際 に 起こ る ビン ト の ずれ に 
近い 効果 が 得 ら れ ま す ( 図 7)。 

た だ この マル チ プ レー ン は 、 撮 影 台 の 村 
造 上 、 作 業 に 手間 が か か り 、 か つ 、 他 の カ 
メラ ワー ク と 組み 合わ せる こと が 難し いと 
いう 欠 点 を 持っ て いま す 。 


そこ で 考え 出さ れ た の が 密着 マル チ で 
す 。 カ メラ 位置 や 向き が 変化 し 、 か つ 、 
ある 程度 の 奥行 き を 絵 で 表現 し た カッ ト 
( 図 8) に 限り ます が 、 通 常 の 撮影 と 同 
様 に 台 と ガラ ス 板 の 間 に は さん だ 撮影 用 
の 素材 を お の お の 違う スピ ー ド で 移動 さ 
せる こと に より 、 簡 易 に 擬似 的 な 立体 感 
を 出す こと を 狙っ た 撮影 方 法 で す 。 

名 称 に ある 密着 と は 、 通 営 の マル チ プ 
レー ン で は 素材 と 素材 の 間 が 離れ て いる 図 8 箱 莉 マル チ の 例 
の に 対し 、 素 材 を 全て 台 と ガラ ス 板 の 間 に は さ み 込 むこ と に より 、 文字通り 「 容 着 」 
させ る こと か ら 付 けら れ た も の で す 。 

コン ピ ビ ピュー ター に よる 撮影 で は そもそも ゃ 実際 に 手 に 取れ る も の を 扱い ませ ん の で 、 
上 記 二 つの 概念 は 成り 立ち ませ ん が 、 ア ニメーション 制作 の 現場 で は 含 な お 、 こ れ ら 
の よう な 表現 を 狙っ た カメ ラ ワ ー ク を それ ぞ れ 「 マ ル チ ボ ケ 」、「 密 着 」 と 呼ん で い 





示 演 。 
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これ ら 二 つと 同様 、 実 際 の セル を 使用 する 撮影 の 頃 か ら 同 じ 名 称 で 呼び 続け て いる 
も の の ひと つ に 「 居 過 光 」 が あり ます 。 台 の 下 か ら 本 物 の 光 を 透過 させ て 撮影 する 
技法 で 、 ブ フィ ルム 上 で 光 を 表現 する 際 に 
用 いら れ ま す ( 図 9) 。 

この 場合 で も 、 コ ンピュータ ー に よる 
撮影 で は レイ ヤー を 上 に 積み 重ね て いく 
こと で 人 金 で を 表 現す る だ ため ぬ E 上 和志 の よう な 
概念 は あり ませ ん が 、 前 述 の マル チ ボ ケ 
・ 密 着 と 同様 、 光 を 表現 する 際 の 指示 は 
今 な お 「 透 過 光 」 と いう 名 称 が 使用 され 
EE 
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10. カメ ラ ワ ー ク の 作業 例 


セル 登録 、 シ ー ト 打ち 、BG の 位置 合わ むせ を し 、 あ ら か じ め 下 準備 を 整え て か 
ら 、 最 後に カメ ラ ワ ー ク を つけ ます 。 


(1) PAN 
MLNTO 一 時 の 壁 を 越え て 一 』 か ら C-774 を 使用 し て 、 カ ッ ト 頭 12 コマ の 


間 を PAN UP させ て み ま し ょ 2 う 。 





ステ ーー 閉 選 イン ドク 


(①DPAN フレ ー ム の 登録 
一 益 上 の レイ ヤー (この カッ ト で は B セル まで し か な い の で C セル ) 


に PAN フレ ー ム を 登録 し ます 。 登録 の 手順 は 前 項 と 同じ で す 。 


② カ メラ フレ ー ム の 位置 設定 の 準備 
ステ ー ジ ウィ ンド ウ で 『 タ ッ プ に 切り 替え て 『CAMJ』 を 選択 し ます 。 
設定 項目 選択 ボタ ン か ら 移 動 設 定 を クリ ッ ク し カメ ラフ レー ム を 移動 で 
きる 状態 に し ます 。 


14 1 


③ カ メラ フレ ー ム の 位置 設定 
タイ ムシ ー ト ウィ ンド ウ で 1 フレ ー ム 目 を クリ ッ ク し 、 ス テー ジウ ィ 
ンド ウ に 1 フレ ー ム 目 の 画 像 を 表示 させ ます 。 
A フ レー ム ふか ら B フ レー ム に PAN UP する の で 、A フレ ー ム の 位置 に 
カメ ラフ レー ム を 合わ せま す 。 


ーーー ニ ーーー ニ ーーー ーー ーーーー ーー 





40 ラブ レーム を 


に 【 陸上 ー ム に 移動 し ます 。 


ステ ー ジ 上 で 1 フレ ー ム 目 の 位置 設定 が 終了 し た ら 、 タ イム シー トウ ィ 
ンド 必 に 移動 束 ジア レーム 有朋 に キー レー ム を 打ち ます 。 


1 フレー ム 目 に キー フレ ー ム を 設定 





PAN UP (PAN DOWN) の 場合 、 カ メラ フレ ー ム を 上 ( 下 ) に の み 移 動 さ 
せる の で 、Y 軸 の み の 操 作 に な り ま す 。 よ っ て 、 入力 パラ メー ター 選択 
メニ ュー は 『T 位置 Y』 を 選択 し て お きま す 。 
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続い て 、12 フレ ー ム 目 の カ メラ フレ ー ム を B フ レー ム の 位置 に 移動 さ 
せま す 。 移動 が 終わ れ ば 、12 フレ ー ム 目 に キー フレ ー ム を 打ち ます 。 


12 プレ ー ム 目 に も キー フレ ー ム を 設定 


9Eo 『T 位置 X』 に キー フレ ー ム を 打つ と 、『T 位置 YJ」 に も 自動 
( ゅ POINT | 記 に キー フレ ー ム が 打 た れ ま す 。『T スケ ー ル %』、『 位 置 X』 


な ど 、X と \ で 対 に な っ て いる も の は 同じ こと が 言え ます 。 





④ 中 割り 設定 
キー フレ ー ム を 打っ た 1 フレ ー ム 目 か ら 12 プレ ー ム 目 を 選択 し ます 。 選択 
後 、 中 割り の 設定 を し ます 。 ここ で は 、『 等 速 』 を 選択 し て 中 割り を 実行 し ま 
す 。【 メ ニュ ー バ ー『 タ イム シー ト 』 … 『 中 割り 】 っ 『 坪 定 .…』 ] 








| 人 の 場合 は 『 等 速 』 を 選択 し ます 。 


フェ アリ ング を か ける 場合 は 、『 グ ラフ 
則 用 LIUIIIIIM 議 | 設定 』 を 選択 し 、 グラ フ で 調節 し ます 。 
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この まま だ と 、 13 フレ ー ム 目 以降 が 初期 設定 の 数 値 の まま な の で 、 12 フ 
レー ム 目 と 同じ 数 値 に 設定 し ます 。 


また 、 こ の カッ ト は PAN UP な の で 、『T 位置 X』 の 値 が 変化 し て いれ ば 
修正 し ます 。 


| て | 7290 | 
| 
類 | > 」 
業 | ・ | 
評 ーー 」 
凌 | - | 
l 二 |  ・ | 
坪 |  ・ | 
業 | = 
| 詳 証 5 
挟 |_ = 二 
る 9 ひ 」 【 ー ーー 
| | を 6379 | に = 開 
計 | 生 = 季 | 較 | - 当 | 
本 | _ -」 








ステ ー ジ 上 で 直接 カメ ラフ レー ム を 移動 させ た こと 
で 、 数 値 が 微妙 に 変化 し て いる 場合 が あり ます 。 


これ で 、 中 割り 設定 は 終了 で す 。 
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(6) チェック 
PAN フレ ー ム を 登録 し て いる 『C』 レイ ヤー の セル レイ ヤー スイ ッ チ を 
オフ に し て 、 描 画 の 対象 か ら 外 し ます 。 で は 、RAM プ レビ ュー で 動き の 
9 シク 20 し 中 間 50 の 間 90 の 有 00。 





(2009540 
T.U (T.B) で は 、 カ メラ フレ ー ム を 縮小 し た 時 で も 画像 が 荒れ る こと 
の な いよ うに 、 セル 、 BG 共に あら か じ め 解 像 度 を 高く し て スキ ャ ン さ れ 
て いま す 。 特 に セル に 関し て は 、 そ の カッ ト 内 で 一 番 小さ い T.U (T.B) 
フレ ー ム に カメ ラフ レー ム が 合う よう に スキ ャ ン さ れ て いま す 。 登録 の 
際 は 、 セ ル や BG が 通常 の 場合 に 比べ て カメ ラフ レー ム よ り 大 きく な っ 
て いま す が 、 問 題 は あり ませ ん 。 


『MUNTO 一 時 の 壁 を 越え て 一 』 か ら C-474 を 使用 し て 、 カ ッ ト 頭 12 コ 
マ の 間 を TLU させ て み ま し ょ う 。 


| | 


ーー Gap 


に 
+ 


了 誠 ーーー- 
ー 
計 


( 
6 hh 


カス 所 じ が は ほ 衝 ア レーム 
と 同じ 大 き さ に な り ま す 。 





ンス レン 
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① カ メラ フレ ー ム の 位置 設定 

T.U フ レー ム の 登録 や 、 カ メラ フレ ー ム の 位置 設定 の 準備 の 手順 は 前 
項 と 同じ で す 。 

タイ ムシ ー ト ウィ イン ドウ で 1 アレ ー ム 目 を クリ ッ ク し 、 ズ デー ジレ イィ 
ンド ウ に 1 フレ ー ム 目 の 画 像 を 表示 させ ます 。A フ レー ム か ら B フ レー 
ム に T.U す る の で 、A フ レー ム の 位置 に カメ ラフ レー ム を 合わ せま す 。 
A フ レー ム は 、 カ メラ フレ ー ム より 大 きい の で 、 移 動 に 加え スケ ー ル 
設定 で 拡大 し ます 。 


28005 アン he 


移動 と 拡大 で カメ ラフ ブフ レーム を 
プク 凡 一 ム に 合わ せま す 。 





ステ ー ジ 上 で 1 フレ ー ム 目 の 位置 設定 が 終了 し た ら 、 タ イム シー トウ ィ 
ンド ウ に 移り 、1 フ レー ム 目 に キー フレ ー ム を 打ち ます 。 


T.U (T.B) の 場合 、 カ メラ フレ ー ム を 移動 、 拡 大 (縮小 ) し ます の で 
『T 位置 X』、『T 位置 YJ、『T スケ ー ル X』、PT スケ ー ル Y』 の 操作 に な り ま 
8 


続い て 、12 フレ ー ム 目 の カ メラ フレ ー ム を B フ レー ム の 位置 に 合わ せ 


ます 。 位置 合わ せ が 終 われ ば 、12 フレ ー ム 目 に キー フレ ー ム を 打ち 、13 
フレ ー ム 目 以降 の 数 値 を 12 フレ ー ム 目 に 合わ せま す 。 
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キー フレ ー ム 設定 後 


② 中 割り 設定 
キー フレ ー ム を 打っ た 1 フレ ー ム ふ 目 か ら 12 フレ ー ム 目 を 選択 し ます 。 
選択 後 、 中 割り の 設定 を し ます 。 こ こ で は 、『 等 速 』 を 選択 し て 中 割り 
を 美和 す 。 


(⑳ 記 ツ グ 
TU フレ ー ム を 登録 し て いる レイ ヤー の セル レイ ヤー スイ ッ チ を オフ 
に し て 、 描画 の 対象 か ら 外 し ます 。 で は 、 RAM プレ ビュ ー で 動き の チェ ッ 
ク を 証 球 ます 





.】 人 邊 上 送 
ya リプ リー ーー 12 ラレー ム 目 
(3) Fo11ow 
Follow は 、PAN や T.U と 違っ て フレ ー ム 指示 は あり ませ ん 。 代 わりに タ 
イム シー ト に 移動 方 向 が 矢印 で 、 移 動 ス ピー ド が 「 〇 〇 ミリ コマ 」 と い 
う 形 で 指 志 され て いま す 。 
例え ば 、 タ イム シー ト で の 指示 が 「BG Fo1low 4mm/ コマ ン ”」 の 時 は 、 
BG を 矢印 方 向 に 1 コマ あたり 4mm 移動 させ る と いう 意味 に な り ま す 。BG 
の 位置 合わ せ は 通常 通り に LO と 合わ せ て 行い ます が 、 引き 方 向 と スピ ー 
ド 、 引 き 時 間 に よ っ て は LO で 指示 され て いる 位置 より 、 あ る 程度 、 移動 さ 
せ て お く 方 が よい 場合 が あり ます 。 
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(前 項 の 例 ) 


LO に 合わ せ て 真ん中 に 配 
置 し た 状態 で 、BG を 斜め 右 
上 方 向 に Fo11ow させ て み 
5 





この 状態 で は 、Fo11ow の 
途中 で BG が カメ ラフ レー 
ぬら 0 の 7 KC で しま いま 
す (フレ ー ム ば れ )。 





BG が カメ ラフ レー ム か らら はみ出 
し 、 斜 線 部 分 は BG が な く な っ て し 
まり ゆま 5 


そこ で 、 あ ら か じ め 位 置 カメ ラ 
関係 を 考え て 配置 し ます 。 


BG を 斜め 右上 方 向 に 移動 
dh の の まま クレー ム 目 呆 


の 位置 を BG の 右 上 が カメ ラ 


フレ ー ム に 入る よう に 醒 民 
9 に BG を カメ ラフ レー ム 内 に 絵 が 納 
まる 範囲 で 圧下 に 移動 し ます 。 


この る こら で 9 技 徐 ま 
で フレ ー ム ば れ を 防ぐ こと 
SR 





Fol1ow し た 後 も 、 最 後 ま で BG が 
カメ ラフ レー ム 内 に 収まっ て いま す 。 
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で は 、『MUNTO 一 時 の 壁 を 越え て 一 』 か ら C-50 を 使用 し て 、 カ ッ ト 頭 18 
コマ の 間 を Fo11ow させ て み ま し ょ う 。 
指示 は 「BG Fotlow 4mm/ コ マー ぁ *」 と し ます 。 





ケー ジウ イス ド ソ 


①Fol1ow 設定 の 準備 
ステ ー ジ ウィ ンド ウ で 『 タ ッ プ 』 に 切り 替え て 『-BcJ』 を 選択 し ます 。 
BG は フォ ロー の 方 向 を 考え 、 ス テー ジウ ィ ン ド ウ 上 で BG を や 左側 に 
配置 し ます 。 
タイ ムシ ー ト ウィ ンド ウ で 『-BG』 レイ ヤー を 選択 し 、Fo11ow させ る 
1 フレ ー ム 目 か ら 18 フレ ー ム 目 を 選択 し ます 。BG は 横 に 移動 する の で 、 
『T 位置 X』 を 選択 し ます 。 


②Fo11ow 設定 
フォ ロー 設定 ダイ アロ グ を 開き ます 。 
[ 多 演 = ここ 5 ダイム シート 』 コリ シ オォ ロー 設 旭 5。』] 


( キャ ン セ ル ) 6 OK_ 3 
フォ ロー 設定 ダイ アロ グ 
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a. 移動 距離 
1 フレ ー ム あたり の 移動 距離 を 人 力 し ます 。 


単位 
移動 距離 の 単位 を 「pixe1」、!mm」、「inch] か ら 選 択 し ます 。 


c. 移動 角度 
移動 する 角度 を 入力 し ます 。 


d. 加速 フレ ー ム 
停止 し た 状態 か ら 設 定 し た 移動 距離 まで 、 何 フレ ー ム か け て 
加速 する か を 入力 し ます 。 


e. 減速 フレ ー ム 
設定 し た 移動 距離 か ら 停止 し た 状態 まで 、 何 フレ ー ム か け て 
減速 する か を 入力 し ます 。 


この カッ ト の Follow 指示 は 、「BG Follow 4mm/ コ マーー ぁ *」 な の で 、 
移動 距離 に 「4」、 単 位 を 「mm」、 移 動 角 度 に 「0」、 加 速 / 減速 フク レーム に 
ORG の SA ます 。 


設定 が 終わ れ ば 『0KJ ボタ ン を ク 
UI ン 作 あ に て 

する と 、『-Be』 レイヤー の 町 位 
置 X】 に 自動 的 に 数 値 が 入力 され ま 
す お 3 





三 L rー ャ ッッ 
設定 
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チェッ ク 
RAM プ レビュー で 動き の チェ ッ ク を し ます 。 


mm ーー 





1 フレ ー ム 目 6 フレ ー ム 目 12 ルレ 一 ム 目 18 プレ ー ム ム 目 


(4) 画面 動 
画面 動 は 、PAN や T.U と 違っ て フレ ー ム 指示 は あり ませ ん 。 代 わり に タイ 
ムシ ー ト に 揺れ 方 向 と 強 さ が 「 画 面 動 大 十 -」 と いう 形 で 記さ れ て いま す 。 
これ は 、 縦 筑 に 画面 動 し 、 揺 れ の 強 さ は 大 きく と いう 意味 に な り ま す 。 


『fMUNTO 一 時 の 壁 を 越え て 一 』 か ら C-567 を 使用 し て 、 カ ッ ト 頭 30 コマ 
の 開 を 縦横 に 画面 動き させ て み ま し ょ 2。 





スケ ゲ ケージ ジイ 2 配 ウ 


151 


① 画 面 動 設 定 の 準備 
タイ ムシ ー ト ウィ ンド ウ で T『CAM』 レイ ヤー の 1 フレ ー ム 目 か ら 30 フ 
レー ム 目 を 時 択 し ます 。 


② 画 面 動 
ラン ダム 入力 ダイ アロ グ を 開き ます 。 
[メニ ュー バー『 タ イム シー ト 』 一 『 ラ ンダ ム 入 力 、.、J) 


ヾ 局 
則 







_ ラン タム 入力 








濃 始 時 








a 乱数 の 正 の 帳 30 3O 
乱数 の 負 の 幅 "30 30 
b 単位 prxel | 


依 相対 入力 
f 正 、 負 の 備 を 交互 に 発生 させ る 
~ 乱 敷 の 値 を 役 改 に する 

- | 周 じ セル は 同じ 侍 


(キャ ン セ ャ ル ) 幼 証 CK 
ラン ダム 入力 ダイ アロ グ 









ト Fh CGC の OO 





a、 乱 数 の 正 の 幅 / 負 の 幅 
発生 させ る 乱数 の 幅 を 入力 し ます 。 


b. 単位 
移動 距離 の 単位 を 「pixe1」、「mm」、「inch」 か ら 選 択 し ます 。 


、 相 対 入力 
オン に する と 、 現 在 の 数 値 に 、 発 生 し た 乱数 を 加え ます 。 


〇 


d、 正 、 負 の 値 を 交互 に 発生 さき せる 
オン に する と 、 正 の 数 値 と 負 の 数 値 を 変 ぽ 互 に 発生 きせ ます 。 


で 


、 乱数 の 値 を 整数 に する 
発生 させ る 数 値 を 整数 に し ます 。 


f、 同 じ セ ル は 同じ 値 
同じ セル 番号 な ら ば 、 何 回 出 て き て も 乱数 の 数 値 が 全て 同じ に な 
り ます 。 
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この カッ ト の 画面 動 指 示 は 、「 画 面 動 大 サ *・」 な の で 、 開 始 時 、 終 了 時 
の 乱数 の 正 の 幅 / 負 の 幅 に それ ぞ れ 「30」 を 入力 し 、 単 位 は 「pixe1」 を 選 
択 し 、 相 対 入 力 に チェ ッ ク を 入れ ます 。 


る 1 の 逢 数 の 数 値 は 、 撮影 する 素材 の 解像度 に よっ て 人 違い ます 。 例え ば 、 
(@ POINT | 300』。i の 素材 と 100dpi の 素材 に 「30」 を 入力 する と 、100dpi の 


素材 の 方 が 大 き な 画 面 動 に な り ま す 。 


設定 が 終わ れ ば 『OK』 ボタ ン を 
の UM の E ま 9 

る と 、『CAMW レイ ヤ 二 の IT 
位置 X』、I『T 位 置 Y』 に 自動 的 に 
数 値 が 入力 され ます 。 





③ チ ェ ッ ク 
RAM プ レビ ュー で 動き の チェ ッ ク を し ます 。 


5 5 すず る コ 


ャ シン シー 中 | 2 の レー 上 月 mk レデ ム 昌 。、 2 ツレ ー Bm 一 ツ の 目 
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(5) ボケ 
『MUNTO 一 時 の 壁 を 越え て 一 』 か ら C-540 を 使用 し て 、BG に ボケ を か け 
で の まい も 5 9 





① フ ォ ー カ ス 設 定 
タイ ムシ ー ト ウィ ンド ウ で 『『-BG』 レイ ヤー を 選択 し 、『 フ ォ ー カ ス 』 
を つけ 加え ます 。 
[メニ ュー バー 『 特 殊 効 果 』 一 『 追 加 』 つ 『 ぼ か し 』 一 『 フ ォ ー カ ス 由 


ニブ エグ FR や 


『-BcG』 レイ ヤー に エフ ェクト レイ ヤー 
が 追 四 きま うみ 。 エンキ ツ ドイ ヤ の 
全 尺 分 を 選択 し て 、 フ ォ ー カ ス 値 に 「10」 
を 入力 し ます (強め に か け て み ま す )。 

選択 の 方 法 は 通常 の レイ ヤー と 同じ で 
99 
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チェック 
ステ ー ジ ウィ ンド ウ で は 変化 は あり ませ ん の で 、1 枚 だ け 書 き 出 し 
REI ら 4 
タイ ムシ ー ト ウィ ンド ウ の 1 フレ ー ム 目 を ダ プ ブルク リック し ます 。 
する と 描画 ウィ ンド ウ が 表示 され 、BG が ボケ て いる こと が 分 か り ま 
"お 。 


ダ プ ルク リッ ク 





描画 ウィ ンド ツウ 


PS ステ ー ジ ウィ ンド ウ で 特殊 効果 の 変化 を 表示 する に は 、 了 環境 

| POINT | 設定 で 「 ス テー ジ の 描画 時 に 特殊 効果 を か ける 」 に チェ ッ ク し 
ます 。 た だ し 、 処 理 に 負荷 が か か っ て し まい ます 。 

[メニ ュー バー 『CoreRETAS』 一 『 環 境 設定 』 一 『 ス テー ジ 胃 


『CAMJ レイ ヤー に ボケ 処理 を か ける と 、 画面 全体 が ば や けた 感じ に 
な りり 





ま 


『CAM』 レイ ヤー に ボケ 処理 後 
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刷 、 蘭 きじ C し レグ ツク グ リンク) 


午 き 出し と は 、 コ ンピュータ ー 上 で 設定 し た 情報 を 計算 し 画集 化す る こと で 
iiBRBDASS や は 火 罰 (ジー ド 村 もの ルレ リーク な が な ざ ど ) し た だ テーク を ムー 

二 邊 靖 則 下る て 風力 よ る と を 本 じ ま 二 。 

また 、 作 業 中 の 映像 を 簡易 に 再生 で きる 『RAM プレ ビュ ー』 が あり ます 。 


で は 実際 に 『RAM プレ ビュ ー』 で 画像 を 確認 し て み ま す 。 


(1) RAM プレ ビュ ー 
RAM プレ ビュ ー 設 定 パ ネル を 開き ます 。 
[メニ ュー バー『 フ ァイル 』 一 『WRAM プ レビ ュー』 一 『 設 定 、……』] 


AM ブレ ビュ ー 設 症 -。 
史生 設定 


用 生 陀 識  @ 全て の フレ ー ム 










日 -・ 451 フレ ー ム 
計 イ フレ ー ム で 表 生 1 朋 上 する | 
再生 ノ 半 両 生 の 劇 り 反し 再生 設定 
ー 上 臨 大 化し て 再生 
| 1 +4 
] サイ ズ 4 イズ 上 調 
Ma 全備 5 
スム ー ジ ング 補 行 し な い 1 き 





当 


描画 設 2 





| 特 琴 効 是 を 実行 し な い 


CC*m ) (=cze) 


RAM プ レビ ュー 設定 パネ ル 





『OKk』 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 設定 し た 項目 が 保存 され ます 。 
『 実 行 』 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 設定 し た 項目 に し た が っ て プレ ビュ ー が 再 
生 さ れ ま す 。 


1 RAM プ レビ ュー は 、 セル 登録 や カメ ラ ワ ー ク の 設 且 定 後 、 
) POINT また 書き 出し 前 な どの チェ ッ ク の 際 に 使用 し まし ょ う 。 
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RAM プ レビュー で 確認 が 終わ れ ば 書き 出し を 行い ます 。 


(2) 書き 出し 説 定 
書き 出し ダイ アロ グ を 開き ます 。 


[メニ ュー バー『 フ ァイル 』 一 『『 鞭 き 出し 






名 き 音 所 1 : 
ご 人 春 電 所 2 : 
一 便 が 坦 所 3 : 
人 恨 人 き 場所 4 : 
サイ ズ の 〇 ) 委 更 な し ( 〇 1/2 に 緒 小 全幅 720 
クロ ッ プ : 上 0 だ 0O 下 O 生 O 


DR 滞 き 



















・ ! 重 分 ゆ ル 4 ぃ ) 0 
ン よ ト の 設定 に どう 


骨 陳 ポイ ント . 











師 癌 。 ⑳ 全て の フレ ー ム 〇 1 113 フレ ー ム 1 | フレ ー ム さと に 












| シー ト 情 報 の 衣 き 出し 8 フレー ム ぴー フリ フッカー フィル ター <Z < 回 
静止 フレーム (始まり 、 純 わり ) CO 0 半生 画 設定 ダイ アロ グ を 表示 する 


! キャ ン ゼ セル } 







書き 出し ダイ アロ グ 


① 書 き 出す ファ イル 形式 を 選択 し ます 。 
② 書 き 出 す 保存 場所 を 選択 し ます 。 最 大 4 カ所 設定 で きま す 。 
③ 書 き 出 す 画 像 サイ ズ を 選択 し ます 。 数 字 入 力 で も 設定 で きま す 。 


④ 書 き 出す 尺 の 範囲 を 設定 し ます 。 数 字 入 力 で 任意 の フレ ー ム 間 を 
設定 で きま す 。 


⑤ 描 画 設定 ダイ アロ グ を 表示 する 場合 は チェ ッ ク し ます 。 
⑥ 設 定 が 確認 で きれ ば 0K ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 


書き 出し 前 に 、 テ レシ ネ 変 換 や 画像 精度 を 確認 する 為 、 
(9 POINT | 提 画 設定 ケイ アロ グ を 表示 する 』 に チェ ッ ク を する こと 


を 推奨 し ます 。 
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0 に チェ ッ ク を し て いる 場合 は 、 続 いて 描 
設定 ダイ アロ グ が 開き ます 。 描 画 設 定 は レン ダリ ング の 作業 外 で も 行う こと 
RS 
[メニ ュー バー 『 描 画 』 一 『 描 画 設定 .… 上 


り 


の 設定 が 終わ れ ば 書き 出し を 開始 し ます 。 


1 








失 画 設定 ョ 





_ テレ シネ 震 地 
フィ ー ル し を 党 に する 
| フィー ルド レン ダリ ング 


に 1 ミト 1 標準 落 涯 | い 
アー ダ 丘 坦 職 度 ” 「 棒 季 夫 法 房 
スム ー ジ ング | 全て 天 行 . 本 


ーー エッ ジ の 年 スムージング 















ーー 敵 怖 色 を 過 過 させ る 


( キャンセル ) 
描画 設定 ダイ アロ グ 


ヨリ ルッ ーー 


a. テレ ジ ネ 設 定 
・ テ レシ ネ 変 換 
24fps の 映像 を 30fps の 映像 に 変換 させ る こと で す 。 
アニ メー ショ ン は 通常 24fps で 制作 し ます (30fps で 制作 し 
た 場合 は テレ シネ 変換 は 不要 で す )。 
現行 の テレ ビ 放 送 は 約 30fps な の で 、 映 像 を 30fps に 変換 す 
る 必要 が あり ます 。 


仙人 」 テレ ビ 放 送 は 厳密 に は 29.97fps で す の で 、0.03fps の 誤差 を 編集 


時 に 修正 し ます 。 こ れ を 『 ド ロッ プ フ レ ー ム 』 と 呼び 、 逆 に 30fps 
の まま の 映像 を 『 ノ ンド ロッ プ フ レ ー ム 』 と 呼び ます 。 
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・ フ ィ ー ル ド を 逆 に する 

テレ シキ 変換 に チェ ッ ク を し た 場合 旦 択 する こと が で きま す 。 
この チェ ッ ク を 入れ る と 「 童 数 フィ ー ル ド 」 を 優先 する こと に 
な り 、 チ ェ ッ ク が オフ の 場合 「 福 数 フィ ー ル ド 」 が 優先 に な り 
ます 。 ア ナ ロ グ 系 の 素材 (640X480) と 「HD (1920X1080)」 は 
「 奇 数 フィ ー ル ド 」 を 、「DV(720X480)」 や 「D1 SD-SDI (720 メ 
486) 」 の デジ タル 系 の 素材 の 場合 は 「 偶 数 フィ ー ル ド 」 を 優先 し 
て 書き 出し ます 。 


る 県 CoreRETAS の テレ シネ 変換 の 方 式 を 「2 : 3 プル ダウ ン 」 と 
言い ます 。1 フレ ー ム は 音 数 フィ ー ル ド と 偶数 フィ ー ル ド で 成 
GEeoEd30 の 2 90 ブル レダ グ ウン NG SIGE SKIRRSRS ンジ 

ィ ー ル ド 、2 フィ ー ル ド 、3 フィ ー ル ド … と 線 り 返 し て 変換 し 


mr 


! ML 且 " 靖 。『 一 あ 2 


内 の " 衣 月 前 " 
グイ ー ア 2 ーッ 
『 2 : 3 プル ダウ ン 』 変換 





上 図 の 様 に 4 フレ ー ム を テレ シネ 変換 する と 5 フレーム に な り 、1 フレ ー 
ム 分 補完 し て いる こと に な り ま す 。 こ れ に より 24 フレ ー ム が 30 フレ ー ム に 
な り ま す 。 
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b. 描画 精度 設定 
描画 の 精度 を 設定 し ます 。 
描画 精度 は 書き 出し た 画像 の 精度 、 ス テー ジ 描 画 精度 は ステ ー 
ジ エ リ ア に 表示 され る 画像 の 精度 で す 。 
5 種類 の 精度 か ら 選 択 し ます 。 


描画 精度 、 ス テー ジ 描 画 精度 と も に 5 種類 
POINT 精度 が 高く な る に つれ て 、 書 き 出 す 時 間 も 長 く な り ま す 。 
また 、 画 質 的 に は 、 標 準 精度 で も 充分 な 精度 で 描画 され ます 。 


c、 ス ムー ジン グ 設 定 
スズ の ジング が 側 民 計 涼 。 
これ に より 、 セ モル な どの 輪郭 部 分 を 滑ら か に する こと が で きま 
5 
4 種類 の 設定 か ら 選 択 し ます 。 





設定 に 従う 
自動 実行 


全て 実行 する 
実行 し な い 





設定 に 従う 
レイ ヤー 設定 パレ ッ ト で 設定 し た レイ ヤー に スム ー ジ ング 
が 実行 され ます 。 


・ 自 動 実 行 


セル の 配置 や 拡大 縮小 に より 、 自 動 で スム ー ジ ング が 実行 
され ます 。 
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・ 全 て 実行 する 


全て の レイ ヤー に 対し て 、 ス ムー ジン グ が 実行 され ます 。 
レイ ヤー 設定 パレ ッ ト で の 設定 は 無視 され ます 。 


・ 実行 し な い 


全て の レイ ヤー に 対し て 、 ス ムー ジン グ が 実行 され ませ ん 。 
レイ ヤー 設定 パレ ッ ト で の 設定 は 無視 され ます 。 


背景 の 色 を 設定 し ます 。 


こ で の 背景 


Se と は 、『-BG』 レイ ヤー (一 番 下 の レイ ヤー) より 
も 下 に ある 単色 の こと で す 。 





セル ( 白 透 過 設 定 ) の み を 描画 。 
この 一 番 下 の 部 分 が 背景 色 と な り ま す 。 


・ 背 苦 色 を 透過 させ る 


チェ ッ ク を 入れ る と 、 背 景色 が 箕 過 され て 描画 され ます 。 


書き 出し が 終わ っ た ら 、 そ の 映像 を 再生 し て 、 不 具合 が な いか どう か を 確認 
9995 


最後 に 、 カ ッ ト 和 袋 の 中 身 が 揃っ て いる か を 確認 し て 終了 で す 。 


第 8 章 CG 


人 も 情 虹 は 

コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス (Computer Graphics) の 略 で 、 そ の 名 の と 
お り コ ンピュータ を 使用 し て 作成 され た 画像 を 指し ます 。 大 きく 分 ける と 2DCG 
と 3DCG が あり 、 状 況 に 適し た 素材 作成 が 求め られ ます 。 

また この 他 に 画面 に 様々 な 効果 を つけ 足す エフ ェクト 処理 が あり ます 。 


2。 使用 ソン ト 


Photoshop Tllustrator After Effects LightWave 3dsMAX な ど 


っ 2 し な 

Photoshop や I1lustrator な どの 2D ソフ ト を 使用 し 、 作成 され た も の を 指し 
ます 。 平 面 デ ザイ ン や テク スチ ャ 作成 、 素 材 の 加工 な ど が あり ます 。 

2D 特有 の 質感 や 立体 感 を 表現 する た め に 、 陰影 や デザ イン の 工夫 な ど が 必要 
の 本 ます も 






ーーーーー 一 を 
完成 素材 (Photoshap 加工 ) 
ーーーーー* 
素材 (Illustrator で 作成 ) 完成 素材 ( 加工 後 ) 
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4. 3DCG 
LightWave や 3ds MAX な どの 3D ソフ ト を 使用 し 、 作 成 さ れ た も の を 指し ます 。 
巨大 感 や リア テル な 質感 、 奥 行き な どの 立体 感 を 表現 する こと を 得意 と し ます 。 
3D 空間 上 に 素材 を 作成 し ます の で 、 カ メラ を 回 り 込ま せ た り 、 ラ イ テ ィ ング 
に よっ て 陰影 を つけ た りな ど 、 幅広 い 表 現 が 可能 で す 。 また 、 ア ニメーション の 
セル の よう に 見 せる トゥ ー ン レン ダリ ング と いう 手法 も あり ます 。 


に トコ 


モデ リン グ 素 材 テク スチ ャ 素材 完成 素材 
( Photoshop で 作成 ) 














モデ リン グ 素 材 完成 素材 
( トゥーン レン ダリ ング ) 


5 グッド 

主 に After Effects を 使用 し 、 作 成 し た 素材 や 処理 の こと を 指し ます 。 

ブラ ー や 陰影 効果 、 グ ロー 処理 、DF (デフ ュー ジョ ン )、 フ ォ ギ ー な ど 雪 多く 
の エフ ェクト が 存在 し ます 。 
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第 9 章 仕上 げ ス タッ フ を 目指 す と いう こと 


以前 、「 仕 上 げ 」 と いえ ば 、「 セ ル 」 と いう 潤 く て 透明 な 板 に 絵 を トレ ー ス 
し 、 専 用 の 絵の具 で 色 を つけ て いく と いう 、 大 変 手間 と 技術 の いる 工程 で し た 。 
それ が 、 今 で は コン ピュ ー タ ー に よっ て 、 誰 も が 速く 、 簡 単 、 き れい に 色 が つ 
けら れる よう に な っ て いま す 。 

し か し 、 仕上 げ の 役割 は 色 を つけ る 「 塗 り 絵 」 で は な い の で す 。 線 だ け で あっ 
た 絵 に 色 を つけ 、 撮 影 が で きる 状態 へ 、 文 字 通 り 「 仕 上 げ 」 て いく 工程 で す 。 

作業 を スム ー ズ に 進め 、 良 い 内 容 と する た め に は 、 色 指定 ・ ス キャ ン ・ ズ ベイ 
ント の どの 工程 に も 実際 の セル を 使用 し て いた 時 代 と 同じ よう に た くさ ん の 知 
識 と 技術 が 必要 で す 。 

特に 、「 仕 上 げ 」 で は 色 を 扱い ます 。 キ ャ ラク ター に た だ 単に 色 を つけ る だ 
け で な く 、 ど ん な 色 に する の か を 考え る の も 仕上 げ の 役割 で す 。 

身の回り に は た くさ ん の 色 が あり ます 。 色 の 見 え 方 は 光 や 材質 に よる 違い だ 
け で な く 、 天 候 ・ 季 節 ・ 時 間 の 移り 変わ りな ど に よっ て も 変化 し て いき ます 。 
いろ いろ な も の を 観察 し て み ま し ょ 2。 


また 、 ア ニメーション 制作 に は た くさ ん の 工程 が あり 、 大 勢 の 人 が 関わ っ て 
いま す 。 そ の た め 、 技 術 面 だ け で は な く 、 他 の スタ ッ プ と 円 滑 に コミ ュ ニ ケー 
ショ ン が は か れる 協調 性 と 、 自 分 の 力 を 最大 限 に 発揮 し よう と する 積極 性 も 求 
め ら れ ま す 。 

お 互い を 尊重 し 、 全 員 が 気持 ち を 同 し くし て 取り 組め て こそ 、 素 晴らし い 作 
品 を 生み 出す こと が で きる の で す 。 


仕上 げ ス タッ フ を 目指 す 上 で 、 こ の 本 に 書か れ て いる 内 容 は 、 ま だ 初歩 的 な 


と ころ で す 。 し か し 、 最 も 重要 な 基本 と な る 第 一 歩 で す 。 
この 先 、 次 の 第 二 歩 を 略 み 出す の は あな た 自身 で す 。 
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第 10 草 取 京 ・ ・CG ス ダ ッ プ を 
国語 邊 OPD 


デジ タル アニ メー ショ ン で は 、 コ ンピュータ ー の めざまし い 発 展 に 伴い 、 複 
雑 な 処理 や 計算 を 必要 と する 大 胆 か つ 繊 細 な 表現 が 可能 と な っ て いま す 。 撮 影 
の 工程 で 、 そ れ ま で に 作成 され た 素材 を 合成 し 、 初 め て 1 カッ ト 、1 カ ッ ト の 完 
成 し た 映像 と な り ま す 。 最 終 的 な 仕上 が り を 担っ て いる の が 撮影 セク ショ ン と 
の (On 


単に タイ ムシ ー ト 通り に 撮影 する だ け で は 作品 の 魅力 は 深まり に くい で す 。 
より 上 力 の ある 映像 を 生み 出す に は 、 そ の 作品 の 本 質 を 明確 に 理解 する こと が 
大 事 で す 。 タ イム シー ト の 読解 カ や 、 カ メラ ワー ク の 意味 、 使 用 方 法 な ど を 映 
に つけ 、 監督 や 演出 が 求め て いる 映像 を 具体 化 で きる 力 を 養っ て いき まし ょ う 5。 
また 、 コ ンピュータ ー で 作業 する 以上 、 操 作 の 技術 的 な 知識 を は じ め 、 解 像 
度 、 色 調 、 レ ンダ リン グ 速 度 と いっ た 、 コ ンピュータ ー グ ラフ ィ ッ クス の 基本 
的 な 知識 が どう し て も 必要 に な り ま す 。 こ れ ら の 基礎 を 身 に 付け る こと で 、 初 
め て 応用 が 可能 と な り ま す 。 


また CG に つい て 言え ば 、 た だ クオ リティ の 高い 素材 が 作成 で きた と し て も 、 
それ で 終わ ちり で は な い の で す 。 そ の 素材 を 他 の 素材 と 組み 合わ せ 、 い か に 効果 
的 な コンポ ジット が で きる か と いう と こ 20GO0eo9G こと が 重要 で す 。 

さら に 、 素 材 を 他 の スタ ッ フ と 共有 する こと が 多い の で 、 デ ー タ 管理 能力 や 
AH ュ ュ ニ ケー ショ ン 能 力も 大 事 で す 。 


で は 撮影 ・ CC スタ ッ フ を 目指 す に は どう すれ ば よい の か ? 


まず は 実際 に 作業 し て み ま し ょ うう 。 そ れ に より 、 今 の 自分 に は 何 が で き て 、 
何 が で き な い の か 、 何 が 分 か っ て いて 、 何 が 分 か っ て いな い の か が 見 えて くる 
こと と 思い ます 。 自分 の 実力 を 見 極め 正確 に 把握 する こと は 、 ど ん な 物事 に も 
通じ る 技術 向上 の た め の 大 切な 第 一 歩 で す 。 

例え ば 3D で モデ リン グ 作 業 を する と し ます 。 誰 も が そう で す が 、 必 ず 分 か ら 
な いこ と や 行き 詰まる 壁 に 直面 する こと で し ょ う 。 そ の 時 に どう する か 。 行動 
し て み ま し ょ う 。 一 つ に は 、 調べ る と いう 選択 肢 が あり ます 。 イン ター ネッ ト や 
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書籍 、 セ ミナ ー や 仲間 か ら の 情報 な ど 、 身 の 回 り に は 多く の 情報 源 が 存在 し ま 
す 。 調 べ る こと に より 知識 が 身 に つき 、 技 術 が 身 に つき 、 ま た コミ ュ ニ ケー シ 
ョ ン が と れる よう に な り ま す 。 こ の よう な 研究 と 実践 の 循環 が 大 切 で す 。 
また 、 机 の 上 の 作業 だ け で は な く 、 実 際 に カメ ラ の ファ イン ダー を の ぞい た 
りす る こと も 良い で し ょ う 。 撮 影 や CG 以 外 の こと に も 興味 の 対象 を 広げ 、 様 々 
な こと を 学び 、 体 験 すれ ば 、 そ れ ら は 新しい も の を 生み 出す 際 の 大 き な 糧 と な 
の BN ま 0 


そし て 、 何 より 大 切な の が 目標 を 持つ こと で す 。 


今 あ な た は 撮影 ・CC ス タッ フ を 目指 す と いう 目標 を 持っ て いる こと で し ょ 2 う 。 
し か し 、 そ こ が ゴ ー ル で は な いと 思い ます 。 小 さい も の で も 大 きい も の で も 、 
と に か く 次 の 目標 を 見 つけ て 、 そ れ に 向かっ て 進み 続け まし ょ 2 う 。 

映像 表現 は 、 世 界 中 の 作家 や スタ ッ フ の 手 に より 日 々 変化 、 進 歩 し て いま す 。 
現在 の 自分 の 技術 に 満足 し て いて は 、 や が て 、 古 い 表 現し か で き な く な っ て 
し まう 可能 性 が あり ます 。 

あな た 自身 の 中 に 、 い つか こう な り た いと 願う 「 理 想 の クリ エー ター 像 」 が 
ある と 思い ます 。 そ の 夢 に 向かっ て 、 ぜひ 日 々 の 努力 を 怠ら ず に いて くだ さい 。 
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ぐ 解 説 イ ラス ト > 
「MUNTO… 時 の 壁 を 越え て 」 よ り 


⑥) Kyotoanimation2004/Kyoahiproject 


この テキ スト は 、 京 アニ スタ ッ フ 全員 の 支え が あっ て 出版 する 
こと が 出来 まし た 。 こ こ に 感謝 の 意 を 表し ます 。 
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